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第 一 次 日 米 知 事 合 同 会 議 概 要 （ 第 一 日 ）  

 

一 、 当 日 の 準 備 及 び 歓 迎 状 況  

  日 米 交 渉 史 の 一 頁 を 飾 る 歴 史 的 な 第 一 次 日 米 知 事 合 同 会 議  

 は 、 予 定 通 り 四 月 六 日 に 開 か れ た 。 こ の 日 は 天 気 晴 朗 に し て  

 緑 風 爽 適 で あ つ た 。  

 米 国 知 事 一 行 は 、 日 程 通 り 午 前 8 時 1 0 分 宿 舎 帝 国 ホ テ ル を  

 出 発 し 、 警 視 庁 白 バ イ に 護 衛 さ れ な が ら 同 2 0 分 都 道 府 県 会  

 館 に 到 着 し た 。  

 当 日 都 道 府 県 会 館 は 、 玄 関 バ ル コ ニ ー に 日 米 両 国 旗 を 掲 揚 し 、  

 「米国知事一行歓迎の WELCOME AMERICAN GOVERNORS の看板を  

 掲 げ 敬 意 を 表 し て い た 。 又 玄 関 に は 全 国 知 事 会 各 部 長 以 下 幹  

 部 及 び 都 道 府 県 東 京 事 務 所 長 等 多 数 が 整 列 し 、 手 に 手 に 日 米 両  

 国 旗 を 打 ち 振 っ て 万 歳 を 高 唱 し な が ら 一 行 の 到 着 を 迎 え た 。  

 米 国 知 事 一 行 は 、 直 ち に 三 階 の 知 事 控 室 に 案 内 さ れ 、 東 会 長 、  

 を 始 め 副 会 長 で あ る 内 山 神 奈 川 県 知 事 、 小 野 和 歌 山 県 知 事 、  

 安 孫 子 山 形 県 知 事 の 出 迎 え を 受 け て 着 席 し た 。 こ の 室 に は 池  

 田 総 理 大 臣 、 安 井 自 治 大 臣 並 に ラ イ シ ヤ ワ ー 駐 日 米 国 大 使 も  

 同 席 さ れ た 。 約 十 分 余 り 歓 談 さ れ 六 階 の 開 会 式 場 に 移 行 さ れ  

 た 。  

 

二 、 日   程  

  （ 別 紙 日 程 の 通 り 進 行 さ れ た 。）  
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日 米 知 事 合 同 会 議 日 程  

第 1 日  4 月 6 日 （ 金 ）  

 一  開  会  式      8． 4 0（ 都 道 府 県 会 館 6 階 中 会 議 室 ）  

  1． 日 米 参 加 者 及 び 来 賓 入 場  

  2． 日 米 両 国 国 歌 演 奏     （ 東 京 消 防 庁 音 楽 隊 奏 楽 ）  

  3． 仮 議 長 開 会 宜 言  

  4． 総 理 大 臣 祝 辞  

  5． 駐 日 合 衆 国 大 使 あ い さ つ  

  6． 日 本 側 知 事 会 会 長 あ い さ つ  

  7． 合 衆 国 側 知 事 会 会 長 あ い さ つ  

  8． 日 米 両 国 知 事 の 紹 介    （ 日 米 両 国 知 事 会 事 務 局 長 ）  

  9． 仮 議 長 閉 会 あ い さ つ  

二  休 憩      （ こ の 間 会 議 場 に 一 同 移 行 す る ）  

三  会 議        9． 4 0（ 都 道 府 県 会 館 6 階 大 会 議 室 ）  

  1． 会 議 手 続  

  （ イ ）  議 長 選 任  

  （ ロ ）  議 長 就 任 あ い さ つ  

  （ ハ ）  経 過 報 告  

  （ ニ ）  議 題 の 採 択  

    A 府 県 行 政 の 機 構 及 び 運 営 に つ い て  

    B 地 域 経 済 格 差 に つ い て  

  2． 討    議     1 0． 0 0  

     議 題  「 府 県 行 政 の 機 構 及 び 運 営 に つ い て 」  

      A 報 告 者  米 国 側 代 表  

 

 



             日 本 側 代 表 （ 愛 知 県 知 事 ）  

      B 意 見 発 表   日  本  側  

             米  国  側  

  3．  会 議 終 了      11． 3 0  

第 2 日  4 月 1 0 日 （ 火 ）   1 0． 0 0（ 箱 根 観 光 ホ テ ル ）  

 一  再 開 宜 言  

  1． 地 元 知 事 あ い さ つ  神 奈 川 県 知 事  

  2． 議 長 推 薦  

  3． 討   議  

     議  題 「 地 域 経 済 格 差 に つ い て 」  

      A 報 告 者   日 本 側 代 表  （ 秋 田 県 知 事 ）  

             米 国 側 代 表  

      B 意 見 発 表  米  国  側  

             日  本  側  

 二  共 同 声 明      11． 2 0  

  1． 提 案 理 由 の 説 明  

  2． 意 見 発 表  

  3． 採 択  

 三  会 議 終 了       11． 3 5  

 四  閉 会 式        11． 3 5  

  1． 米 国 側 知 事 代 表 あ い さ つ  

  2． 日 本 側 知 事 代 表 あ い さ つ  

  3． 議 長 閉 会 あ い さ つ  

 

以    上  

 



開  会  式  

 （ 1）  午 前 8 時 3 5 分 日 本 側 知 事 着 席 さ れ 、 8 時 4 0 分 東 京 消  

   防 庁 音 楽 隊 歓 迎 マ ー チ 奏 楽 の う ち に 、 池 田 総 理 大 臣 、 安 井  

   自 治 大 臣 並 び に ラ イ シ ヤ ワ ー 駐 日 米 国 大 使 、 米 国 州 知 事 一  

   行 が 入 場 さ れ た 。  

 （ 2）  出 席 者 一 同 起 立 し 、 日 米 両 国 国 歌 が 厳 粛 に 演 奏 さ れ た 。  

 （ 3）  開 会 宣 言  

   ま ず 宮 内 事 務 局 長 か ら 「 開 会 式 運 営 の た め 、 米 国 知 事 会 の  

  申 合 せ に よ り 日 本 の 神 奈 川 県 知 事 に 仮 議 長 を お 願 い す る こ  

  と に 決 ま つ た 」 旨 の 発 言 あ り 。  

   こ れ に よ り 神 奈 川 県 知 事 仮 議 長 の 席 に つ き 、 就 任 挨 拶 を  

   行 な い 、 引 続 き 日 米 知 事 合 同 会 議 の 開 会 式 を 宣 言 し た 。  

 （ 4）  池 田 総 理 大 臣 の 祝 辞 （ 別 紙 の 通 り ）  
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第 1 回 日 米 知 事 合 同 会 議 開 式 場 に お け る  

        総 理 大 臣 挨 拶  

         （ 4 月 6 日 午 前 8 時 4 0 分 於 都 道 府 県 会 館 ）  

 本 日 こ こ に 日 米 知 事 相 互 間 の 第 1 陣 と し て 、 ペ ン シ ル ベ ニ ヤ 州  

知 事 ロ ー レ ン ス 氏 ほ か 6 州 の 知 事 の 皆 様 方 を お む か え し 、 第 1 回  

日 米 知 事 合 同 会 議 が 開 催 さ れ る に あ た り 、 日 本 政 府 を 代 表 し て 、  

親 し く 祝 意 を 表 す る 機 会 を 得 ま し た こ と は 、 私 の も よ ろ こ び と  

す る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

 今 日 、 日 米 両 国 が 、 自 由 主 義 を 信 条 を す る 民 主 主 義 国 家 と し て 、  

緊 密 な き づ な に む す ば れ て 、 世 界 の 平 和 に 貢 献 し つ つ そ れ ぞ れ 自  

国 の 発 展 を 進 め て お り ま す こ と は 、 ま こ と に ご 同 慶 に た え な い と  

こ ろ で あ り ま す が 、 こ の こ と は 、 ま た 両 国 の 地 方 自 治 の 確 立 と 発  

展 に 負 う と こ ろ が 多 大 で あ る こ と も 、 い ま さ ら 申 し あ げ る ま で も  

あ り ま せ ん 。  

 も と よ り 、 ア メ リ カ 合 衆 国 の 州 と わ が 国 の 都 道 府 県 と の 間 に は 、  

色 々 な 点 で 相 違 す る と こ ろ が あ る の は 、 両 国 の 地 理 、 歴 史 等 か ら  

み て 当 然 で あ り ま し よ う が 、 自 治 、 民 主 の 精 神 に お い て 相 通 ず る  

も の が あ り ま す 以 上 、 両 国 の 知 事 の 皆 様 方 が 一 堂 に 会 し 、 お 互 い  

に 胸 襟 を ひ ら い て 意 見 を 交 換 さ れ る こ と は 、 大 変 有 意 義 な こ と で  

あ る と 信 ず る も の で あ り ま す 。  

 こ の 意 味 で 、 こ の た び の 会 議 が 大 き な 成 果 を お さ め ら れ ま す こ  

と を 、 心 か ら お 折 り す る 次 第 で ご ざ い ま す 。 と 同 時 に 、 知 事 の 皆  

様 方 相 互 の 今 後 の 親 し い お つ き あ い を 通 じ て 、 各 位 が 単 に 地 方 自  

治 の 問 題 だ け で な く 、 両 国 の 経 済 や 文 化 が 繁 栄 向 上 し て ゆ く た め  



の 理 解 と 協 力 に つ い て も 、 一 段 と 緊 密 に 話 し あ わ れ る 機 会 を も た  

れ る こ と を 特 に 希 望 し て や み ま せ ん 。  

 わ た く し は 、 昨 年 米 国 を 訪 問 し て 、 ケ ネ デ イ 大 統 領 を は じ め 要  

路 の 方 々 に 直 接 お 目 に か か り 、 隔 意 の な い 意 見 を 交 換 し て 大 変 得  

る と こ ろ が ご ざ い ま し た 。 時 に ハ ワ イ に お き ま し て は ヽ 全 米 知 事  

会 議 の 晩 さ ん 会 に お 招 き い た だ き ま し て 、 各 州 知 事 の 各 位 と 親 し  

く お 会 い す る 機 会 を 得 ま し た 。 そ の 折 の 友 情 に 富 ん だ お も て な し  

に あ ず か つ た こ と を 想 い 起 し 、 い ま も 深 く 感 謝 い た し て お る 次 第  

で ご ざ い ま す 。 は る ば る 太 平 洋 を わ た つ て お い で に な り ま し た 米  

国 の 州 知 事 の 皆 様 方 に お か れ ま し て は 、 こ れ か ら お 訪 ね い た だ き  

ま す 地 方 公 共 団 体 に お い て 、 都 市 と い わ ず 農 村 と い わ ず 、 そ れ ら  

の 実 態 を つ ぶ さ に 御 視 察 い た だ き 、 そ れ ぞ れ 異 つ た 経 済 、 社 会 、  

文 化 等 の 諸 条 件 の も と に 、 地 方 自 治 の 着 実 な 振 興 と 住 民 福 祉 の 増  

進 と に 真 剣 な 努 力 を い た し て お り ま す 姿 を 、 充 分 御 理 解 い た だ き  

た い と 存 じ ま す 。  

 ま た 訪 ね い た だ く 各 都 道 府 県 知 事 の 方 々 の 、 簡 素 で は あ る か も  

知 れ ま せ ん が 、 真 心 の こ も つ た 友 情 を お う け と り 頂 く と と も に 、  

各 地 に お け る 日 本 特 有 の 風 景 の 美 や 、 古 い 歴 史 や 文 化 の あ と を つ  

ぶ さ に 視 察 下 さ つ て 、 皆 さ ま の 心 の 奥 深 く に 、 な に が し か の 忘 れ  

が た い 記 念 の し る し を 刻 み つ け て 頂 く こ と を 切 に お 願 い し て や み  

ま せ ん 。  

 後 に こ の 企 て の 実 現 に ご 努 力 下 さ つ た 関 係 者 の 各 位 に 深 い 敬  

意 を 表 し 、 今 回 お よ び 今 後 の こ の 日 米 知 事 合 同 会 議 の 成 果 が 、 日  

米 両 国 の 親 善 の 上 に い よ い よ 貢 献 す る こ と を 、 か さ ね て お 折 り し  

て 私 の 祝 辞 い た し ま す 。  

 



 

三 、 出  席  者  

 （ 1）  米 国 側 知 事  

   ベ ン シ ル ヴ エ ニ ア 州 ロ ー レ ン ス 知 事  

   コ ロ ラ ド 州 マ ク ニ コ ル ズ 知 事  

   デ ラ ウ エ ア 州 カ ー ヴ エ ル 知 事  

   フ ロ リ ダ 州 ブ ラ イ ア ン ト 知 事  

   カ ン サ ス 州 ア ン ダ ー ス ン 知 事  

   ウ エ ス ト ・ ヴ ア ー ジ ニ ア 州 バ ロ ン 知 事  

   ネ ヴ ア ダ 州 ソ ー ヤ ー 知 事  

   ク ラ イ フ イ ー ル ド 米 国 全 国 知 事 会 事 務 局 長  

   ミ ス ロ イ ス ・ マ ー フ イ 随 員  

   シ ル ヴ エ ス タ ー 駐 日 合 衆 国 大 使 館 二 等 書 記 官  

 （ 2）  日 本 側 知 事  

   中 島 北 海 道 副 知 事  横 山 青 森 県 副 知 事  小 畑 秋 田 県 知 事  

   安 孫 子 山 形 県 知 事  三 浦 宮 城 県 知 事   佐 藤 福 島 県 知 事  

   塚 田 新 潟 県 知 事   東 ・ 東 京 都 知 事   神 田 群 馬 県 知 事  

   横 川 栃 木 県 知 事   岩 上 茨 城 県 知 事   栗 原 埼 玉 県 知 事  

   柴 田 千 葉 県 知 事   内 山 神 奈 川 県 知 事  天 野 山 梨 県 知 事  

   山 口 静 岡 県 副 知 事  西 沢 長 野 県 知 事   吉 田 富 山 県 知 事  

   田 谷 石 川 県 副 知 事  松 野 岐 阜 県 知 事   桑 原 愛 知 県 知 事  

   田 中 三 重 県 知 事   桂 木 滋 賀 県 副 知 事  奥 田 奈 良 県 知 事  

   小 野 和 歌 山 県 知 事  石 破 鳥 取 県 知 事   三 木 岡 山 県 知 事  

   田 部 島 根 県 知 事   橋 本 山 口 県 知 事   金 子 香 川 県 知 事  

   武 市 徳 島 県 副 知 事  久 松 愛 媛 県 知 事   溝 淵 高 知 県 知 事  
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   藤 井 福 岡 県 副 知 事  池 田 佐 賀 県 知 事  佐 藤 長 崎 県 知 事  

   新 貝 大 分 県 副 知 事  寺 本 熊 本 県 知 事  黒 木 宮 崎 県 知 事  

   寺 園 鹿 児 島 県 知 事  

 （ 3）  来  賓  

   池 田 総 理 大 臣  

   ラ イ シ ヤ ワ ー 駐 日 米 国 大 使 （ 随 員  ウ イ リ ア ム ・ ケ リ ー 氏 ）  

   安 井 自 治 大 臣  

   全 国 市 長 会 会 長 代 理  堀 内 富 士 吉 田 市 長  

 （ 4）  参 加 者  

   自 治 省 小 林 事 務 次 官 、 柴 田 官 房 長 、 児 玉 地 方 財 政 審 議 会  

   会 長  

   外 各 省 関 係 官  
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 （ 5）  ラ イ シ ヤ ワ ー 駐 日 米 国 大 使 祝 辞  

     首 相 閣 下 、 大 臣 閣 下 、 米 国 各 州 知 事 各 位 な ら び に 参 会 の 紳  

    士 、 淑 女 諸 君 、 首 相 閣 下 お よ び 閣 僚 が 二 晩 つ づ き の 多 忙 な 用  

    務 に か ゝ わ ら ず 、 本 朝 こ こ に 御 出 席 下 さ つ た 事 を 先 ず 初 に  

    お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。 こ の 忙 し い 二 晩 は 我 が 政 府 に と つ て も 、 

    ま た 興 味 あ る こ と で あ り ま す 。私 は こ の 第 一 回 の 日 米 合 同 知 事 会  

    議 に 参 加 で き た こ と を 欣 幸 と す る と 共 に 、 わ が 米 国 の 選 ば れ  

    た る 七 大 州 の 長 官 を 本 日 こ の 会 議 の 米 側 委 員 と し て 、 こ の 日  

    本 国 内 で 歓 迎 で き る こ と を 非 常 な 欣 び と す る も の で あ り ま す 。 

     特 に わ れ わ れ の 同 僚 と し て 歓 迎 で き る こ と は 私 の 仕 合 せ で  

    あ り ま す 。 我 々 両 国 の 如 き 民 主 主 義 国 に お い て は 、 外 交 の 仕  

    事 は 両 国 首 脳 間 だ け の 関 係 、 あ る い は 外 務 省 間 だ け の 関 係 を  

    保 つ と 云 う こ と か ら 既 に 成 長 し て い ま す 。 外 交 は 国 民 の 仕 事  

    と な り 、 相 互 の 理 解 と 各 階 層 の あ ら ゆ る 種 類 の 接 触 は 、 大  

    の 重 要 事 で あ り ま す 。 首 相 閣 下 と 大 統 領 と の 昨 年 6 月 の 会 見  

    の 際 に 準 備 さ れ た と こ ろ に よ り 、 今 冬 は 三 ツ の 日 米 合 同 会 議  

    が 開 か れ ま し た 。 こ れ ら の 会 議 は 経 済 、 科 学 、 文 化 お よ び 教  

    育 の 分 野 に 亘 る も の で あ り ま し た 。 こ の 意 味 で 今 回 の 会 議 は 、 

    両 国 政 府 と 国 民 間 に 催 さ れ た 第 四 回 の 会 議 と も い い う る も の  

    で あ り ま す 。 わ れ わ れ は 日 本 の 各 府 県 知 事 、 お よ び 米 国 各 州  

    知 事 が 一 堂 に 会 し て 、 両 国 の 間 に 成 長 し つ ゝ あ る 収 獲 の 多 い  

    協 力 に と つ て 極 め て 重 要 な 、 両 国 々 民 間 の 理 解 を 拡 大 し 、 深  

    め さ せ ら れ る こ と を 歓 迎 す る も の で あ り ま す 。 今 日 諸 君 が 、  

    こ れ か ら 着 手 せ ん と す る 有 意 義 な 仕 事 に つ い て 、 衷 心 御 祝 い  
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    を 申 し 述 べ ま す 。 御 静 聴 を 感 謝 し ま す 。  

 

 

 

 （ 6）  日 本 側 東 全 国 知 事 会 会 長 の 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  
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日 米 知 事 会 議 開 会 の 挨 拶  

 

 東 知 事 会 会 長        

於 都 道 府 県 会 館 3 7． 4． 6     

 

 さ き に 日 米 両 国 政 府 の 協 力 の 下 に 、 両 国 知 事 会 の 間 に 知 事 相 互  

訪 問 の 議 が ま と ま り 、 本 日 こ こ に 米 国 知 事 会 代 表 7 州 知 事 の 御 参  

加 を 得 て 、 第 1 回 日 米 知 事 合 同 会 議 を 開 催 す る に い た り ま し た こ  

と は 、 日 本 全 国 知 事 一 同 の 感 激 に 堪 え な い と こ ろ で あ り ま す 。  

 わ れ わ れ は 、 日 本 が 民 主 国 家 と し て 発 足 し た 今 日 、 そ の 地 方 行  

政 の 確 立 と 伸 展 を 期 す る 上 に お い て 、 米 国 州 行 政 の 研 究 を 進 め 参  

考 と す べ き で あ る こ と を 考 え て い た も の で あ り ま す 。 同 時 に ま た  

米 国 の 州 知 事 各 位 が 日 本 の 発 展 の 基 盤 で あ る 都 道 府 県 行 政 に つ い  

て の 認 識 を 深 め て い た だ き た い と も 念 願 し て い た も の で あ り ま す 。  

 こ れ が た め に は 、 両 国 の 知 事 が 相 互 訪 問 を 行 つ て 親 し く 視 察 し  

意 見 を 交 換 す る こ と が 上 の 策 で あ り ま す が 、 今 回 こ れ が 実 現 を  

見 る に い た つ た こ と は 、 誠 に 喜 び に 堪 え な い と こ ろ で あ り ま す 。  

 今 回 の 計 画 の 実 現 は 、 米 国 知 事 会 会 長 パ ウ エ ル 知 事 は じ め 執 行  

理 事 会 関 係 知 事 な ら び に ク イ ン 、 ハ ワ イ 州 知 事 及 び ク ラ イ フ イ ー  

ル ド 事 務 局 長 の 御 努 力 の 賜 も の で あ り ま し て 、 こ こ に 深 甚 な 感 謝  

の 念 を 捧 げ ま す と 同 時 に 、 日 米 両 国 政 府 の 御 協 力 を 忘 れ て は な ら  

な い と 思 う の で あ り ま す 。 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 こ の 機 会 に 特 に 申 し 上 げ た い こ と は 、 日 本 の 各 都 道 府 県 民 の 大  

多 数 は 、 米 国 各 州 民 と 心 か ら 信 頼 し あ え る 友 人 と な る こ と が で き  

る と 確 信 し て お り ま す し 、 ま た 、 一 日 も 早 く そ う あ り た い と 希 望  



し て い る こ と で あ り ま す 。  

 し か し な が ら 、 こ の 希 望 を 達 成 す る た め に は 、 政 府 と 政 府 、 或  

い は 個 人 と 個 人 の 交 渉 ば か り で な く 、 地 方 行 政 に 関 与 す る も の 相  

互 の 間 に お け る 友 誼 に ま つ も の 多 大 で あ る と 信 ず る の で あ り ま し  

て 、 そ の た め に は 、 両 国 の 知 事 相 互 の 訪 問 に よ る 研 究 と 視 察 が 大  

き い 成 果 を も た ら す も の と 存 ず る の で あ り ま す 。  

 こ の 意 味 に お き ま し て 、 今 回 の 米 国 知 事 各 位 の 御 来 訪 は 、 日 米  

友 好 史 上 に 輝 や か し い 一 頁 を 飾 る こ と と な り ま す と と も に 、 両 国  

民 相 互 の 理 解 と 親 善 を 深 め る 上 に 寄 与 す る と こ ろ 多 大 な る も の が  

あ る と 確 信 い た し ま す 。  

 こ こ に 、 私 は 日 米 知 事 相 互 訪 問 の 重 大 な る 意 義 を 認 め そ の 成 果  

を 期 待 す る も の で あ り ま す が 、 本 日 よ り 1 9 日 ま で 今 回 の 第 1 次  

会 議 が 皆 様 の 御 協 力 に よ り も 有 意 義 に 終 始 し て 所 期 の 成 果 を 挙  

げ ま す よ う 念 願 し て 開 会 の 御 挨 拶 と い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （ 7）  米 国 知 事 会 会 長 代 理 挨 拶  

           ペ ン シ ル ヴ エ ニ ア 州 知 事  ロ ー レ ン ス 氏  

     議 長 閣 下 、 日 本 各 県 知 事 閣 下 な ら び に 同 僚 米 各 州 知 事 各 位 、 

    先 づ 初 に 団 長 た る ニ ユ ー ・ ハ ン 〓 シ ア ー 州 の パ ウ エ ル 知 事  

    が 病 気 の た め 参 会 出 来 ず 、 ま た ハ ワ イ の ク イ ン 知 事 も 同 じ 理  

    由 で 来 ら れ な か つ た こ と は 、 私 な ら び に 私 の 同 僚 と 共 に 深 く  

    残 念 に 思 う と こ ろ で あ り ま す 。  

    か れ ら は 、 こ の 会 議 の 実 現 に 大 い に 貢 献 し た の で あ り ま し た 。 

    わ れ わ れ は 、 本 席 に 列 し て 、 わ れ わ れ の 大 使 が 指 摘 し た こ の  

    一 大 努 力 す な わ ち 、 日 米 二 大 国 民 間 の 協 力 ― ― 両 国 外 交 当 局  

    お よ び 外 交 団 の 行 う 各 種 の 協 力 ― ― を は か る と い う 線 に 沿 つ  

    て 努 力 す る こ と を 光 栄 と 存 ず る も の で あ り ま す 。 我 々 は 以 前  

    か ら 我 々 が 一 緒 に な つ て 話 し 合 い 、 そ れ ぞ れ の 意 見 の 交 換 な  

    ど が 出 来 る よ う に し た な ら 、 我 々 は 非 常 に う ま く 共 存 で き る  

    と 云 う こ と を 発 見 す る こ と を 固 く 信 じ て い ま し た 。 過 日 私 が  

    空 港 で 挨 拶 し た 通 り 、 わ れ わ れ は 今 回 の 訪 問 に 対 し 、 ま た 日  

    本 人 を そ の 家 庭 や 仕 事 の 現 場 に お い て 、 あ る い は か れ ら の 所  

    属 の 政 府 の 職 場 に お い て 、― ― そ の 職 場 が な ん で あ ろ う と ― ―  

    見 る こ と の で き る 機 会 に 対 し 、 一 同 非 常 な 感 激 と 、 熱 意 を 有  

    す る も の で あ り ま す 。 わ れ わ れ は 日 本 を 去 る 頃 に は 、 わ れ わ  

    れ な り に 相 当 理 解 を 深 め る で あ ろ う と 思 い ま す 。 私 は 二 年 前  

    私 が 米 国 市 長 会 議 の 議 長 で あ つ た と き 申 し ま し た 。 こ の 会 議  

    の 特 殊 な 活 動 性 に か ん が み 、 わ れ わ れ は 世 界 中 の 都 市 を 、 市  

    長 の 役 目 と し て 会 合 す る 計 画 を 立 て ま し た 。 こ う し た 尽 力 を  
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   通 じ て 、 両 国 は 国 民 相 互 間 の 理 解 を 深 め る こ と が で き る の で  

   あ り ま す 。 私 は 今 週 の 「 ニ ユ ー ズ ・ ウ イ ー ク 」 誌 か ら 優 れ た  

   ア メ リ カ 人 で あ る 合 衆 国 高 裁 判 所 長 官 ア ー ル ・ ウ オ レ ン 氏  

   の 言 を 引 用 し て 挨 拶 を 終 え よ う と 思 い ま す 。 ウ オ レ ン 長 官 は 、  

   “ 国 民 と し て 、 わ れ わ れ は 、 個 人 の 尊 厳 と 権 利 に 基 い た 正 義 に  

   対 す る 情 熱 の 外 は 一 切 誇 示 は し な い 。 わ れ わ れ は な に ご と も 確  

   信 に 基 い て 主 張 す る 。 そ し て こ の よ う な 正 義 を 通 じ て の み 秩  

   序 と 満 足 が 存 在 し う る の で あ る ” と い い ま し た 。 私 は 米 国 の  

   代 表 諸 君 の ど な た も こ の 高 裁 判 所 長 官 が 述 べ ら れ た 意 見 に 同  

   意 さ れ る こ と を 確 信 い た し ま す 。  

   再 び 私 は 一 同 と 共 に 当 地 の 盛 大 な 歓 待 と 多 大 の 御 厚 遇 に 対 し  

   て 謝 意 を 表 し 、 併 せ て 訪 問 を 終 え て 離 日 の 際 に は 貴 国 の 皆 さ  

   ん と は 一 段 と 深 い 友 人 と な り 、 貴 国 の 皆 さ ん も わ れ わ れ の よ  

   り よ い 友 人 と な ら れ る こ と を 信 じ ま す 。  

   御 静 聴 を 感 謝 し ま す 。  
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 （ 8）  日 米 両 国 知 事 の 紹 介  

     内 山 仮 議 長 、 宮 内 事 務 局 長 を 紹 介 し 、 事 務 局 長 よ り 日 本 側  

    知 事 の 紹 介 が 行 な わ れ 、 同 じ く 米 国 知 事 会 ク ラ フ イ ル ド 事 務  

    局 長 を 紹 介 し 、 事 務 局 長 よ り 米 国 側 知 事 の 紹 介 が 行 な わ れ た 。 

 （ 9）  閉   会  

     内 山 仮 議 長 、 以 上 を も つ て 日 米 知 事 合 同 会 議 の 開 会 式 が 終  

    了 し た こ と を 宣 言 し た 。  

 

 

（ 休    憩 ）  
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五 、 会   議  

  午 前 9 時 4 5 分 、 内 山 仮 議 長 日 米 知 事 合 同 会 議 の 開 会 を 宣  

 す 。  

 1． 会 議 手 続  

  （ 1）  議 長 選 任  

     内 山 仮 議 長 よ り 「 こ の 会 議 の 議 事 運 営 の た め 、 議 長 を  

    選 任 い た し た い 。 議 長 は 日 米 知 事 会 の 申 合 せ に よ り 、 会  

    議 開 催 国 の 知 事 に お 願 い す る こ と に な つ た の で 、 日 本 全  

    国 知 事 会 会 長 に お 願 い い た し た い 」 旨 発 言 が あ り 、 全 員  

    こ れ を 了 承 さ れ た 。  

    （ 東 会 長 議 長 席 に 着 く ）  

 

  （ 2）  議 長 の 就 任 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  
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議 長 就 任 挨 拶 

（ 3 7． 4． 6）       

 御 推 薦 に よ り ま し て 、 日 米 知 事 会 議 の 議 長 を つ と め さ  

せ て い た だ き ま す 。  

 こ の 会 議 は 、 さ き 程 の 開 会 式 に お き ま し て 、 来 賓 な ら  

び に 米 国 知 事 会 代 表 よ り 述 べ ら れ ま し た よ う に 、 誠 に 有  

意 義 な 催 し で あ る と 信 ず る も の で あ り ま す 。  

 そ れ 故 に 、 私 は こ の 会 議 を 成 功 さ せ る た め に 、 皆 様 の  

御 協 力 を 得 て 、 議 事 運 営 の 万 全 を 期 し た い 所 存 で あ り ま  

す 。  

 ど う ぞ よ ろ し く 御 支 援 の 程 を 切 に お 願 い い た す 次 第 で  

あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  （ 3）  経 過 報 告  

     東 議 長 よ り 「 日 米 知 事 会 相 互 訪 問 に つ い て の 経 過 を 、 日  

    米 知 事 会 の 申 合 せ に よ り 日 本 の 小 野 和 歌 山 県 知 事 に お 願 い  

    す る 」 旨 発 言 あ り 。 小 野 和 歌 山 県 知 事 よ り 経 過 報 告 が 行 な  

    わ れ た 。（ 別 紙 の 通 り ）  
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      経   過   報   告  

 日 米 両 国 知 事 の 相 互 訪 問 計 画 が 、 両 国 政 府 の 協 力 の も と に 実 施  

の 運 び と な り 、 こ の た び 米 国 州 知 事 各 位 が 来 日 せ ら れ ま し て 日 米  

知 事 会 議 を 始 め 、 各 都 府 県 を 親 し く 御 視 察 せ ら れ ま す こ と は 、 ま  

こ と に 喜 び に 堪 え な い と こ ろ で あ り ま す 。  

 こ の 際 私 か ら 簡 単 に 今 日 ま で の 経 過 に つ い て 、 御 報 告 を 申 し 上  

げ た い と 存 じ ま す 。  

 こ の 計 画 に つ き ま し て は 、 日 本 国 の 東 京 都 知 事 を 始 め 、 大 阪 府 、  

広 島 県 の 各 知 事 が ア メ リ カ 合 衆 国 を 訪 問 い た し ま し た 際 に 、 ウ イ  

リ ア ム  エ フ  ク イ ン  ハ ワ イ 州 知 事 と の 間 で 話 題 と な り 、 ま た 、  

ク イ ン 知 事 が 日 本 を 訪 問 さ れ た と き も 、 東 京 都 知 事 と こ の こ と に  

つ い て 予 備 的 な お 話 し あ い を さ れ た の で あ り ま す 。  

 そ の 後 、 ハ ワ イ 州 知 事 は 、 東 京 都 知 事 あ て の 1 9 6 1 年 5 月 2 4  

日 付 書 簡 に お い て 、 ア メ リ カ 合 衆 国 の 各 州 知 事 と 日 本 の 都 道 府 県  

知 事 と の 相 互 訪 問 に つ い て 非 常 な 熱 意 を 持 た れ 、 日 米 両 国 知 事 の  

相 互 訪 問 は 、 両 国 民 間 の 理 解 を 深 め る に 役 立 つ こ と を 確 信 す る と  

述 べ ら れ る と と も に 、 こ の 相 互 訪 問 計 画 を 6 月 2 5 日 よ り ハ ワ イ  

で 開 か れ る 全 米 州 知 事 会 議 に 提 案 し た い と い う 希 望 を も 併 せ て 約  

束 さ れ 、 具 体 的 な 計 画 案 を 示 さ れ て 非 公 式 に 提 唱 さ れ た の で あ り  

ま し た 。  

 日 本 国 の 全 国 知 事 会 は 、 こ の 御 提 案 を 歓 迎 い た し 、 6 月 1 3 日 に  

に 開 催 さ れ た 全 国 知 事 会 議 に 付 議 い た し こ れ を 採 択 い た し た の で  

あ り ま す 。 直 ち に そ の 旨 ハ ワ イ 州 知 事 に 御 連 絡 を い た し ま す と と  

も に 、 本 計 画 の 検 討 を 開 始 い た し た 次 第 で あ り ま す 。  



 一 方 、 ア メ リ カ 知 事 会 に お か れ て は 、 ハ ワ イ 州 で 開 か れ た ア メ  

リ カ 合 衆 国 第 5 3 回 全 国 知 事 会 議 の 終 日 の 6 月 2 8 日 に 、 合 衆  

国 の 各 州 属 領 及 び 領 土 と 日 本 の 都 道 府 県 と の 相 互 訪 問 に つ い て 提  

案 さ れ ま し た 。 そ の 結 果 、 両 国 間 の 思 想 の 交 流 を 促 進 し 共 通 の 諸  

問 題 の 解 決 に 役 立 つ と と も に 、 貿 易 、 旅 行 及 び 文 化 を 助 長 し 自 由  

世 界 に お け る 平 和 お よ び 民 主 主 義 を 著 し く 推 進 す る も の で あ る と  

い う 主 旨 の も と に 、 こ の 計 画 を 承 認 す る 決 議 が 行 な わ れ た の で あ  

り ま す 。  

 こ の よ う な 両 国 知 事 会 議 の 決 議 に 基 づ き 、 両 国 の 知 事 会 事 務 局  

長 は 、 具 体 的 計 画 に つ い て 意 見 の 交 換 を 行 な い 、 実 質 的 な 進 展 を  

示 し つ つ 今 日 に 至 つ た 次 第 で あ り ま す 。  

今 回 の 日 米 知 事 相 互 訪 問 計 画 の 推 進 に 当 り 、 両 国 知 事 会 会 長 及  

び 事 務 局 長 の 御 努 力 に 対 し 、 深 甚 な る 敬 意 を 表 す る 次 第 で あ り ま  

す 。 特 に こ の 際 、 知 事 会 会 長 パ ウ エ ル 、 ニ ユ ー ハ ン プ シ ヤ ー 州 知  

事 及 び ク イ ン 、 ハ ワ イ 州 知 事 の 御 配 慮 に 対 し 心 か ら 感 謝 の 意 を 表  

明 す る と と も に 、 ク イ ン 、 ハ ワ イ 州 知 事 が 今 回 の 訪 日 団 一 行 に 参  

加 で き な か つ た こ と を 非 常 に 残 念 に 存 ず る と こ ろ で あ り ま す 。  

 以 上 で 御 報 告 を 終 り ま す が 、 こ の 計 画 が 円 滑 に 実 施 せ ら れ 、 成  

功 裡 に 終 始 す る こ と を 心 か ら 念 願 い た す も の で あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 



  （ 4）  議 題 の 採 択  

     東 議 長 か ら 、 日 米 知 事 合 同 会 議 の 議 題 と し て 、 米 国 側 よ り  

    「 府 県 及 び 州 行 政 の 機 構 及 び 運 営 に つ い て 」 と 日 本 側 よ り 「  

    地 域 経 済 格 差 の 現 状 と そ の 均 衡 化 に つ い て 」 の 二 つ の 議 題 が  

    提 案 さ れ て お り 、 こ れ を こ の 会 議 の 議 題 と し て 採 択 し て 差 支  

    え な い か 諮 ら れ 、 一 同 異 議 な く 両 議 題 の 採 択 を 了 承 し た 。  

 2．  討   議  

    東 会 長 よ り 、 第 一 日 目 の 議 題 と し て 「 府 県 及 び 州 行 政 の 機 構  

   及 び 運 営 に つ い て 」 を 供 し た い 旨 諮 り 、 異 議 な く 了 承 さ れ た 。  

    次 い で 、 下 記 の 通 り 日 米 両 国 代 表 知 事 か ら 報 告 が 行 な わ れ 、  

   ま た こ れ に 対 し 日 米 両 国 知 事 よ り そ れ ぞ れ 意 見 の 開 陳 が あ つ た 。 
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A 府 県 及 び 州 行 政 の 機 構 及 び 運 営 に 関 す る 報 告  

 （ 1）  （ フ ロ リ ダ 州 知 事  ブ ラ イ リ ヤ ン ト 氏 ）  

     議 長 閣 下 な ら び に 知 事 諸 君 、 私 は こ こ に 一 同 が 出 席 す る こ  

    と が で き ま し た こ と を 一 言 御 礼 申 し あ げ ま す 。  

    米 国 に お け る 州 政 府 の 組 織 は 我 が 国 の 歴 史 的 発 展 の 所 産 で あ  

    り ま す 。 も と も と 英 帝 国 に 反 抗 し て 一 緒 に や つ て 行 か う と し  

    て き た も の は 1 3 州 あ り ま し た 。  

    そ し て か れ ら は 、 合 衆 国 政 府 を 組 織 し ま し た 。 そ の 後 こ の 政  

    府 は 、 国 民 の 行 動 、 習 慣 な ら び に 高 裁 判 所 の 解 釈 に よ つ て  

    修 正 さ れ ま し た 。  

    併 し 、 基 本 的 に は 今 日 も 1 6 0 年 前 と 少 し も 変 ら ず 、 現 在 は  

    全 部 の 州 の 共 通 の 利 益 に 奉 仕 す る た め 5 0 の 州 が 結 合 し て い  

    ま す 。  

    各 州 の 歴 史 的 発 展 に 応 じ て 公 平 に 各 州 に 或 る 種 の 責 任 を 分 担  

    さ せ ま し た 。 そ し て 中 央 政 府 に は 外 交 事 項 と 国 防 お よ び こ れ  

    に 類 す る 事 項 を ゆ だ ね ま し た 。 州 政 府 に 対 し て は 基 本 的 か つ  

    重 要 な 責 任 が 割 付 け ら れ て い ま す 。 こ の 中 で 第 一 に あ げ る の  

    は 、 合 衆 国 々 民 の 教 育 に 対 す る 責 任 で あ り ま す 。 5 0 州 は そ  

    れ ぞ れ 独 自 の 教 育 組 織 を 有 し 、 そ の 徴 収 す る 税 金 の 大 部 分 お  

    よ び わ れ わ れ の 費 す 金 の 大 部 分 は 教 育 の 分 野 に お い て 消 費 し  

    ま す 。 そ れ で す か ら 米 国 の 5 0 州 で 毎 年 3 2 0 億 ド ル の 税 収  

    が あ る が 、そ の 約 4
1 8 0 億 弗 が 教 育 に 使 わ れ る の で あ り ま す 。  

    教 育 は 数 種 の 段 階 で 行 な わ れ て い ま す 。 低 学 年 は 初 の 1 2  

    年 で あ り ま す 。 子 供 は 普 通 6 才 で 就 学 し 、 1 8 才 に 達 す る ま  
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    で 1 2 年 間 在 学 す る 。 こ れ ら は 公 立 普 通 学 校 （ C o m m o n  -   

    P u c l i c  S c h o o l） と 呼 ば れ 、 就 学 は 実 際 上 義 務 制 で あ り ま  

    す 。 或 る 年 令 以 下 の 子 供 は 、 す べ て こ れ ら の 学 校 に そ の  

    高 年 齢 に 達 す る か 、 あ る い は そ れ ぞ れ の 学 校 を 修 了 す る ま  

    で 就 学 さ せ ら れ 、 そ れ が 終 え て か ら 本 人 の 希 望 に よ り 2 年  

    間 、 4 年 間 、 6 年 間 あ る い は さ ら に そ れ 以 上 単 科 大 学 で 就  

    学 し ま す 。 こ れ ら 単 科 大 学 は 通 常 公 立 で 、 ド シ ド シ 拡 大 さ  

    れ て い ま す が 、 こ れ は 全 部 州 立 で あ り ま す 。 州 政 府 の 第 二  

    の 主 要 な 仕 事 は 数 州 間 に 亘 る 重 要 道 路 と 通 信 網 の 設 営 で あ  

    り ま す 。 こ の 面 に お い て も 、 わ れ わ れ は 年 間 約 8 0 億 弗 す  

    な わ ち 税 収 の 1 / 4 に 当 る も の を 費 し て お り ま す 。  

    し か し な が ら 主 要 道 路 の 建 設 に は 、 連 邦 政 府 と の 間 に か な  

    り の 協 力 が 行 な わ れ て お り ま す 。 米 国 政 府 は 、 州 間 を 通 ず  

    る 主 要 道 路 の あ る も の に つ い て は 連 邦 政 府 に 関 係 が あ る こ  

    と を 明 ら か に し 、 そ れ 故 こ う し た 国 家 利 益 に 関 係 あ る 道 路  

    の 建 設 を 分 担 す る の で あ り ま す 。  

    連 邦 政 府 は 費 用 の 半 額 5 0％ を 負 担 し て い る 例 も あ り ま す 。  

    あ る 場 合 に は 、 費 用 の 9 0％ を 負 担 し て い ま す 。 し か し な  

    が ら 道 路 の 建 設 と 建 設 さ れ た 後 の 維 持 の 責 任 は 州 政 府 に あ  

    り ま す 。  

    さ ら に 、 州 政 府 は 、 州 民 の 福 祉 に 関 す る 仕 事 を し ま す 。 貧  

    困 者 、 病 の た め あ る い は 老 齢 の た め 職 を 失 つ た も の 、 若 年  

    の た め 収 入 が 充 分 で な い 者 を 世 話 す る の で あ り ま す 。 州 政  

    府 は 誰 が こ れ ら に 該 当 す る を 調 査 し 、 か れ ら の 収 入 を い く  
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    ら に す る か を 決 め る 仕 事 を も や つ て い る の で あ り ま す 。 こ  

    の 努 力 に つ い て も 州 政 府 は 連 邦 政 府 か ら 助 力 と 費 用 の 分 担  

    を 受 け て い ま す 。 従 つ て こ れ は 共 同 の 事 務 と い う 訳 で あ り  

    ま す 。  

    つ ぎ に 、 公 共 の 医 療 問 題 が あ り ま す 。 す な わ ち 病 気 に 罹 つ  

    た も の は 誰 で も 行 つ て 治 療 を 受 け る こ と の で き る 施 設 の 設  

    営 で あ り ま す 。  

    そ の 他 も ろ も ろ の 活 動 が あ り ま す 。 例 へ ば 警 察 活 動 、 法 律  

    秩 序 の 維 持 、 米 国 法 律 に 違 反 す る 者 を 収 鑑 す る 刑 務 所 の 維  

    持 、 各 州 お よ び 国 家 の 各 種 天 然 資 源 の 保 存 等 。 こ の 中 の あ  

    る も の に つ い て は 連 邦 政 府 が 参 与 し て い ま す 。 こ こ に 、 諸  

    君 に 指 摘 し た い と 思 う 今 一 つ の 面 が あ り ま す 。 そ れ は 、 州  

    政 府 は 、 連 邦 政 府 の 援 助 を 受 け て 運 営 す る だ け で な く 、 州  

    政 府 は 地 方 自 治 体 に 助 力 を 与 え て い る こ と で あ り ま す 。 地  

    方 的 な レ ベ ル の 二 種 類 の 自 治 体 す な わ ち 、 市 と 通 常 主 と し  

    て 市 の 周 辺 地 域 を 占 め る 郡 と が あ り ま す 。  

    州 政 府 が 、 教 育 、 主 要 道 路 、 警 察 事 務 お よ び 各 種 の 面 に お  

    い て 地 方 自 治 体 に 協 力 を 与 へ て い る こ と は あ た か も 連 邦 政  

    府 が 州 政 府 を 援 助 す る と 同 様 で あ り ま す 。 こ の よ う に し て 、  

    三 種 類 の 行 政 府 は そ れ ぞ れ の 地 域 の 住 民 の す べ て の 要 求 を  

    満 た す 目 的 で 協 力 し て い る の で あ り ま す 。 従 つ て わ れ わ れ  

    の 社 会 、 経 済 生 活 の あ ら ゆ る 分 野 に お け る 秩 序 維 持 に つ い  

    て 何 れ か の 行 政 府 が 責 任 を も つ て い る 訳 で あ り ま す 。 議 長  

    閣 下 、 参 会 の 各 位 に お か れ て 私 の こ の 短 い 講 演 に つ い て 御  
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    質 疑 が ご ざ い ま し た ら 、 喜 ん で お 答 え い た し た く 存 じ ま す 。  

    （ 拍 手 ）  

 

 （ 2）  桑 原 愛 知 県 知 事   （ 別 添 の 通 り ）  
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（ 日 米 知 事 会 議  1 9 6 2． 4． 6）  
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報 告 者  愛 知 県 知 事  桑  原  幹  根  
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  一 、 序    論  

 本 日 は 日 米 知 事 会 議 の 席 上 で 、 わ が 国 の 府 県 の 実 態 と 将 来 の  

問 題 に つ き ま し て 、 ご 説 明 を 申 し 上 げ る 機 会 を え ま し た こ と は 、  

私 の も 喜 び と す る と こ ろ で あ り ま す 。  

現 行 の 地 方 自 治 制 度 が 発 足 し た の は 、 1 9 4 7 年 （ 昭 和 2 2 年 ）  

の 日 本 国 憲 法 施 行 と 、 そ の 憲 法 の 精 神 に そ つ た 地 方 自 治 法 の 施  

行 の 日 か ら で あ り ま す 。 新 し い 地 方 自 治 制 度 は 、 ア メ リ カ の 地  

方 自 治 制 度 の 影 響 を 受 け 、 旧 制 度 が 中 央 集 権 的 で あ つ た の に 対  

し て 、 地 方 分 権 的 で あ り ま た 住 民 自 治 の 面 が 画 期 的 に 拡 充 さ れ  

た の で あ り ま す 。  

こ こ で 、 終 戦 後 の 新 た に 改 革 さ れ た わ が 国 の 地 方 自 治 制 度 の 基  

本 原 則 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 そ の 第 一 は 、「 住 民 の 権 利 の 拡 充 」 と い う こ と で あ り ま す 。  

こ れ は 、 住 民 自 治 の 実 現 と い う こ と で あ り ま す が 、 婦 人 に 新 た  

に 選 挙 権 被 選 挙 権 が 与 え ら れ 、 議 会 の 地 位 が 強 化 さ れ ま し た 。  

ま た 執 行 機 関 た る 知 事 や 市 町 村 長 に つ い て も 、 住 民 の 直 接 選 挙  

に よ つ て 選 任 す る 大 統 領 制 を と る こ と に よ り 、 選 挙 を 通 じ て 行  

政 に 参 与 す る だ け で な く 、 直 接 請 求 や 住 民 投 票 な ど 、 住 民 の 直  

接 参 政 の 制 度 が 、 大 幅 に と り い れ ら れ た の で あ り ま す 。  

 そ の 第 二 は 、「 地 方 公 共 団 体 の 自 主 性 、 自 律 性 の 強 化 」 で あ  

り ま す 。 こ れ は 、 地 方 公 共 団 体 に な る べ く 多 く の 権 能 を 与 え 、  

国 の 関 与 を で き る だ け 少 な く し て 自 主 的 に 処 理 で き る よ う に す  

る こ と 、 す な わ ち 、 団 体 自 治 の 強 化 と い う こ と で あ り ま す が 、  
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都 道 府 県 に 市 町 村 と 同 じ く 完 全 自 治 体 と し て の 性 格 を 持 た せ た  

り 、 ま た 旧 制 度 に お い て は 国 の 重 要 な 事 務 で あ つ た 教 育 、 警 察  

消 防 な ど の 事 務 を 、 地 方 公 共 団 体 に 移 譲 致 し ま し た 。  

そ の 第 三 は 、「 地 方 公 共 団 体 の 行 政 の 能 率 化 と 公 正 の 確 保 」  

で あ り ま す 。 こ れ は 、 前 に 述 べ ま し た 二 つ の 原 則 を 実 現 す る 制  

度 と な り ま し て も 、 そ の も と に 行 な わ れ る 行 政 が 非 能 率 で あ つ  

た り 公 正 を 欠 い た り す る よ う に な つ て は な ら な い の で あ り ま し  

て 、 公 正 の 原 則 は 、 教 育 委 員 会 、 選 挙 管 理 委 員 会 、 監 査 委 員 な  

ど の 各 種 行 政 委 員 会 を 多 元 的 に 設 け る こ と に よ つ て 、 そ の 実 現  

を 図 ら れ 、 能 率 の 原 則 は 、 当 初 は あ ま り 留 意 さ れ な か つ た の で 、  

そ の 結 果 と し て 、 後 に な つ て 、 地 方 公 共 団 体 の 組 織 や 運 営 の 方  

式 に つ い て 、 い ろ い ろ と 簡 素 化 合 理 化 が 図 ら れ た の で あ り ま す 。  

以 上 が 、 わ が 国 の 現 行 地 方 自 治 制 度 の 根 底 を 流 れ る 三 原 則 で あ  

り ま す 。  

次 に わ が 国 に お け る 府 県 と 市 町 村 と の 関 係 に つ い て 述 べ る こ と  

と し ま す 。  

 わ が 国 の 地 方 自 治 制 度 は 、 都 道 府 県 と 市 町 村 の 二 段 階 の 地 方  

公 共 団 体 に よ つ て 構 成 さ れ て い ま す 。  

す な わ ち 、 全 国 の す べ て の 地 域 は 、 例 外 な く 、 い ず れ か の 都 道  

府 県 に 属 す る と 同 時 に 、 い ず れ か の 市 町 村 に 属 し て い る の で あ  

り ま す 。  

都 道 府 県 は 、 市 町 村 を 包 括 す る 広 域 の 地 方 公 共 団 体 で あ り 、 市  

と 町 村 は 、 い ず れ も 住 民 に 直 結 す る 基 礎 的 地 方 公 共 団 体 で あ つ  

て 、 法 律 上 の 性 格 の 差 異 は な い の で あ り ま し て 、 そ の 社 会 的 実  
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体 上 の 差 異 に 基 づ い て 、 制 度 上 若 干 の 区 別 が あ る に 過 ぎ ま せ ん 。  

 旧 制 度 に お け る 府 県 は 、 国 の 官 吏 で あ る 知 事 が 統 轄 す る 官 治  

的 性 格 の 強 い 団 体 で あ り 、 そ の 意 味 に お い て 、 不 完 全 自 治 体 と  

い わ れ て い ま し た が 、 現 行 地 方 自 治 制 度 に お い て は 、 府 県 も 市  

町 村 も 共 に 完 全 自 治 体 と し て の 性 格 を も つ て お り 、 府 県 と 市 町  

村 と の 間 に は 、 地 方 公 共 団 体 と し て は 、 上 位 、 下 位 ま た は 監 督 、  

被 監 督 の 関 係 は な い の で あ り ま す 。 し か し な が ら そ の 機 能 の 上  

で は 、 お の ず か ら そ れ ぞ れ 分 担 が あ り ま し て 、 市 町 村 は 住 民 に  

直 結 す る 基 礎 的 地 方 公 共 団 体 と し て 、 住 民 に 直 結 し た 住 民 の 身  

近 な 事 務 を 担 当 す る の に 対 し ま し て 、 府 県 は 、 市 町 村 を 包 括 す  

る 広 域 地 方 公 共 団 体 と し て 、 広 域 に わ た る 事 務 や 、 統 一 的 な 処  

理 を 必 要 と す る 事 務 や 、 市 町 村 に 関 す る 連 絡 調 整 事 務 や 、 一 般  

の 市 町 村 が 処 理 す る こ と が 不 適 当 と 思 わ れ る 程 度 の 規 模 の 事 務  

な ど を 分 担 し て お り ま す 。 そ し て 府 県 と 市 町 村 は 、 そ れ ぞ れ 分  

担 す る 事 務 の 処 理 に あ た つ て は 、 相 互 に 競 合 し な い よ う に 、 し  

か も 相 互 に 協 力 し て 、 住 民 の 福 祉 を 図 る 制 度 を と つ て い る の で  

あ り ま す 。  

 

  二 、 府 県 の 行 政 組 織  

 次 に 府 県 の 行 政 組 織 に つ い て 述 べ る こ と と い た し ま す が 、 こ  

れ に つ い て は 、 別 途 配 布 し て あ り ま す 「 L o c a l  G o v e r n m e n t  i n   

J a p a n 第 3 章 地 方 公 共 団 体 の 機 関 」 に 詳 細 な 説 明 が し て あ り ま  

す 。 府 県 の 行 政 は 戦 後 の 改 革 に よ り 、 事 務 の 再 配 分 を う け て 、  

事 務 移 譲 を う け 、 住 民 の 福 祉 増 進 の た め の 各 種 の 社 会 福 祉 施 策  
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を あ ら た に と る こ と に よ つ て 、 こ れ ら の 事 務 が 地 方 公 共 団 体 の  

事 務 と な り 、 こ の ほ か 行 政 全 般 に つ い て は 専 門 技 術 的 な 事 務 処  

理 が 要 請 さ れ る よ う に な つ た の で あ り ま す 。  

 こ の よ う な 理 由 に よ り ま し て 、 戦 后 の 地 方 公 共 団 体 の 行 政 組  

織 が 拡 大 さ れ た の で あ り ま す 。 戦 前 に お き ま し て は 、 知 事 の 補  

助 機 構 と し て わ ず か 4 乃 至 5 部 の 組 織 に よ り 行 政 事 務 を 処 理 し  

し か も 行 政 委 員 会 は 全 然 な か つ た の と 比 較 い た し ま す と 、 現 在  

は 格 段 の 差 異 が あ る わ け で あ り ま す 。  

 旧 制 度 に お き ま し て は 、 府 県 に 配 属 さ れ た 多 数 の 国 家 公 務 員  

に よ つ て 地 方 行 政 の 基 本 的 事 務 が 決 定 さ れ 、 極 め て 高 度 の 中 央  

集 権 的 な 行 政 が 行 わ れ て い ま し た が 、 現 在 は こ の 制 度 は 原 則 と  

し て 廃 止 さ れ て い ま す 。  

 

 三 、 府 県 の 機 能  

 先 づ 機 能 に 関 連 し て 、 府 県 の 分 担 す る 事 務 に つ い て 簡 単 に ふ  

れ て み た い と 思 い ま す 。  

府 県 の 分 担 す る 事 務 の 第 一 は 、「 広 域 に わ た る 事 務 」 で あ り ま  

す 。 こ れ は 市 町 村 の 区 域 を こ え る 事 務 で 、 数 市 町 村 に わ た る も  

の や 全 県 的 な も の で あ り ま す が 、 こ れ に は 地 方 の 総 合 開 発 計 画  

の 策 定 、 治 山 治 水 事 業 、 産 業 立 地 条 件 の 整 備 、 道 路 、 河 川 等 の  

公 共 施 設 の 建 設 、 改 良 お よ び 維 持 管 理 な ど が 含 ま れ て い ま す 。  

府 県 の 分 担 す る 事 務 の 第 二 は 「 統 一 的 な 処 理 を 必 要 と す る 事 務 」  

で あ り ま す 。 こ れ は 全 県 的 な い し 、 全 国 的 に 同 一 の 基 準 に よ り 、  

統 一 的 に 処 理 す る 必 要 の あ る 事 務 で あ り ま す が 、 こ れ は 「 義 務  
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教 育 そ の 他 の 教 育 の 水 準 の 維 持 」、「 警 察 の 管 理 お よ び 運 営 」、  

「 社 会 福 祉 事 務 お よ び 社 会 保 険 事 業 の 基 準 の 維 持 」、「 各 種 営  

業 の 許 可 そ の 他 の 規 制 」 な ど が あ り ま す 。  

教 育 に つ い て は 、 そ の 中 立 性 を 確 保 す る た め に 、 府 県 知 事 か ら  

独 立 し た 執 行 機 関 で あ る 教 育 委 員 会 が 管 理 し て お り 、 警 察 に つ  

い て も 、 同 様 の 趣 旨 で 、 公 安 委 員 会 が 、 管 理 し て い ま す 。  

府 県 が 分 担 す る 事 務 の 第 三 は 、「 市 町 村 に 関 す る 連 絡 調 整 事 務 」  

で あ り ま す 。 こ れ は 国 と 市 町 村 と の 間 の 連 絡 、 市 町 村 の 組 織 や  

運 営 の 合 理 化 に 関 し て 助 言 、 勧 告 又 は 指 導 を 行 う 事 務 が あ り 、  

ま た 市 町 村 相 互 間 に お け る 事 務 処 理 の 緊 密 な 関 係 を 保 持 さ せ る  

た め の 、 あ つ せ ん 、 調 停 、 裁 定 な ど の 事 務 が あ り ま す 。 こ れ 等  

の 諸 点 は 府 県 が 国 と 市 町 村 と の 中 間 的 な 団 体 と し て の 性 格 を 示  

す も の で あ る と と も に 、 府 県 が 市 町 村 に 対 し て 指 導 的 な 地 位 に  

あ る こ と を 明 ら か に し て い る も の で あ り ま す 。  

府 県 が 分 担 す る 事 務 の 第 四 は 、「 一 般 の 市 町 村 が 、 処 理 す る こ  

と が 不 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 程 度 の 規 模 の 事 務 」 で あ り ま す 。  

高 等 学 校 、 盲 学 校 、 ろ う 学 校 、 博 物 館 、 養 老 施 設 等 の 設 置 お よ  

び 管 理 は 、 そ の 能 率 と 経 済 的 観 点 か ら 府 県 が 処 理 す る こ と に な  

つ て お り ま す 。  

 

 四 、 府 県 制 度 改 革 の 問 題 点  

 次 に 、 わ が 国 の 府 県 制 度 改 革 の 問 題 点 に つ い て 述 べ さ せ て い た  

だ き ま す 。  

新 し い 地 方 自 治 制 度 の 形 式 は 、 終 戦 後 1 7 年 間 の い ろ い ろ な 経  
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過 を た ど つ て 、 ほ ぼ 一 段 落 し た 訳 で あ り ま す 。 わ が 国 の 現 行 地  

方 自 治 制 度 は 、 自 治 と い う 観 点 か ら 見 ま す と 、 他 の 国 々 の 制 度  

と 比 較 し て 遜 色 の な い も の に な つ て い ま す 。  

し か し 、 こ の 制 度 の 実 際 の 運 用 と い う 面 で は 、 決 し て 十 分 に な  

さ れ て き た と は い え な い の で あ り ま す 。 こ れ が た め に 、 府 県 自  

治 に つ い て も 、 将 来 に わ た る い ろ い ろ な 困 難 な 問 題 が 生 じ て い  

ま す 。 た と え ば 、 現 在 の 府 県 の 区 域 は 、 明 治 時 代 か ら 殆 ど 変 つ  

て い ま せ ん の で 、 産 業 、 経 済 、 交 通 、 通 信 の 発 達 し た 今 日 に お  

い て は 、 狭 き に 過 ぎ て 総 合 開 発 、 治 山 治 水 、 幹 線 道 路 な ど 、 い  

わ ゆ る 広 域 的 行 政 を 能 率 的 に 処 理 す る 上 で 妨 げ に な つ て い る こ  

と で あ り ま す 。 ま た 、 近 の 経 済 の 発 展 に 伴 い 、 富 裕 な 府 県 と  

貧 弱 な 府 県 と の 財 政 力 の 格 差 が い よ い よ 顕 著 と な り ま し た 。  

こ の こ と は 、 全 国 的 に 統 一 さ れ た 一 定 水 準 を 保 つ て 行 な わ な け  

れ ば な ら な い 各 種 の 行 政 の 実 施 に 支 障 を き た し て お り ま す 。  

こ の よ う な 府 県 自 治 が 直 面 し て い る 問 題 の 解 決 に つ い て の 二 、  

三 の 意 見 を 申 し 述 べ ま す 。  

先 づ 第 一 は 、 府 県 の 区 域 の 適 正 化 に つ い て で あ り ま す が 、 こ れ  

に つ い て は 府 県 制 度 を 廃 止 し て 新 た に 道 ま た は 州 を 設 け る 案 や  

現 在 の 府 県 制 度 の 下 に 府 県 の 合 併 に よ つ て 行 な う と い う 考 え も  

あ り ま す 。 し か し な が ら 、 た だ 単 に 人 口 、 面 積 な ど の 形 式 的 な  

標 準 に よ つ て 画 一 的 に 整 理 統 合 す る こ と は 意 味 が な く 、 地 勢 、  

人 口 な ど の 自 然 的 諸 条 件 や 産 業 、 経 済 な ど の 社 会 的 経 済 的 諸 条  

件 は も と よ り 、 風 俗 、 習 慣 、 住 民 感 情 な で を 総 合 的 に 検 討 し て 、  

広 域 行 政 単 位 と し て の 府 県 の 機 能 を も 合 理 的 能 率 的 に 、 果 す  
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こ と の で き る よ う な 区 域 を 考 慮 す べ き で あ り 、 そ の 方 法 も 、 関  

係 住 民 の 十 分 な 理 解 の も と に 真 に 住 民 か ら 盛 り 上 が る 熱 意 と 協  

力 と に よ つ て 、 民 主 的 に 、 解 決 す べ き で あ る と 考 え ま す 。  

第 二 は 、 国 と 府 県 と 市 町 村 の 間 の 事 務 再 配 分 の 適 正 化 と そ れ に  

照 応 す る 財 源 の 配 分 を 行 な う べ き だ と い う 意 見 で あ り ま す 。  

国 と 府 県 と 市 町 村 の 間 に は 、 自 ら 機 能 の 区 別 が あ り 、 そ れ に 応  

じ で 事 務 の 配 分 も 行 わ る べ き で あ り ま す が 、 現 状 は 依 然 と し て  

中 央 政 府 の 支 配 を 受 け て い る 面 が 多 い の で あ り ま す 。 こ の こ と  

は 、 府 県 の 事 務 の 8 0 パ ー セ ン ト が 、 国 の 機 関 委 任 事 務 で あ る  

と い う 事 実 か ら み て も 、 よ く う か が い 知 る こ と が で き る の で あ  

り ま し て 、 こ れ は 地 方 公 共 団 体 の 自 主 性 、 自 律 性 の 原 則 に 反 す  

る も の と い わ な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 、 地 方 に は 、 中 央 各 省  

の 出 先 行 政 機 関 も 多 く 、 行 政 が 重 複 し て 且 つ 複 雑 に な つ て い る  

面 も あ り ま す 。 か ゝ る 現 状 か ら 考 え ま し て 、 事 務 の 再 配 分 は 、  

今 後 十 分 考 慮 さ れ る べ き 事 柄 で あ る と 思 い ま す 。  

第 三 は 財 政 面 で あ り ま す 。 府 県 相 互 間 及 び 、 市 町 村 相 互 間 に は 、  

財 政 力 の 差 の 存 す る こ と は 、 避 け が た い こ と で あ り ま す 。 こ れ  

を 調 整 す る こ め に は 、 欠 陥 の 多 い 国 か ら の ひ も つ き の 財 政 援 助  

で あ る 国 庫 補 助 金 制 度 は 、 で き る だ け 整 理 し て 、 一 般 財 源 と し  

て 付 与 し 財 政 力 を 強 化 し て 、 各 団 体 の 自 主 性 、 自 律 性 を 高 め る  

必 要 が あ る と 考 え ま す 。  

1 9 6 0 年 会 計 年 度 （ 昭 和 3 5 年 度 ） の 府 県 の 財 政 状 況 は 、 前  

年 度 に 引 き 続 き 好 転 し て い ま す が 、 歳 入 総 額 に 対 す る 各 収 入 の  

比 率 は 、 税 収 入 3 0 . 9 ％ 地 方 交 付 税 1 6 . 5 ％ 、 国 庫 支 出 金 2 9 . 4 ％  

－ 7 －  



 

そ の 他 2 3 . 2 ％ と な つ て お り 、 依 然 と し て い わ ゆ る 自 主 財 源 で  

あ る 税 収 入 の 比 率 は 小 さ く 、 国 庫 支 出 金 に 依 存 す る 程 度 が 高 い  

と い う の が 、 府 県 の 財 政 の 現 状 で あ り ま す 。 税 収 入 が 歳 入 総 額  

の 4 0 ％ 以 上 を 占 め る 府 県 の 数 は 、 現 在 5 府 県 （ 大 阪 6 6 . 7 ％  

東 京 6 3 . 7％ 、 神 奈 川 5 6 . 9％ 、 兵 庫 4 3 . 0 ％ 、 愛 知 4 0 . 0 ％ ）  

で あ り 、 同 じ く 3 0％ 以 上 4 0％ 未 満 の 府 県 は 、 3 府 県 （ 京 都  

3 6 . 2 ％ 、 静 岡 3 6 . 0％ 、 福 岡 3 4 . 7 ％ ） で あ り ま し て 、 そ の  

他 の 府 県 の 中 に は 、 1 0 ％ に 満 た な い と こ ろ も あ り 、 極 め て 貧  

弱 な 財 政 力 し か 持 つ て な い の で あ り ま す 。 1 9 6 2 年 会 計 年 度  

は 、 今 月 か ら 始 ま つ て お り ま す 。  

本 年 度 の 府 県 の 税 収 入 は 、 前 年 度 に 比 較 し て 、 2 1 ％ の 増 加 が  

見 込 ま れ て い ま す が 、 本 年 度 に お い て は 、 特 に 高 校 生 徒 が 急 激  

に 増 加 す る 問 題 を ひ か え て お り 、 必 ず し も 楽 観 を 許 さ な い も の  

と 考 え て お り ま す 。  

 以 上 で 、 私 は 、 現 行 地 方 制 度 の 基 本 原 則 、 府 県 の 組 織 及 び 機  

能 、 改 革 の 問 題 点 を 大 略 申 し 述 べ た の で あ り ま す が 、 詳 細 は 、  

御 手 元 に 配 布 し ま し た 「 日 本 に お け る 地 方 自 治 の 概 要 」 を 御 覧 い  

た だ け れ ば 幸 せ で ご ざ い ま す 。  

 終 戦 に よ つ て 全 面 的 に 改 正 さ れ た 日 本 国 憲 法 の も と に お い て  

府 県 は 市 町 村 と と も に 、 地 縁 的 な 共 同 体 と し て 、 住 民 の 意 志 に  

そ つ た 行 政 的 機 能 を 果 し て ま い つ た の で あ り ま す 。 今 後 私 達 は 、  

ま す ま す こ の 自 治 の 体 制 を 確 立 強 化 し 、 わ が 国 の 民 主 政 治 の 発  

展 に 尽 力 い た す 所 存 で ご ざ い ま す の で 、 何 と ぞ よ ろ し く ご 教 示  

の 程 お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 私 の 報 告 を 終 ら せ て い た だ き ま す 。  

ご 静 聴 感 謝 い た し ま す 。               以 上 。  

             － 8－               



 
 第 1 表                 府県行政機構の戦前戦後比較表                  （愛知県例） 

  
   （昭和  8 年） 

  
（昭和 37 年） 常任委員会 

議 会      課  課 課員 

 

 事務局 （3） （56）                  
      知事官房（3） 参 事 （5） （214）     

総務、民生、衛生、 
農林農地、土木建築 
商工労働、文教、治安  

議会 

 総務部 （8） （1,497）     出納長   
 民生部 （6） （265）     

 衛生部 （6） （1,415）     

知事   商工部 （4） （433）     副知事  知事 
      内務部（8） 農林部 （8） （1,271）     内水面漁場管理委員会

 農地部 （3） （529） 
 労働部 （4） （270） 

    
    

 土木部 （7） （1,337）     収用委員会 
      学務部（4） 建築部 （3） （181） 

 水道部 （2） （182） 

    
    

（360+25,169） 教育委員会   事務局 （3） 

    教職員 
 警察本部 （8） （7,368）         公安委員会  

 事務局  （  3）         選挙管理委員会  

 事務局  （ 19）         人事委員会  

      警察部（8） 事務局  （ 30）         地方労働委員会  

 事務局  （  5）         海区漁業調整委員会  

 事務局  （ 18）          監査委員  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                     第 2 表   県の行政機関に関する調   （愛知県例）  37.1.1 
 

行政 
種別 総  務 民  生 衛  生 商  工 農  林 農  地 労  働 土  木 教  育 警  察 

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

称 

1.職員研修所 
2.内陸用地対策部

3.東京事務所 
4.スポーツ会館 
5.県立女子大学 
6.県立女子短期大

学 
7.文化会館 
8.県税事務所 
9.県税相談所（8）
10.地方事務所（9）
11.消防訓練所 

1.精神薄弱者更生 
 相談所 
2.身体障害者更生 
 相談所 
3.厚 生 寮 
4.新 生 寮 
5.明 和 寮 
6.身体障害者更生 
 指導所 
7.愛 知 学 園 
8.児童相談所 
9.婦人相談所 
10.しらゆり母子

寮 
11.社会保険出張

所 
  （10） 
12.社会保険出張

所 
  （国民年金 3） 

1.保健所（23） 
2.衛生研究所 
3.病 院（3） 
4.額田医療所 
5.保健婦学院 
6.准看護婦学院（2）
7.高等看護学校 
8.精神衛生相談所 
 （2） 
9.中央健康相談所 

1.商 工 館 
2.商工経済研究

所 
3.企業合理化指

導 
 所 
4.工業指導所 
5.食品工業誡験

所 
6.陶磁器試験場 
7.計量検定所 
8.繊維試験場（2）

1.物産販売あつせん所 
 （3） 
2.病害虫防除所（15） 
3.農業試験場 
4.農業講習所 
5.園芸試験場 
6.追進農場 
7.農業改良事務所 
 （14） 
8.農民文化館 
9.営農指導館 
10.種 畜 場 
11.内畜試験場 
12.種 鷄 場 
13.養鷄試験場 
14.三河高原牧場 
15.山岳種畜育成場 
16.家畜保健衛生所 
17.水産試験場 
18.蚕業試験場 
19.蚕業講習所 
20.蚕業指導所（12） 
21.まゆ検定所 
22.林業試験場 
23.森林公団事務所 
24.県有林事務所（3） 
25.森林治水事務所 
 （3） 

1.開拓指導所 
2. 農地開発事

務所 
（8） 

1.労政事務所（8）
2.労働会館 
3.勤労会館（6）
4.公共職業安定

所 
 （16） 
5.労働者簡易宿

泊 
 所（3） 
6.勤労青少年ホ

ーム 
7.職業訓練所（7）
8.内職公共職業

補導所 
9.愛知共同作業

所 

1.土木出張所（9）
2.衣浦港務所 
3.工業事務所（5）
4.幡豆石材採取

事務所 
5.都市公園管理

所 
6.一宮復興建設

事務所 
7.浄 水 場（4）

1.教育事務所（9） 
2.教育文化研究所 
3.県立教員保養所 
4.青年の家 
5. 県 立 高 等 学 校

（68） 
6.県立盲学校（3） 
7.県立聾学校（4） 
8.県立養護学校 
（1） 

1.警察所

（39） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 第 3 表     地方公務員数の変遷 

区 分 昭和 8 年 昭和 11 年 昭和 22 年 昭和 25 年 昭和 27 年 昭和 28 年 昭和 30 年 昭和 33 年  

一般職員 320,586 343,106 590,521 630,502 635,957 634,322 699,535 844,595  

都道府県 
（32,868）

61,504
（35,580） 

71,005 
251,140 249,563 264,617 265,104 279,612 333,019  

市町村 259,082 272,101 339,381 353,939 371,340 369,218 419,923 316,713  

警察職員 71,783 74,723 98,845 104,664 91,120 88,743 139,737 121,427  

警察官 65,462 68,402 － 93,578 － － 120,982 121,427  

事務職員 6,321 6,321 － 11,086 － － 18,755（一般職員に含む）  

消防職員 3,702 3,915 21,683 26,183 31,091 31,970 30,081 32,603  

学校職員 348,667 423,255 626,302 685,209 648,040 655,963 703,451 659,570  

合 計 744,738 844,999 1,337,351 1,419,558 1,406,218 1,410,998 1,572,804 1,658,195  

備考（1） 「都道府県」の欄中弧内の数は、都道府県に勤務する国家公務員を示す。 

（2） 昭和 30 年度の「学校職員」中には、事務職員を含み、その他の年度にあつては、事務職員を除くものを示す。 



 



   第 4 表     直接請求に関する調 

区     分 自昭 22．5．3 
至昭 25．5．14 

自昭 25．5．15 
至昭 26．1．1 

自昭 26． 1． 2 
至昭 26．12．31 

自昭 27． 1． 1 
至昭 31．5．31 

自昭 31． 6． 1 
至昭 35．5．31 

成 立 要 件 
（ 有 権 者 ） 

1．条例の制定改廃 
 の直接請求 
  都 道 府 県 

 

  市  町  村 

 
 
16 件（請求書の受理されたもの 
    9 件却下その他 7 件） 
30 件（請求書の受理されたもの 

 
 
な     し 
4 件（請求書の受理されたもの
 

 
 
1 件（請求書の受理されたもの 
   1 件） 

 
 
2 件（請求書の受理されたもの
1 件その他 1 件） 
25 件（請求書の受理されたも

 
 
1 件（請求書の受理されたもの 
   1 件） 
25 件（請求書の受理されたも 1 件（取下 1 件） 

   19 件却下その他 11 件） 4 件） の 16 件却下その他 9 件）    の 43 件その他 16 件） 

50
1  

2．監査の直接請求 
  都 道 府 県 
 
  市  町  村 

 
2 件（請求書の受理されたもの 
   2 件） 
45 件（請求書の受理されたもの 
   29 件却下その他 16 件） 

 
な      し 
 
12 件（請求書の受理されたも
   の 8 件却下その他 4 件）

 
1 件（その他 1 件） 
 
12 件（請求書の受理されたも 
  の 10 件却下その他 2 件） 

 
な      し 
 
84 件（請求書の受理されたも
  の 64 件却下その他 20 件）

 
1 件（その他 1 件） 
 
59 件（請求書の受理されたも 
の 54 件却下その他 5 件） 

50
1  

3．議会の解散の直 
 接請求 
  都 道 府 県 
  市  町  村 

 
 
な     し 
156 件（投票を行なつたもの 66 
    件（うち解散に決した 
    もの 46 件）総辞職 25 

 
 
な     し 
34 件（投票を行なつたもの 12
   件（うち解散に決した 
   もの 4 件）総辞職 3 件 

 
 
な     し 
72 件（投票を行なつたもの 21
   件（うち解散に決した 
   もの 14 件）総辞職 14 

  
 
な    し 
13 件（投票を行なつたもの 2 
   件（うち解散に決した 
   もの 1 件）総辞職 5 件 

 
な    し 
36 件（投票を行なつたもの 13
   件（うち解散に決した
   もの 9 件）総辞職 4 件 

  市  町  村 

件その他 65 件）    その他 19 件）    件その他 37 件）    その他 6 件）    その他 19 件） 

3
1  

解散投票
2
1 の同意が

あつたとき失職 

4．議員の解職の直 
 接請求 
  都 道 府 県 
  市  町  村 

 
 
な     し 
37 件（投票を行なつたもの 18 
153 人件（うち解職に決した 
   もの 14 件（24 人） 
   総辞職 3 件（5 人）そ 
   の他 16 件） 

 
 
な    し 
6 件（辞職 1 件（5 人）その 
16 人 他 5 件） 

 
 
な    し 
3 件（投票を行なつたもの 1 
19 人 件（うち解職に決した 
   もの 1 件（3 人）その 
   他 2 件） 

 
 
 
1 件（その他 1 件）7 人 
30 件（投票を行なつたもの 1 
98 人 件（うち解職に決した
    もの 3 件（8 人）辞職
    7 件（27 人）その他 
    20 件） 

 
 
な    し 
60 件（投票を行なつたもの 20
   件（うち解職に決した
   もの 15 件（39 人） 
   辞職 17 件（54 人） 
   その他 23 件） 

所 属 選 挙 区 

3
1  

解職役票
2
1 の同意が

あつたとき失職 

5．長の解職の直接 
 請求 
  都 道 府 県 
  市  町  村 

 
 
な      し 
173 件（投票を行なつたもの 75 
    件（うち解職に決した 
    もの 41 件）辞職 27 
    件その他 71 件） 

 
 
な     し 
36 件（投票を行なつたもの 8 
   件（うち解職に決した 
   もの 3 件）辞職 7 件そ 
   の他 21 件） 

 
 
な    し 
20 件（投票を行なつたもの 6 
    件（うち解職に決した 
    もの 5 件）辞職 2 件そ 
    の他 12 件） 

 
 
な     し 
118 件（投票を行なつたもの 
   21 件（うち解職に決 
   したもの 14 件）辞職 
   28 件（その他 69 件） 

 
 
2 件（その他 2 件） 
57 件（投票を行なつたもの 17
   件（うち解職に決した
   もの 7 件）辞職 18 件
   その他 22 件） 

3
1  

解散投票
2
1 の同意が

あつたとき失職 

6．主要職員の解職 
 の直接請求 
  都 道 府 県 
  市  町  村 

 
 
な      し 
4 件（助役 1．収入役 1．公安委員
   1．不明1（うち成立1件） 

 
 
な     し 
な     し 

 
 
な     し 
な      し 

 
 

 
 
2 件（その他 2 件） 
な     し 

3
1  

議会（
3
2 ）以上の出席

で
4
3 以上の同意があ

つたとき失職 

な     し 
5 件（助役 2．教育委員 3） 
  （成立なし） 

 
合     計 463 件 92 件 51 件 337 件 277 件 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第 5 表 有 権 者 の 増 加 状 況 
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  第 6 表 全 国 都 道 府 県 議 会 議 員 所 属 党 派 別 一 覧 表 

都道府県名 自 由 
民主党 

日 本 
社会党 

民 主
社会党

日 本 
共産党 無所属 諸      会      派 現 員 定 員

北海道 52 39 1  協同党 5 97 99
青 森 39 6 1  無所属クラブ 3 49 51
岩 手 32   革新クラブ 7、無所属クラブ 10、自民同志会 3 52 52
秋 田 34 10 5  清風クラブ 1 50 50

宮 城    自民党議員団 30、社会党議員団 7、民社党議員団 4 
明政会 8、一新会 4 53 56

山 形 37 9  公正クラブ 2 48 51

東 
 

北 

福 島 37 6 11  無所属クラブ 5 59 61

東 京 48 
自民党 19 31 10 2 3 113 120

神奈川 43 14 7  県政会 7 71 73
千 葉 51 4 6   61 63
茨 城 48 6 1  中政会 7 58 61
栃 木 41 6 3  革新クラブ 2 52 53
埼 玉 53 10 1   64 64
群 馬 65 7   52 54
山 梨 34 6  新政会 1 41 42
長 野 24 19 3  県民主クラブ 13 59 60

関 
 
 
 

東 

新 潟 41 16  県政会 5、県政自治会 4 66 67
愛 知 58 16 10   84 85
三 重 36   県政同志会 10、社会クラブ 6 52 52
静 岡 50 12 1   63 69
岐 阜 34 7  1 新政クラブ 44 45
富 山 37 7 1 1  46 46
石 川 36  1 革新クラブ 7 44 45

東 

海
、 

北 

陸 福 井 33 5 1  清交クラブ 2 41 41

京 都    自民クラブ 20 社会党議員団 14 共産党議員団4 無所属クラブ 6
新自民クラブ 5 自由同志会 4 民主社会党議員団 4 57 59

大 阪 18 
自民党 25 13 18 2 1 公正会 9 86 86

兵 庫    2 公正会 58 社会党議員団 15 民主社会党議員団 7 82 83
奈 良 31 3 3  4  41 41

和歌山    自民クラブ 30 社会党県課員団 6 清新クラブ 6 
革新クラブ 3 45 46

近 
 
 

畿 

滋 賀 30 7 3  興農政治連盟 2 42 43

広 島 46  1  1 県民同志会 7、社会党県会議員団 4 
社会主義革新運動 1、革新無所属 1 61 62

岡 山 40 10 4   54 55
鳥 取    県会自由民主党 29、社会党県会議員団 11 40 40
島 根 31   社会グラブ 7、中正クラブ 5 43 44

中 
 

国 
山 口 20 6  県政クラブ 23、民主社会クラブ 3、新政クラブ 1 53 54
香 川 33   1 社会党議員団 10 44 44
徳 島 25   県政会 9、県民クラブ 2 41 43
高 知 30 4 4  革新クラブ 2、県政クラブ 7 42 43

四 

国 

愛 媛 28 4 4  自民党同志会 14、中正クラブ 3 53 53
福 岡 29 25 9  農政連盟 6、新政会 6、中政会 5、公正会 4 84 86
大 分 39 3 3  新政会 3 48 49
佐 賀 25 10 1  1 県農民政治連盟 7 44 45
長 崎 29 4 3  無所属クラブ 10、新政クラブ 5、県友会 2 53 56
宮 崎 32 4  民主クラブ 5 41 47

熊 本 
第一 21 
第二 8 
第三 18 

8 
 

県政同志会 3 58 58

九 
 
 

州 

鹿児島   1  自由民主党県議員団 37、自由民主党県議会同志会 12 
社会党県議員団 4、無所属クラブ 3 57 60

合  計 1,520 337 115 6 15 595 2,588 2,65
7



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



B  府 県 及 び 州 行 政 の 機 構 及 び 運 営 に 関 す る 意 見  

（ 1 ）  金 子 香 川 県 知 事  

   第 一 回 日 米 知 事 会 議 に お い て 、 香 川 県 知 事 の 私 が 御 質 問  

  す る 機 会 を 与 え ら れ た こ と は 、 誠 に 光 栄 に 存 ず る も の で あ  

  り ま す 。  

   只 今 米 国 側 並 び に 日 本 の 知 事 か ら 、 都 道 府 県 及 び 州 の 行  

  政 機 構 の 運 営 に つ い て 、 要 領 よ く 報 告 が あ り ま し た が 、 今  

  更 な が ら 都 道 府 県 に 於 け る 自 治 と ア メ リ カ 各 州 に 於 け る 自  

  治 の 生 立 ち が お お い に 異 な り 、 そ の 機 構 と 行 政 運 営 に 関 し 、  

  相 違 の あ る こ と を 深 く 認 識 し た 次 第 で あ り ま す 。 そ こ で わ  

  が 国 に 於 け る 府 県 の 機 構 と 行 政 運 営 に つ い て 参 考 に 致 し た  

  い の で 、 米 国 知 事 各 位 に 対 し お 伺 い し た い と 存 じ ま す 。  

   貴 国 に お い て は 、 広 域 行 政 に つ い て 如 何 な る 事 務 処 理 態  

  勢 を と つ て お ら れ る か 、 特 に 共 同 処 理 を 如 何 に し て お ら れ  

  る の か 、 そ の 現 況 と こ れ に 関 す る 御 所 見 を 承 り た い 。  

   御 所 見 を 承 る に 先 だ ち 日 本 に お け る 府 県 の 広 域 行 政 の 状  

  況 を 簡 単 に 申 し 上 げ る と 、 日 本 に お い て は 、 終 戦 后 総 合 開  

  発 治 山 、 治 水 の 見 地 か ら 、 或 い は 幹 線 道 路 の 建 設 、 新 産 業  

  都 市 の 建 設 等 の 立 場 か ら 、 広 域 行 政 が 問 題 と な り 、 特 に 国  

  の 所 得 倍 増 計 画 に 即 応 す る 一 連 の 施 策 に 影 響 せ ら れ て 、 特  

  別 大 き く ク ロ ー ズ ア ツ ブ せ ら れ て 参 り ま し た 。 各 府 県 に お  

  い て も 、 現 実 に こ の 広 域 行 政 に つ い て 意 を 用 い て 来 て い る  

  の で あ り ま す が 、 こ れ 等 の 広 域 行 政 に つ い て は 、 府 県 単 独  

  の 意 志 を も つ て し て は 実 際 に お い て 多 く の 効 果 を あ げ 得 な  
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  い 問 題 で あ り ま す の で 、 関 係 の あ る 周 辺 の 府 県 及 び そ の 地  

  域 を 所 轄 し て い る 国 の 出 先 機 関 と が 、 常 に 密 接 に 連 絡 し て  

  広 域 行 政 と し て 効 果 を あ げ る よ う 常 に 努 力 を 払 つ て お り ま  

  す 。  

   従 来 こ の 広 域 に 亘 る 行 政 に つ い て は 、 府 県 に お い て 、 公  

  社 の 設 立 又 は 自 主 的 な 連 絡 会 議 の 設 置 、 そ の 他 の 方 法 に よ  

  つ て 処 理 し て ま い つ て い ま す が 、 近 に お け る 状 勢 か ら し  

  て 、 国 に お い て は 国 土 全 体 の 均 衡 の と れ た 発 展 を 期 す る 立  

  場 か ら 、 国 が 直 接 に 公 団 を 設 け 、 又 法 律 に よ つ て ブ ロ ツ ク  

  単 位 の 推 進 会 議 を 設 置 し て 広 域 に 亘 る 行 政 を 行 わ ん と す る  

  傾 向 が 出 て ま い つ て お り ま す 。  

   地 方 自 治 と 国 政 に よ る 中 央 統 制 と が 、 制 度 的 に ま た 行 政  

  運 営 上 に お い て 調 和 し 、 地 方 自 治 が 尊 重 さ れ な が ら 、 国 家  

  的 総 合 施 策 が 適 正 円 滑 に 推 進 さ れ る こ と は 、 私 ど も 都 道 府  

  県 に 於 て 念 願 し て い る 次 第 で あ り ま す 。  

   広 域 行 政 に つ い て 中 央 集 権 的 傾 向 が 濃 厚 に な つ て ま い り  

  ま す と 、 憲 法 に お い て 保 障 さ れ て い る 地 方 自 治 の 本 旨 か ら  

  考 え て 、 い ろ い ろ 問 題 が 起 つ て く る お そ れ が あ る と 思 う の  

  で あ り ま す 。  

   広 域 行 政 に つ い て 、 日 本 の 現 況 は 簡 単 な が ら 以 上 の 如 き  

  も の で あ り ま す が 、 貴 国 に お い て は 、 広 域 行 政 に つ い て 如  

  何 な る 処 理 態 勢 を と つ て お ら れ る か お 伺 い し た い と 存 じ ま  

  す 。  
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（ 2 ）  ペ ン シ ル ヴ エ ニ ア 州 知 事  ロ ー レ ン ス 氏  

    （ 香 川 県 知 事 に 対 す る 意 見 ）  

    私 は 大 き な 問 題 を 含 む デ ラ ウ エ ア 河 川 流 域 問 題 に つ い て 、  

   関 係 四 州 と 連 邦 政 府 が い か に 処 理 し て い る か に つ い て 説 明  

   い た し ま す 。 デ ラ ウ エ ア 河 川 流 域 問 題 は 、 こ れ ら の 地 域 が  

   洪 水 で 影 響 を う け る た め 、 将 来 何 年 間 も 先 を 見 越 し て 水 を  

   管 理 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 で あ り ま す 。 わ れ わ れ  

   は 、 い わ ゆ る デ ラ ウ エ ア 河 川 流 域 協 定 を つ く り ま し た 。  

    こ の 協 定 は 合 衆 国 の 国 会 を 通 過 し 大 統 領 が 署 名 し た 法 律  

   で 、 四 州 で も 次 の 上 下 両 院 議 会 を 実 際 に 通 過 し 、 各 州 政 府  

   が 署 名 し た も の で 、 か く し て 法 律 と し て 採 択 さ れ た も の で  

   あ り ま す 。  

    各 州 と 連 邦 政 府 は こ の 協 定 に 投 票 権 を も つ て い ま す 。 各  

   州 は 知 事 が こ れ を 代 表 し 、 連 邦 政 府 は 内 務 長 官 が 代 表 し ま  

   す 。 協 定 で は 知 事 と 内 務 長 官 は そ れ ぞ れ 部 下 に 自 分 ら を 代  

   行 せ し め 得 る 代 理 権 を も つ て い る の で あ り ま す 。 わ れ わ れ  

   は 目 下 本 件 を 評 価 中 で あ り ま す が 、 こ れ は 非 常 に 満 足 す べ  

   き も の で あ る こ と が 判 り ま し た 。 す な わ ち こ れ に よ つ て わ  

   れ わ れ は 州 の 利 益 の み な ら ず 同 時 に ま た 連 邦 政 府 の 利 益 を  

   も 守 る こ と が で き る も の で あ り ま す 。 協 定 に 関 す る 費 用 は  

   連 邦 政 府 と 州 政 府 の 間 で 分 担 さ れ ま す 。 私 は こ れ ら の 問 題  

   の 多 く が こ の よ う な 方 法 で 解 決 で き る も の と 思 い ま す 。  
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（ 3）  デ ラ ウ エ ア 州 知 事  カ ー ヴ エ ル 氏  

    （ 香 川 県 知 事 に 対 す る 意 見 ）  

    議 長 閣 下 な ら び に 日 本 全 国 知 事 諸 君 、 私 は 全 米 で 小 の  

   州 の も つ と も 大 男 の 知 事 で ご ざ い ま す 。 こ れ は ま あ 一 種 の  

   償 い と で も 申 し ま す で し よ う か 。 さ て 私 は 合 衆 国 内 の 失 業  

   関 係 の 処 理 に つ い て 一 言 御 話 し い た し た く 存 じ ま す 。 1 9 3 1  

   年 ま た は 1 9 3 2 年 に は 全 国 的 な 失 業 が あ り ま し た 。 当 時  

   1、 2 の 州 は 住 民 が 離 職 し た 場 合 の 保 険 法 を 設 定 し て お り 、  

   （ 保 険 料 ） 金 を 徴 収 で き ま し た が 、 こ れ は 4 8 州 中 わ づ か  

   に 1、 2 州 だ け で 行 わ れ た こ と で あ り ま し た 。 ル ー ズ ベ ル  

   ト 大 統 領 が 、 大 統 領 に 就 任 し た と き 、 法 律 が 通 過 し 、 か く  

   て 連 邦 政 府 の 統 制 下 に 4 8 州 の 全 域 に わ た つ て 失 業 補 償 金  

   あ る い は 失 業 保 険 金 を 受 け ら れ る よ う に な り ま し た 。 4 8  

   州 は そ れ ぞ れ 州 政 府 か ら 任 命 さ れ た 委 員 会 を 置 き 、 州 自 体  

   で こ れ ら の 法 律 を 執 行 し ま し た 。  

   政 府 は 経 営 者 よ り あ る 割 合 で 金 額 を 徴 収 し 、 失 業 を 生 じ た  

   場 合 雇 人 は 州 政 府 か ら 失 業 保 険 金 を 受 取 る こ と が で き ま す 。  

   今 で は 連 邦 政 府 も ま た 保 険 料 の 一 小 部 分 を 受 け 取 る が こ れ  

   は 4 8 州 あ る い は 5 0 州 に お い て も 現 在 あ る 程 度 、 こ れ に  

   見 習 つ て い る の で あ り ま す 。  

   換 言 す れ ば 、 連 邦 政 府 は 、 失 業 保 険 の 実 施 に 関 し あ る 統 一  

   規 則 を 作 つ た の で あ り ま す 。 所 で こ れ は 異 例 の 不 景 気 の 進  

   展 を 押 え た と 考 へ ら れ る の で 、 我 が 国 に 対 し 非 常 に よ い こ  

   と を し た こ と に な る の で あ り ま す 。 私 が 敢 て 強 調 い た し た  
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   い こ と は 、 州 自 身 が 法 律 を 執 行 し 、 地 方 の 基 準 に 従 つ て 失  

   業 者 に 対 し て 保 険 料 を 支 払 つ て い る こ と で あ り ま す 。  

   し か し な が ら 連 邦 政 府 は 一 定 の 基 本 的 な 法 律 を 作 り 、 各 州  

   が 失 業 者 に 対 し 、 均 等 に 扶 助 を 与 え る よ う に し て お り ま す 。  

   そ し て 住 民 が こ れ ら の 低 資 金 を 受 け 取 つ て い る と き で も 、  

   こ の 法 律 は 失 業 者 が あ る 程 度 低 の 購 買 を 続 け 得 る こ と を  

   保 証 す る の で あ る こ と は 勿 論 で あ り ま す 。  

   こ れ が 非 常 に 悪 性 の 不 景 気 を 排 除 す る 一 助 と な つ て い ま す 。  

   故 に こ れ は 地 方 の 州 政 府 が 連 邦 政 府 と の 緊 密 な 協 力 で 、 わ  

   が 国 の 経 済 に も つ と も 有 用 な 社 会 的 改 革 を 創 始 し た も の で 、  

   ま さ し く わ れ わ れ の 行 つ た も つ と も 適 正 な 施 策 の 一 例 で あ  

   り ま す 。  
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（ 4）  寺 園 鹿 児 島 知 事  

    御 質 問 の 機 会 を 与 え ら れ ま し て 、 誠 に 光 栄 に 存 ず る も の  

   で あ り ま す 。  

    近 、 行 政 が 高 度 化 さ れ 、 或 い は 専 門 化 さ れ て ま い り 、  

   そ れ に 従 い ま し て 、 行 政 機 構 も 次 第 に 大 き く な り つ つ あ り  

   ま す 。 こ れ が 総 合 調 整 な り 、 或 い は 機 構 の 簡 素 化 と い う 問  

   題 に つ い て お 伺 い い た し た い が 、 先 程 ア メ リ カ 州 知 事 の 代  

   表 の 報 告 ま た 日 本 側 知 事 の 報 告 を 聞 い て も 分 り ま す よ う に 、  

   ア メ リ カ の 州 の 生 立 ち そ の 他 と 日 本 の 府 県 と は 大 分 違 う の  

   で あ り ま す 。 従 つ て 、 そ の ま ま 当 は ま ら な い か も 知 れ ま せ  

   ん が 、 行 政 機 構 が 非 常 に 大 き く な り 、 復 雑 に な つ て 、 そ れ  

   を 如 何 に 調 整 簡 素 化 す る か と い う 問 題 に つ い て 、 状 況 を お  

   伺 い い た し ま す 。  

    わ が 国 に お い て は 、 先 程 御 報 告 の あ り ま し た 通 り 、 1 9 4 7  

   年 に 新 し い 地 方 自 治 制 度 が 制 定 さ れ て 以 来 、 従 来 の 旧 府 県  

   行 政 と は 全 く 面 目 を 一 新 し た の で あ り ま す 。  

    わ れ わ れ 府 県 知 事 も 公 選 制 度 に よ つ て さ れ る こ と に な り 、  

   或 い は 出 納 長 と い う 制 度 が 独 立 し 、 ま た い ろ い ろ を 行 政 機  

   関 が 出 来 て ま い り 、 ほ ん と う に 府 県 行 政 と い う も の が 、 旧  

   制 度 に く ら べ ま し て 全 く 変 つ て ま い つ た の で あ り ま す 。  

    一 面 に お い て は 、 民 主 行 政 の 基 本 に 従 い 、 地 方 行 政 に 関  

   す る 関 係 の 法 令 も 年 年 増 加 し て ま い り 、 そ の 数 も 非 常 に 増  

   加 し て い ま す 。 ま た 新 し い 法 令 に 基 い て 、 新 し い 地 方 行 政  

   の 確 立 と い う 問 題 も お こ つ て 参 り 、 法 令 の 数 も 旧 制 度 時 代  
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   に く ら べ ま す と 、 お そ ら く 2 倍 乃 至 3 倍 に 達 し て い る こ と  

   が 相 像 さ れ ま す 。  

    地 方 公 務 員 の 数 に つ き ま し て は 、 1 9 3 6 年 に は 8 4 万  

   4 千 人 で あ り ま し た が 、 1 9 5 8 年 に は 1 6 5 万 8 千 人 と  

   な り 、 約 2 倍 の 数 字 に 達 し て お り ま す 。  

    こ の こ と は 、 行 政 が 高 度 化 或 い は 専 門 化 さ れ ま す と 、 当  

   然 の こ と だ と 一 応 思 わ れ る の で あ り ま す が 、 他 面 こ の よ う  

   な 状 況 に な り ま す と 、 行 政 が 非 常 に 複 雑 な り 、 ま た 機 構 が  

   煩 瑣 に な つ て ま い る の で あ り ま す 。 こ れ は 単 に 府 県 行 政 だ  

   け で は な く 、 日 本 に お き ま し て は 、 中 央 政 府 に お い て も 同  

   様 の 状 況 で あ り ま す 。 そ し て 中 央 政 府 は 、 地 方 に 出 先 機 関  

   を つ く り ま す 。 こ の こ と が 、 ま た 地 方 行 政 の 複 雑 さ を 増 し  

   て く る も の で あ り 、 或 い は 合 理 的 な 行 政 運 営 に 支 障 を き た  

   す お そ れ さ え 出 て 来 て い る の で あ り ま す 。  

    か よ う な 状 況 で あ り ま す た め 、 現 在 、 行 政 の 総 合 調 整 或  

   い は 機 構 の 簡 素 化 と い う 問 題 が 各 方 面 に 強 く 要 請 さ れ て い  

   ま す 。  

    現 在 政 府 に お い て は 、 臨 時 行 政 調 査 会 を 設 置 し 、 機 構 の  

   簡 素 化 、 行 政 の 調 整 と い う も の を 行 な お と し て い ま す 。 し  

   か し な が ら 、 過 去 の 事 例 か ら 考 え 、 非 常 に 困 難 な こ と で あ  

   る と 考 え ら れ ま す 。  

    昌 頭 に も 述 べ ま し た 通 り 、 ア メ リ カ の 州 の 生 立 ち そ の 他  

   と 日 本 の 府 県 と は 異 な る と こ ろ が あ り ま す が 、 や は り 地 方  

   行 政 と い う 共 通 の 面 か ら い た し 、 か よ う な 行 政 の 複 雑 化 の  
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   問 題 或 い は 総 合 調 整 の 問 題 に つ い て 、 事 例 が あ れ ば お 教 え  

   願 い ま す 。  

 

 

 

（ 5）  フ ロ リ ダ 州 知 事 ブ ラ イ ア ン ト 氏  

    （ 鹿 児 島 県 知 事 に 対 す る 意 見 ）  

    議 長 閣 下 、 私 は フ ロ リ ダ 州 の ブ ラ イ ア ン ト 知 事 で あ り ま  

   す 。 連 邦 政 府 が そ の 活 動 と 影 響 を 、 州 政 府 の 全 域 に 拡 大 す  

   る 傾 向 に 対 処 す る 問 題 は 、 わ れ わ れ と 同 様 貴 国 に お い て も  

   共 通 の 問 題 と 考 え ら れ ま す 。 す べ て の 政 治 機 構 に お き ま し  

   て 統 制 に は 、 他 の 多 く の 機 構 に 於 て も 同 様 と 思 わ れ ま す が 、  

   殆 ど 例 外 な し に 財 布 の 紐 が つ い て お り ま す 。  

    連 邦 政 府 は 所 得 税 機 構 を 利 用 し 、 地 方 政 府 が 控 え 目 の 諸  

   税 （ 収 入 ） し か も つ て い な い に 拘 ら ず 、 ほ と ん ど 地 方 政 府  

   を 追 い 出 さ ん ば か り で あ り ま す 。 所 得 税 は 連 邦 政 府 に と つ  

   て は そ の 歳 入 の 大 き な 部 分 を 占 め る も の で あ り ま す 。 連 邦  

   政 府 は 各 種 の 職 務 の 中 か ら 各 州 へ 与 へ る 補 助 金 は 何 か を 決  

   定 し ま す 。 そ こ で 各 州 は 、 こ れ を 私 は 次 の 様 に 説 明 し ま す  

   が 、 も し 州 政 府 が 主 要 道 路 の 建 設 を 望 む な ら 、 連 邦 政 府 は 、  

   わ れ わ れ の 規 定 し た 基 準 に 基 づ き 、 わ れ わ れ が 計 画 し た 所  

   に し た が つ て 建 設 し ま し よ う 。 わ れ わ れ は 貴 下 の 所 要 資 金  

   と わ れ わ れ の と を 釣 合 わ せ ま し よ う と い う の で あ り ま す 。  

   こ れ は 誠 に 毒 も 害 も な い 統 制 方 式 で あ る が 、 結 果 的 に は 連  

   邦 政 府 が 州 政 府 に 対 し 、 特 定 の 地 域 に お い て 何 を な す べ き  
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   か を 明 示 す る こ と と な り ま す 。 つ い で 連 邦 政 府 は 他 の 範 囲  

   に 干 渉 の 手 を 出 し ま す 。 福 祉 、 失 業 補 償 、 医 療 に 、 そ し て  

   そ の 財 政 負 担 を 与 え た 場 合 に は い づ れ も 、 そ の 使 途 の 末 端  

   に 至 る ま で や か ま し く 統 制 を 加 え よ う と し ま す 。 こ の 7 月  

   に ベ ン シ ル バ ニ ヤ に 於 て ロ ー レ ン ス 知 事 主 催 の 下 に 行 な わ  

   れ る 会 議 の 際 に 提 議 さ れ る 筈 で あ り ま す が 、 わ れ わ れ は 連  

   邦 政 府 に 対 し 、 連 邦 政 府 が 州 内 か ら 徴 収 し た 個 人 所 得 税 の  

   5％ を 、 州 に 割 戻 す 要 求 を 提 出 す る こ と を 提 議 す る 予 定 で  

   あ り ま す 。 も し 連 邦 政 府 が 特 定 の 州 か ら 徴 収 し た 所 得 税 額 の  

   5％ を 返 却 し て 呉 れ る な ら 、 わ れ わ れ は こ の 金 を ほ と ん ど  

   全 部 教 育 目 的 に 使 用 す る こ と に 喜 ろ こ ん で 同 意 す る で あ り  

   ま し よ う 。 わ が 国 民 の 教 育 施 設 を 増 加 す る 問 題 は 、 差 し 迫  

   つ た 現 実 の 問 題 で あ る こ と は 、 あ る い は よ く 御 存 じ の こ と  

   で あ り ま し よ う 。 わ れ わ れ は 連 邦 政 府 に 対 し 、 わ れ わ れ の  

   気 の 進 ま な い 学 校 の 経 営 を ど う し て 行 な う か を 説 明 し て 貰  

   お う か 、 又 は 教 育 用 と し て の み 使 用 す る 金 を 、 こ の 方 法 方  

   で 連 邦 政 府 か ら 返 済 し て 貰 は な け れ ば な ら な い 。 そ う す れ  

   ば 連 邦 政 府 の 資 源 を 利 用 し な が ら 、 同 時 に 教 育 機 能 の 管 理  

   を 続 け る こ と が で き る 訳 で あ り ま す 。 州 と し て こ の 種 の 方  

   法 に よ る 外 連 邦 の 押 付 け を 防 ぐ 現 実 的 方 法 が な い の で あ り  

   ま す 。 こ の よ う な 手 段 が 全 国 的 規 模 に お い て 考 え ら れ て き  

   た こ と は 始 め て の こ と で あ り ま す 。 私 は こ の 一 年 か 二 年 の  

   後 、 諸 君 と の 知 事 会 議 が 行 な わ れ 、 そ の 際 こ の 提 案 が 成 功  

   で あ つ た こ と を 、 報 告 で き る こ と を 望 み 、 又 こ れ は 諸 君 に  
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   と つ て も 有 益 で あ る こ と を 望 む も の で あ り ま す 。  

 

 

（ 6）  コ ロ ラ ド 州 知 事 マ ク ニ コ ル ズ 氏  

    （ 鹿 児 島 県 知 事 の 質 問 に 関 連 す る 意 見 ）  

    私 は フ ロ リ ダ 州 知 事 プ ラ イ ア ン ト 氏 の 論 じ た 題 目 に つ い  

   て 少 し 発 言 し た い と 思 い ま す 。 民 主 主 義 に お い て は 、 歴 史  

   的 に わ れ わ れ は あ ら ゆ る 政 治 力 が 国 民 に あ る も の と 理 解 し  

   て い ま す 。 そ し て 国 民 は 順 次 に 州 政 府 に 対 し 、 一 定 の 権 限  

   を 付 与 す る も の と 考 え て い ま す 。 そ し て 州 だ け で 解 決 し 得  

   な い 多 く の 問 題 が あ る の で 連 邦 政 府 に 対 し 必 要 な る 一 定 の  

   権 限 を 付 与 す る の は 国 民 で あ り ま す 。 私 は ロ ー レ ン ス 知 事  

   が 話 さ れ た 種 類 の 計 画 す な わ ち デ ラ ウ エ ア 河 計 画 に つ い て 、  

   特 に 言 及 い た し ま す 。 合 衆 国 で は 、 多 数 の 大 河 流 域 、 多 数  

   の 州 に 跨 る 巨 大 な 流 域 が あ り ま す 。  

    私 は コ ロ ラ ド 河 流 域 に 住 ん で い ま す が 、 そ こ に は 7 州 が  

   含 ま れ て い る の で あ り ま す 。 北 部 地 帯 に は 大 ミ ズ リ ー 河 流  

   域 と コ ロ ン ビ ヤ 河 流 域 が あ り 、 南 部 に は テ ネ シ ー 溪 谷 、 そ  

   の 他 多 数 の 小 流 域 が あ り ま す 。 こ れ ら の 流 域 は 、 そ の 管 理  

   や 天 然 資 源 の 賢 明 な 利 用 に つ い て 、 大 き な 問 題 を も つ て い  

   ま す 。 例 え ば コ ロ ラ ド 河 流 域 に は 、 デ ラ ウ エ ア 河 協 約 の よ  

   う な 協 約 が あ り ま す 。 こ の 協 約 は 7 州 に よ り 1 9 2 2 年 に  

   採 択 せ ら れ 、 わ れ わ れ は 協 定 や 条 約 に 基 づ い て わ れ わ れ の  

   間 で あ る 取 り 決 め を 行 な い 、 こ れ に よ り 河 の 流 域 は 運 営 せ  
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   ら れ 、 わ れ わ れ は 河 の 天 然 資 源 、 水 、 鉱 物 お よ び 農 業 の 開  

   発 、 そ の 他 流 域 内 の 多 数 の 物 を す べ て 開 発 、 生 産 す る こ と  

   が 出 来 る の で あ り ま す 。 そ し て 、 こ れ は 連 邦 議 会 で 承 認 せ  

   ら れ 各 州 は こ の 手 続 を 是 認 し て お り ま す 。 わ れ わ れ は 全 流  

   域 に 利 益 を 供 す る 7 億 6 千 万 弗 の 綜 合 計 画 を 提 案 し て い ま  

   す 。 こ れ は 全 流 域 に 亘 つ て 水 力 電 気 の 開 発 、 灌 漑 、 治 水 お  

   よ び 住 民 の 行 示 も た ら す も の で あ り ま す 。  

   こ れ は 莫 大 な 富 を 産 出 す る 計 画 で あ り ま す が 、 こ れ ら 流 域  

   の ど の 州 で も 7 億 6 千 万 弗 以 上 を 要 す る こ う し た 計 画 を 一  

   つ と し て 提 出 で き ま せ ん 。 そ れ は わ れ わ れ に は こ れ を 実 行  

   す る 財 源 も 資 金 も な い か ら で あ り ま す 。  

   そ こ で わ れ わ れ は 連 邦 政 府 か ら 借 金 し 、 電 力 や 水 お よ び こ  

   の 事 業 に 含 ま れ る そ の 他 各 種 の 物 を 売 却 し て 、 こ の 計 画 開  

   発 の た め に 貸 付 け ら れ た 金 を 返 済 し た の で あ り ま す 。 こ れ  

   に よ つ て 我 々 は 産 業 、 電 力 、 雇 傭 を 発 展 さ せ 、 州 に 貢 献 し  

   た の で あ り ま す 。  

   連 邦 政 府 は こ れ ら の 計 画 が 連 邦 政 府 に 対 す る 納 税 者 を 増 大  

   せ し め る の で こ れ に 関 与 し 、 こ の 協 力 体 制 に よ つ て わ れ わ  

   れ は 大 事 業 を 成 し 遂 げ た の で あ り ま す 。 私 の 敢 え て 言 わ ん  

   と す る と こ ろ は 、 連 邦 政 府 は 、 適 法 の 資 格 で こ れ ら 7 州 の  

   自 立 を 助 け る こ と に 参 画 し て い る の で な い と 云 う こ と で あ  

   り ま す 。 私 の 考 え で は 、 そ れ は 正 し い と は 思 え ま せ ん 。 民  

   主 政 治 に お い て 、 わ れ わ れ が 注 意 す べ き 事 は 、 も し わ れ わ  

   れ が 教 育 、 資 源 開 発 、 失 業 を 含 む 諸 問 題 に つ い て 自 主 性 を  
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   失 う こ と を し な い な ら ば 、 そ れ ら は 地 方 の 問 題 と し て 処 理  

   さ れ る べ き も の で あ る と 理 解 し な け れ ば な ら な い と い う こ  

   と で あ り ま す 。 そ し て こ れ は 政 府 か ら 、 お よ び 本 問 題 の 解  

   決 を 試 み て い る 地 方 政 府 か ら 、 主 導 権 を 要 求 す る も の で あ  

   り ま す 。 も し わ れ わ れ が そ れ を 地 方 の 問 題 と し て 解 決 し よ  

   う と す る の で な け れ ば 、 国 民 は 問 題 の 解 決 を 他 に 求 め る こ  

   と と な り ま し よ う 。  

   も し 地 方 政 府 が 駝 鳥 の 如 く 頭 を 砂 に 埋 め て 解 決 に 乗 り 出 さ  

   な け れ ば 本 問 題 に つ い て の 統 制 の 手 は 他 に 移 り 、 恐 ら く は  

   連 邦 政 府 の 手 に 移 る こ と と な る で し よ う 。 わ れ わ れ は こ の  

   点 に 注 意 を 払 う 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 更 に 、 全 体 の 開 発  

   に 対 し て 共 通 の 寄 与 を 行 う こ と を 望 ま な い 国 民 も 多 数 い ま  

   す 。 一 部 の 人 々 は 公 共 の 利 益 よ り も 個 人 の 利 益 を 重 ん ず る  

   の で あ り ま す 。 か れ ら は よ く 州 の た め で は な い と か 、 国 家  

   の た め に な ら な い で は な い と か 云 う の で さ り ま す 。 か れ ら  

   は 何 事 に も 反 対 す る 輩 で あ り ま す 。 で す か ら こ う し た 問 題  

   の 解 決 に は 強 力 な 指 導 力 が 必 要 で あ り ま す 。 民 主 政 治 に お  

   い て は 、 こ う し た 問 題 が あ る の で そ の 子 供 お よ び 将 来 の 世  

   代 の 者 に は 教 育 を 受 け さ せ た い の で あ り ま す 。  

   わ れ わ れ は 道 路 、 主 要 道 路 を 建 設 し よ う と し て お り 、 医 療  

   を え 、 上 品 な よ り 高 い 生 活 程 度 に 寄 与 す る も の を 得 よ う と  

   し て い ま す 。 そ し て も し 民 主 国 に お い て 、 わ れ わ れ 自 身 が  

   地 方 問 題 と し て こ れ ら の 問 題 に 専 念 し な け れ ば 、 わ れ わ れ  

   は 自 主 性 を 失 う こ と に な る で し よ う 。 わ れ わ れ は 用 意 周 到  
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   で な け れ ば な り ま せ ん 。 連 邦 政 府 は 民 主 政 治 に お い て は 、  

   必 要 な 計 画 を す る と こ ろ に そ の 本 分 が あ る の で あ り ま す 。  

   ら 、 そ の 正 当 な 役 割 を 無 視 す べ き で は あ り ま せ ん 。 わ れ わ  

   れ に は 数 条 の 主 要 道 路 の 外 は 泥 道 と 、 他 の 州 ま で つ づ く 小  

   路 し か な い よ う な 州 が 一 州 で も あ つ て は な り ま せ ん 。 こ こ  

   に 連 邦 政 府 が 処 理 で き 、 ま た 処 理 し な け れ ば な ら な い 立 法  

   上 の 分 野 が あ り ま す 。 こ れ は 事 実 と 情 報 と を 整 理 す る 正 し  

   い 判 断 の 問 題 で あ り 、 こ う し た 事 実 と 情 報 を 国 民 に 提 供 し 、  

   こ れ ら の 問 題 を 調 査 す る 事 で あ り ま す 。 そ う す れ ば 、 国 民  

   は 将 来 執 る べ き 行 動 に つ い て 、 そ の 筋 道 を 理 解 す る こ と が  

   で き 、 種 々 の 形 で 政 府 を 悩 ま す こ れ ら の 諸 問 題 を 解 決 で き  

   る の で あ り ま す 。 民 主 主 義 的 な 過 程 を 尊 重 し 、 こ れ と 信 ず  

   る わ れ わ れ と し て は 、 そ の 尊 重 を 確 信 を す ば ら し い 勇 気 と  

   結 び つ け 、 も つ て 国 民 に と り 実 に 重 要 な こ れ ら の 問 題 の 解  

   決 に 当 ら な け れ ば な ら な い と 信 ん ず る も の で あ り ま す 。  

 

 

（ 7）  ネ バ タ 州 知 事 ソ ー ヤ ー 氏  

    （ 鹿 児 島 県 知 事 の 質 問 に 関 連 す る 意 見 ）  

    私 は フ ロ リ ダ 州 知 事 、 コ ロ ラ ド 州 知 事 が 米 国 の 州 知 事 会  

   議 で 行 わ れ た 問 題 点 に つ い て の 発 言 に 一 言 註 釈 を 加 え た い  

   と 存 じ ま す 。  

   本 日 午 前 に 提 出 さ れ た 二 つ の 問 題 の 性 質 か ら み て 、 わ れ わ  

   れ の 提 出 問 題 は 米 国 お よ び 日 本 の 知 事 と し て は む し ろ 平 凡  
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   な 問 題 か と 思 わ れ ま す 。 わ れ わ れ は 、 そ れ ぞ れ の 政 治 的 分  

   野 に お け る 行 政 職 員 の 長 と し て 、 民 主 政 治 の 適 正 な 運 営 上 、  

   甚 だ 本 質 的 な こ と で あ る と こ ろ の わ れ わ れ 自 身 の 政 治 領 域  

   の 尊 厳 と 、 行 政 権 を 維 持 し よ う と 努 め る 問 題 が あ る が 、 同  

   時 に ま た わ れ わ れ の み で は 解 決 し か ね る 多 く の 問 題 が あ る  

   こ と を 理 解 し 、 且 つ 実 感 す る よ う 努 力 し な け れ ば な ら な い  

   と い う 問 題 が あ り ま す 。  

   結 局 、 わ れ わ れ は 一 緒 に 仕 事 し 、 し か も 個 々 の 本 質 を 持 続  

   す る と い う 老 年 問 題 を 論 ず る わ け で あ り ま す 。  

    さ て 、 わ れ わ れ は 州 ま た は 県 の 問 題 は 、 わ れ わ れ の 州 あ  

   る い は 県 の 境 界 で 止 ま る も の で な い 、 と い う 事 を 理 解 し て  

   お り ま す 。 国 の 問 題 は 、 わ が 国 の 国 境 で 止 ま る こ と な く 、  

   共 通 の 目 標 に 向 つ て 努 力 を 続 け て い る 世 界 の 国 々 は 、 わ れ  

   わ れ が 今 日 や つ て お る こ と と 全 く 同 じ よ う に や ら な け れ ば  

   な ら な い こ と を 、 わ れ わ れ は ま す ま す よ く 理 解 し て お り 、  

   私 は そ れ を 望 む も の で あ り ま す 。 従 つ て 、 わ れ わ れ が 、 わ  

   れ わ れ の 州 の 問 題 や 各 州 相 互 間 お よ び 連 邦 政 府 と の 関 係 に  

   つ い て 、 交 渉 を 開 始 し よ う と す る と き 、 わ れ わ れ は 今 日 国  

   家 間 で 行 な う よ う に 通 信 の 交 換 を 行 な う 必 要 が あ り ま す 。  

   国 民 対 国 民 の 関 係 お よ び 通 信 の 価 値 は 、 こ れ を 過 少 評 価 し  

   て は な り ま せ ん 。 そ こ で 米 国 の 州 知 事 会 議 は 委 員 会 を 任 命  

   し ま し た 。 こ れ は 知 事 会 議 が 指 名 し た 恐 ら く 行 政 的 に も  

   重 要 な 委 員 会 で あ り 、 こ れ は 州 対 政 府 の 関 係 に つ い て の 委  

   員 会 で あ り ま す 。 委 員 た る 知 事 は 常 時 連 邦 の 人 々 と 会 合 を  
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   持 ち 、 そ し て こ の よ う に し て 接 濁 を 保 つ の で あ り ま す 。 す  

   わ つ て こ の 問 題 に つ い て お 話 し 致 し ま す 。 私 は 多 分 連 邦 政  

   府 が 権 利 の な い わ れ わ れ の 州 の 領 域 で 行 動 し て い る よ う に  

   思 い ま す 。 わ れ わ れ は 知 事 と し て 自 ら の 州 の 統 治 権 を 棄 て  

   る つ も り は あ り ま せ ん 。 そ こ で わ れ わ れ で は 処 理 で き な い  

   が 、 連 邦 政 府 の 助 力 を 必 要 と し 、 同 時 に わ れ わ れ の 政 治 的  

   な 州 自 治 権 は 確 保 さ れ る と い う 条 件 の も と で 、 一 体 ど う し  

   た ら こ の 問 題 を 取 り 扱 う こ と が で き る で し よ う か 。  

    知 事 等 は そ れ ぞ れ 自 分 の 州 で 会 合 を 続 け て い ま す 。  

   西 部 知 事 会 議 も あ り ま す 。 西 部 の 諸 州 は い ろ い ろ 変 つ た り 、  

   成 長 す る 諸 問 題 を 抱 え て お り ま す 。 し か し 、 わ れ わ れ は 、  

   知 事 の み な ら ず 他 州 行 政 官 及 び 連 邦 政 府 代 表 者 と も た び た  

   び 会 合 し て 、 こ の 問 題 を 処 理 し よ う と 、 試 み て い る の で あ  

   り ま す 。  

    さ て 、 あ な た 方 知 事 閣 下 は 連 邦 政 府 及 び 県 政 府 の 簡 素 化  

   の 可 能 性 を 研 究 す る た め 編 成 さ れ た 委 員 会 の 成 功 の 可 能 性  

   に つ い て 、 必 ず し も 楽 観 的 で な い と 述 べ ら れ ま し た 。  

   私 は こ の す う せ い に つ い て は 、 楽 観 的 で は な い と と 申 さ ね  

   ば な り ま せ ん 。  

   し か し 私 は 「 州 や 県 の 各 知 事 は 地 方 政 権 の 代 表 者 と し て 、  

   わ れ わ れ の 政 治 単 位 の 保 全 を 守 ら な け れ ば な ら な い が 、 し  

   か し 常 に 姉 妹 県 と 協 力 し 、 わ れ わ れ の 問 題 を 解 決 す る た め  

   に は 、 柔 軟 で な け れ ば な ら な い 」 と 申 し 上 げ た い の で あ り  

   ま す 。  
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（ 8）  東 議 長 発 言  

    「 州 政 府 で 行 政 機 構 の 簡 素 化 と い う 事 例 が あ れ ば 、 お 伺  

   い し ま す 。 そ れ は 、 日 本 で は 行 政 機 構 が ま す ま す 拡 大 し 、  

   複 雑 化 し て お り 、 更 に 際 限 な く こ の 傾 向 が 強 ま る こ と も 考  

   え ら れ ま す 。 そ れ で 貴 国 に お い て も 、 こ れ と 同 じ 問 題 や 同  

   じ 傾 向 が あ り ま す か 。 」  

 

 

（ 9）  コ ロ ラ ド 州 知 事  マ ツ ク ニ コ ル ズ （ 同 上 意 見 ）  

    然 り 、 わ れ わ れ は そ の 問 題 を 抱 え 、 し か も 何 年 も 前 か ら  

   持 ち 続 け て い る の で あ り ま す 。 一 時 わ が 国 で は 前 大 統 領 時  

   代 大 規 模 な 委 員 会 が あ つ て 、 フ ー バ ー 委 員 会 と 称 し 、 政 府  

   全 体 を 調 査 し 、 政 府 内 の 各 種 機 構 を 評 価 し ま し た 。  

    機 能 の 統 合 、 重 復 廃 除 の た め の 手 段 方 法 の 立 案 を 試 み 、  

   多 数 の 省 、 郡 は 現 実 的 な 方 針 の も と に 、 も つ と 効 率 的 な 形  

   に 改 造 せ ら れ ま し た が 、 し か し 終 的 な 努 力 は フ ー バ ー 報  

   告 の 作 成 後 に な さ れ た の で あ り ま す 。 ト ル ー マ ン 大 統 領 お  

   よ び 他 の 多 く の 大 統 領 は 簡 素 化 の 実 現 を 試 み た が 、 少 く と  

   も 私 の 知 事 範 囲 で は 、 フ ー バ ー 委 員 会 の 報 告 書 作 成 後 に お  

   い て も 、 な ん ら 徹 底 的 措 置 は と ら れ な か つ た の で あ り ま す 。  

   例 え ば 貴 国 あ る い は 合 衆 国 そ の 他 、 要 す る に 人 口 の 増 加 に  

   悩 む 世 界 中 の い ず れ の 国 に お い て も 政 府 の 形 態 を 縮 少 す る  

   こ と は 困 難 で あ り ま す 。 わ が 州 は 比 較 的 に 申 し ま す と 、 人  

   口 上 か ら は 小 さ な 州 で す が 面 積 的 に は か な り 大 き い 方 で あ  
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   り ま し て 、 わ が 州 で は い ろ ん な 困 難 な 問 題 が あ り ま す 。  

    わ れ わ れ は 常 に 色 々 の 部 局 は 、 官 僚 政 治 に 伴 う 通 弊 と 見  

   え る た め 、 不 必 要 に 大 き く な つ た の で は な い と 解 す る よ う  

   に 考 え な け れ ば な り ま せ ん 。 彼 等 は 多 数 の 雇 人 を 擁 す る  

   大 機 関 た ら ん と し て お り ま す 。 省 の 規 模 を 制 限 内 に 押 え る  

   た め に は あ る 部 は 必 然 的 に 大 き く あ る も の は 小 さ く せ ね ば  

   な り ま せ ん 。 以 上 の 外 州 官 吏 の 各 種 の 機 関 に よ つ て そ の 他  

   の 努 力 が な さ れ て い ま す 。 例 え ば 合 衆 国 各 州 の 法 務 長 官 会  

   議 が あ り ま す 。 彼 等 は 組 織 や 協 力 を も つ て 、 そ の 中 で 州 知  

   事 会 議 の 行 な う 仕 事 と 同 じ 仕 事 を し て い ま す 。 ま た 州 の 財  

   政 官 吏 、 州 出 納 官 吏 ま た は 会 計 監 督 官 吏 そ の 他 よ り な る 組  

   織 が あ り 、 財 政 経 理 の 問 題 に つ い て 定 期 的 に 会 合 し て い ま  

   す 。 そ し て こ れ ら 選 ば れ た 官 吏 は 、 こ れ ら の 問 題 を 解 か う  

   と し ま す が こ れ は 非 常 に 困 難 な 問 題 で あ り ま す 。  

   わ れ わ れ が し な け れ ば な ら な い も 重 要 な 仕 事 は 、 州 民 に  

   助 言 を 与 え る こ と 、 新 聞 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ な ど 各 種 の 方 法  

   を 通 じ て 、 州 民 に 常 に 情 報 を 提 供 し て お く こ と で あ り ま す 。  

   新 聞 の 自 由 の た め 現 在 世 界 中 の 国 民 は 過 去 の 歴 史 の ど の 時  

   代 よ り も よ り よ く 知 ら さ れ て い ま す 。 こ の こ と は 、 わ れ わ  

   れ 民 主 政 治 国 に 在 る も の に と つ て 羨 望 さ る べ き も の で あ り  

   ま す 。 わ れ わ れ は 新 聞 の 自 由 を 羨 や ま し く 思 い ま す が 、 ソ  

   連 に あ る わ れ わ れ の 友 人 た ち は 決 し て わ れ わ れ に 同 意 し ま  

   せ ん 。  

   二 年 前 私 は 十 人 の 米 国 州 知 事 使 節 団 と 同 行 し て 、 ソ 連 を 旅  
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   行 す る 機 会 を 得 た が 、 そ の 時 ソ 連 で は 国 民 は な に も 知 ら さ  

   れ て い な い こ と を 知 り ま し た 。 新 聞 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ を 見  

   る 権 利 は 完 全 に 奪 わ れ て い ま す 。 人 民 は な に も 知 り ま せ ん 。  

   国 民 は 全 能 の 政 府 が 与 え よ う と す る だ け の 知 識 し か も ち ま  

   せ ん 。 政 府 は 放 送 局 、 新 聞 社 を 持 ち 、 政 府 は す べ て の 思 想  

   を 統 制 し ま す 。 こ れ は わ れ わ れ と か れ ら と の 違 い で あ り ま  

   す 。 こ れ ら の 事 実 を 知 り 、 こ れ を 整 理 し 、 州 民 の 諸 問 題 に  

   つ い て 調 査 し 、 種 々 の 方 法 に よ り 、 読 み 書 き の 出 来 る 人 は  

   誰 で も 、 ま た 知 り た い 人 は 誰 で も 、 わ が 州 政 府 で 何 が 行 な  

   わ れ て い る か を 理 解 で き る よ う に す る こ と は わ れ わ れ の 責  

   務 の 一 つ で あ り ま す 。 私 は 毎 日 二 回 記 者 会 見 を 行 い 、 ラ ジ  

   オ 、 テ レ ビ お よ び 新 聞 記 者 を 引 見 し 、 政 府 で 何 が 行 な わ れ  

   て い る か に つ い て 会 談 し ま す 。 私 は か れ ら に 回 答 を 与 え る  

   こ と も あ り 、 回 答 し な い 場 合 も あ り ま す 。 い か な る 回 答 を  

   か れ ら に 与 え る か は 、 州 の 選 ば れ た る 役 人 と し て 、 私 が 仕  

   事 を 続 け う る か 否 か を 決 定 す る も の で あ り ま す 。 私 は 、 新  

   聞 や ラ ジ オ や テ レ ビ が 、 国 民 に 報 道 す る た め に 必 要 な 資 料  

   を 入 手 出 来 る よ う 、 あ ら ゆ る 努 力 を し た い と 思 い ま す 。 一  

   旦 国 民 が 知 ら さ れ れ ば 、 国 民 は 事 実 を 識 り 、 情 報 を 得 、 且  

   つ 教 育 の お 蔭 で そ の 情 報 を そ し や く し 、 か れ ら 自 ら 判 断 で  

   き る よ う に 州 民 が な れ ば 、 諸 君 は 民 主 的 方 法 は わ れ ら の 将  

   来 の 世 代 の 利 益 の た め 、 代 々 続 け ら れ る こ ど が 判 る で し よ  

   う 。  
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（ 1 0）  フ ロ リ ダ 州 知 事 ブ ラ イ ア ン ト 氏 （ 災 害 に 関 す る 質 問 ）  

    未 だ 話 し が 出 な い の だ が 、 台 風 そ の 他 の 災 害 処 理 事 項 な  

   ど 、 民 間 防 衛 に 関 す る 活 動 状 況 に つ い て 御 意 見 を 伺 い た い 。  

   貴 下 の 県 で は こ の 種 の 機 能 に つ い て ど ん な 仕 事 を し て お ら  

   れ ま す か 。  

 

 

（ 1 1）  東 議 長 発 言  

    「 災 害 防 除 の 問 題 に つ き ま し て 、 日 本 の 知 事 さ ん の 回 答  

   を お 願 い し ま す 。 」  

 

 

（ 1 2）  内 山 神 奈 川 県 知 事  

    只 今 の 御 質 問 で あ り ま す が 、 小 さ な 災 害 の 場 合 は 県 内 で  

   処 理 で き ま す 。 県 内 の 場 合 で 考 え て み ま す と 、 日 本 に 赤 十  

   字 社 と い う も の が あ り ま す が 、 こ れ は 一 般 の 病 院 以 上 に 公  

   共 性 を も つ て お り 、 ま た 、 同 時 に 公 共 の 為 に 働 く と い う 特  

   殊 の 義 務 を も つ て い る の で 、 府 県 の 行 政 上 か ら も 特 別 な 援  

   助 を 与 え て お り ま す 。 し か し な が ら 、 災 害 が 非 常 に 大 き く  

   な つ た 場 合 、 普 通 の 警 察 若 し く は 消 防 団 或 い は 民 間 の 力 だ  

   け で は ど う に も な ら な い と い う 場 合 は 、 特 別 に 知 事 が 要 請  

   し て 日 本 の 自 衛 隊 の 援 助 を 受 け る 訳 で あ り ま す 。 自 衛 隊 は 、  

   技 術 の 方 を や る 工 兵 、 い わ ゆ る 機 械 力 を も つ て い る  

   部 隊 で あ り 、 ま た 同 時 に ヘ リ コ ブ タ ー そ の 他 の 道  
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   具 を も つ て お り ま す 。 自 衛 隊 は 、 い ず れ も 若 い 青 年 が  

   部 隊 員 で あ り ま し て 、 普 通 の 一 般 民 間 人 よ り も 勇 敢 に 災 害  

   の 為 に 働 い て く れ る 訳 で す 。 現 在 自 衛 隊 が 日 本 で 名 声 を 博  

   し て い る の は 、 国 防 と い う よ り も 先 ず 国 内 の 災 害 に 対 す る  

   働 き に よ つ て 名 声 を 博 し て い る の で あ り ま す 。  

  し か し な が ら 、 も つ と 災 害 が 大 き く な れ ば 、 中 央 政 府 が  

   自 衛 隊 以 上 の 基 金 を 投 じ て 援 助 を い た し ま す が 、 も と よ り  

   近 県 の 者 が お 互 に 応 援 す る と い う こ と は 当 然 で あ つ て 、 こ  

   と に 災 害 の 復 旧 に な る と 、 こ れ は 各 県 で 出 来 る 限 り の 要 員  

   を 都 合 い た し 、 極 め て 有 効 に 協 同 動 作 を と る こ と が 出 来 る  

   こ と に な つ て い ま す 。  

 

 

（ 1 3）  桑 原 愛 知 県 知 事  

    災 害 の 救 助 の こ と に つ い て は 、 只 今 、 神 奈 川 県 知 事 の 申  

   上 げ た 通 り で あ り ま す が 、 な お 、 日 本 に は 災 害 救 助 法 と い  

   う 法 律 が あ つ て 、 災 害 が お こ つ た 場 合 に 対 処 し 、 常 時 必 要  

   な 物 資 を 備 蓄 い た し て お り ま す 。 例 え ば 堤 防 の 決 壊 と い う  

   こ と が 予 想 さ れ る の で 、 そ の 場 合 に お け る 資 材 等 も 準 備 し  

   て い ま す 。 ま た 、 罹 災 民 に 対 す る 食 糧 、 衣 服 、 毛 布 等 を 供  

   給 し な け れ ば な り ま せ ん 。 そ し て 、 ひ と た び 災 害 が お こ れ  

   ば 現 地 に 持 つ て 行 つ て 分 配 す る と い う 係 が あ り ま す が 、 そ  

   れ は 都 道 府 県 に お い て 一 定 の 規 定 を 設 け 、 い ざ と い う 場 合  

   は そ の 規 定 に 従 つ て そ の 組 織 が 活 動 す る と い う こ と に な つ  
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   て い ま す 。  

    ま た 、 市 町 村 に も 消 防 団 体 と い う も の が あ り ま す 。 消 防  

   団 体 は 火 災 の 場 合 が 重 な 仕 事 で あ り ま す が 、 そ の 他 水 害 の  

   場 合 に お い て も 消 防 団 は 勿 論 出 動 い た す こ と に な り ま す 。  

   ま た 、 水 防 組 合 と い う も の が 夫 々 市 町 村 に あ り 、 こ れ も 災  

   害 の 場 合 は 出 動 す る と い う こ と に な つ て い ま す 。  

   そ の 他 災 害 の 後 始 末 に つ い て は 、 国 の 方 か ら 援 助 を い た  

   だ い て 、 河 川 及 び 海 岸 の 堤 防 或 い は 山 の く ず れ 等 に 対 し 国  

   の 方 か ら 相 当 大 き な 経 費 を 出 し 、 都 道 府 県 の 経 費 と 一 緒 に  

   な つ て 復 旧 工 事 を や る こ と に な つ て い る 訳 で あ り ま ず 。  

 

 

（ 1 4）  東 議 長 発 言  

    「 フ ロ リ ダ 州 知 事 に 申 上 げ ま す 。 只 今 お 答 え の あ つ た 桑  

   原 愛 知 県 知 事 は 、 極 め て 近 い 過 去 に お い て 、 も 大 き な 災  

   害 を 受 け ら れ た 一 つ の 県 の 知 事 さ ん で あ り ま し て 、 身 を も  

   つ て 大 き な 災 害 対 策 を 実 行 さ れ た 経 験 者 で あ る こ と を 申 添  

   え ま す 」  

 

 

（ 1 5）  桑 原 愛 知 県 知 事  

    只 今 会 長 か ら お 話 し が あ り ま し た が 、 実 は 御 一 行 を 愛 知  

   県 に 迎 え る こ と に な つ て お り ま す の で 、 そ の 際 に お 礼 を 申  

   上 げ る と こ ろ で あ り ま し た 。 只 今 そ の お 話 し が 出 ま し た の  
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   で 、 こ の 機 会 に お 礼 を 申 上 げ る こ と が 適 当 で あ る と 考 え ま  

   す 。  

    19 5 9 年 の 9 月 2 5 日 で あ り ま す が 、 所 謂 伊 勢 湾 台 風  

   が 襲 来 し ま し た 。 三 重 県 、 岐 阜 県 の 知 事 も お ら れ ま す が 、  

   こ の 三 県 だ け で 5 , 0 0 0 人 以 上 の 死 者 を 出 し ま し た 。 そ の  

   際 に お い て 、 ア メ リ カ の 現 地 に お け る 領 事 館 ま た は 東 京 の  

   大 使 館 が 本 国 政 府 と 早 速 連 絡 を と つ て い た だ き 、 非 常 な 御  

   支 援 を 頂 戴 い た し ま し た 。 そ れ に ア メ リ カ の 各 方 面 か ら 救  

   援 物 資 も 送 つ て い た だ き 、 ま た 、 ア メ リ カ 海 軍 が 海 上 か ら  

   ヘ リ コ 〓 タ ー 等 を も 沢 山 出 動 さ せ て 人 命 の 救 助 、 或 い は 水  

   で か こ ま れ て い る 村 落 に 物 資 を 投 下 す る 等 、 日 本 の 自 衛 隊  

   と 協 力 致 し て 、 非 常 な 御 支 援 を い た だ い た の で あ り ま す 。  

   こ の 機 会 に 厚 く 御 礼 申 上 げ ま す 。  

    私 が 、 今 申 し 述 べ ま し た の で 、 お 話 が 出 た か ら で あ り ま  

   す が 、 必 ず や 岐 阜 県 知 事 さ ん 、 三 重 県 知 事 さ ん も 同 様 の 感  

   謝 を 持 つ て お ら れ る こ と と 思 い ま す 。 ま だ 御 承 認 を 得 て い  

   ま せ ん が 、 勿 論 御 承 認 を 得 る も の と 思 い ま し て 、 私 か ら 代  

   つ て お 礼 を 申 上 げ ま す 。  
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（ 1 6）  佐 藤 長 崎 県 知 事  

    州 政 府 の 予 算 に お い て 、 人 件 費 は ど の 程 度 の 額 に 達 し て い  

   ま す か 。 そ の 人 件 費 の う ち 事 務 的 な 職 員 と 技 術 職 員 の 関 係 は  

   ど う な つ て い ま す か 、 そ し て そ の 人 件 費 は 、 能 率 主 義 的 な 観  

   点 か ら 考 え て 総 予 算 の い く ら 程 度 に 押 え る と い う よ う な こ と  

   を し て い ま す か 。 そ れ か ら 職 員 の 新 陳 代 謝 に つ い て は 、 自 然  

   に ま か さ れ て い ま す か 、 或 い は 意 識 的 な 方 法 を も つ て や つ て  

   お ら れ ま す か 。  

    ま た 、 職 員 の 訓 練 と い つ た も の は 、 州 政 府 で は ど の よ う に  

   や つ て お ら れ る の か 、 以 上 お 伺 い し た い と 存 じ ま す 。  

 

 

（ 1 7）  フ ロ リ ダ 州 知 事 ブ ラ イ ア ン ト 氏  

    （ 長 崎 県 知 事 の 質 問 に 対 す る 意 見 ）  

    沢 山 の 御 質 問 を 受 け ま し た が 、 皆 私 の 答 え ら れ な い も の 許  

   り で あ り ま す 。 た だ し 職 員 費 の 歳 入 に 占 め る 割 合 に 干 す る 御  

   質 問 に 関 し て は 、 1 9 6 0 年 の 全 州 の 予 算 総 額 は 3 2 0 億 弗  

   で あ り 、 こ の う ち か ら い わ ゆ る “ 経 常 経 費 ” 約 1 0 0 億 弗 を  

   支 払 い ま し た 。 こ の 経 常 経 費 は 、 裁 判 、 警 察 、 教 育 、 天 然 資  

   源 の 保 存 、 投 資 的 性 質 を 帯 び な い 一 般 行 政 経 費 を 支 弁 し ま す 。  

   3 2 0 億 弗 の 中 、 投 資 用 と し て 約 6 5 億 費 を 充 当 し 、 残 り を  

   失 業 補 償 、 保 険 業 務 、 土 地 購 入 、 そ の 他 各 種 の 費 用 に 充 当 し  

   ま し た 。  

    50 0 万 の 人 口 を 擁 し 、 年 度 予 算 約 1 0 億 弗 で ま か な つ て  
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   い る フ ロ リ ダ 州 の よ う な 州 で は 、 州 の 使 傭 人 4 3 , 0 0 0 人 と  

   そ の 上 教 師 が 4 5 , 0 0 0 人 居 り ま す 。 で す か ら 実 際 、 わ れ わ  

   れ が と る 全 責 務 に 対 比 す れ ば 雇 傭 人 員 数 は 大 き く は な い 。 雇  

   傭 員 の 増 加 は た し か に 、 ニ コ ル ズ 知 事 お よ び 諸 君 の 一 部 の 指  

   摘 さ れ た 如 き 継 続 的 な 問 題 で あ り ま す 。 さ て 次 の 御 質 問 で あ  

   る 職 員 の 新 陳 代 謝 に つ い て で あ り ま す が 勿 論 、 選 挙 さ れ た 職  

   員 に つ い て は 民 意 次 第 で あ り ま す 。 か れ ら は 命 の あ る 限 り そ  

   の 人 を 選 ぶ こ と が で き ま す 。 任 命 さ れ た 職 員 に 関 す る 限 り 、  

   州 に よ り 色 々 の 慣 行 が あ り ま す が 、 一 般 的 に 見 て 政 府 職 員 の  

   年 令 の 上 限 を 定 め る 強 い 傾 向 が あ り ま す 。 私 の 州 で は 1 9 6 1  

   年 の 州 議 会 に お い て 、 選 挙 に よ る 職 員 以 外 の 公 務 員 は 総 て  

   7 0 才 と な つ た ら 退 職 す べ き こ と を 規 定 し た 法 律 を 通 過 さ せ  

   た 。 か れ ら は 6 5 才 で 退 職 し 、 退 職 の 諸 恩 典 を 受 け る こ と が  

   出 来 ま す 。 し か し 私 は 各 州 そ れ ぞ れ 実 施 の 面 で は 異 な る が 、  

   こ れ は 多 く の 州 に つ い て あ ま ね く 代 表 的 な も の と 考 え て お り  

   ま す 。  
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（ 1 8）  内 山 神 奈 川 県 知 事  

    教 育 費 の 問 題 に つ い て 述 べ た い と 存 じ ま す 。 今 日 本 で は 、  

   義 務 教 育 費 は 国 が 半 分 持 つ こ と に な つ て お り ま す 。 高 等 学 校  

   の 教 育 費 は 、 全 部 府 県 で 負 担 す る こ と に な つ て い ま す 。 と こ  

   ろ が 近 こ こ 二 、 三 年 非 常 に 生 徒 が 増 え た の で 、 高 校 を 急 に  

   沢 山 つ く る 必 要 が 出 来 て き ま し た 。 し か し 、 こ の 為 の 経 費 を  

   わ れ わ れ の 府 県 財 政 で 負 担 す る こ と は 非 常 に む づ か し い か ら 、  

   国 に よ る 財 政 的 援 助 を 願 う 為 、 当 初 は 金 を 補 助 し て も ら い た  

   い と 要 望 し た の で あ り ま す が 、 そ れ は む ず か し い と い う こ と  

   に な り 、 今 度 は 貸 し て も ら い た い と い う こ と を 申 し 込 ん で い  

   ま す 。 し か し な が ら 、 そ れ も な か な か む づ か し い の で あ り ま  

   す が 、 近 ど う や ら 政 府 の 方 で 起 債 を 許 す と い う よ う に な つ  

   て い ま す 。 ア メ リ カ で は 、 現 在 そ の よ う な 問 題 が お こ つ て い  

   ま す が 、 そ の 場 合 に 連 邦 政 府 と 各 州 と の 間 で は 、 ど の 程 度 に  

   財 政 的 な 関 係 が な さ れ て い る の か お 伺 い し た い と 存 じ ま す 。  

 

 

（ 1 9）  フ ロ リ ダ 州 知 事 （ 神 奈 川 県 知 事 の 質 問 に 対 す る 意 見 ）  

    こ れ は 米 国 に お い て も 昨 今 緊 急 の 政 治 問 題 で あ り 、 こ ゝ に  

   参 会 の 知 事 諸 公 の 中 に も 、 そ れ ぞ れ 異 な る 御 意 見 が あ る も の  

   と 存 じ ま す 。 米 国 の ケ ネ デ イ 大 統 領 は 本 年 の 議 会 に 対 す る 教  

   書 中 に 三 年 間 に 亘 り 教 員 給 与 、 建 物 の 構 築 等 の 費 用 と し て 、  

   5 0 億 弗 を 各 州 に 配 布 す る こ と を 折 込 ん で お り ま す 。 し か し 、  

   前 に 指 摘 し た 通 り 、 大 部 分 の 用 は こ の 種 の 援 助 を 拒 み 、 税 収  
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   の 一 部 の 返 却 を 求 め 、 そ し て わ れ わ れ を し て こ の 種 の 問 題 の  

   一 部 を 解 決 せ し め よ と 要 求 し て い ま す 。 州 政 府 及 び 地 方 自 治  

   体 は す べ て の 支 出 に 応 じ う る 状 況 で あ り ま す 。 初 は 地 方 自  

   治 体 だ け が 負 担 し て お つ た が 現 在 は 州 が 大 部 分 を 賄 つ て お り  

   ま す 。 し か し 教 室 と 教 師 の 給 料 等 の 問 題 は 、 差 し 迫 つ た 問 題  

   で あ り 、 私 は 、 こ の 問 題 は 現 在 わ れ わ れ が も つ て い る と 違 つ  

   た 計 画 に 発 展 す る も の と 思 つ て い ま す 。  

   こ の プ ロ グ ラ ム が ど う 発 展 す る か は 現 在 未 決 の 政 治 的 成 行 い  

   か ん に か ゝ る の で あ り ま す 。  

 

 

（ 2 0）  デ ラ ウ エ ア 州 知 事 カ ー ベ ル 氏 （ 同 上 ）  

    こ れ は 州 の 資 力 に 大 い に 関 係 す る も の で あ り ま す 。 私 の 州  

   は 小 さ い が 、 個 人 の 頭 割 り 収 入 は 国 内 い づ れ の 州 民 に 比 し て  

   も 高 で あ り ま す 。 過 去 1 4 年 間 わ れ わ れ は 学 校 建 設 に 1 . 5  

   億 弗 を 使 い 、 州 の 人 口 は 4 0 万 人 な い し 4 5 万 人 あ り ま す 。  

   そ の 上 、 州 は 1 学 年 よ り 1 2 学 年 に 及 ぶ 州 民 の 教 育 費 の 約  

   9 0 パ ー セ ン ト を 支 出 し て い る の で あ り ま す 。 残 り の 1 0 パ  

   ー セ ン ト は 地 方 区 ま た は 郡 が 負 担 す る の で あ り ま す 。 換 言 す  

   れ ば 、 あ る 種 の 教 師 に 対 し て は 、 す な わ ち 文 学 士 な ど あ る 種  

   の 資 格 を 持 つ 教 師 は 、 初 の 俸 給 は 州 で 保 証 す る 4 , 3 0 0 弗  

   で 、 博 士 号 保 持 者 で 、 約 1 2 年 間 教 職 に あ つ た も の は 、 7 , 0 0 0  

   弗 と な り ま す 。 か く の 如 く 州 は 援 助 を し て い る の で あ り ま す  

   か ら 、 わ れ わ れ は 小 州 な が ら 、 連 邦 政 府 の 介 入 、 あ る い は 分  
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   担 参 加 を 全 然 望 ん で い な い の で あ り ま す 。 し か し 、 個 人 所 得  

   の 低 い 州 に お い て は 、 連 邦 政 府 の 助 力 が な け れ ば 、 運 営 は 困  

   難 で あ り ま す 。 私 は 各 位 に お か れ て も 、 そ れ ぞ れ こ の 種 の 問  

   題 に 直 面 せ ら れ た こ と と 存 じ ま す 。  

   私 は 次 の 主 題 に つ い て は 、 全 員 御 賛 成 下 さ る も の と 思 い ま す 。  

   わ れ わ れ 国 民 の 将 来 、 わ が 州 の 将 来 は 、 教 育 施 設 を わ れ わ れ  

   が い か に よ く 整 え て い く か に か か る の で あ り ま す 。  

   わ れ わ れ に は 住 宅 、 道 路 、 保 健 な ど 州 民 の 渇 望 す る 多 く の 事  

   柄 が あ り ま す 。 し か し 、 も し わ れ わ れ が 未 来 の 州 民 を 教 育 し  

   な け れ ば 、 こ う し た 希 望 は 実 現 で き な い で あ り ま し よ う 。 で  

   す か ら わ れ わ れ の 未 来 の 州 民 の 教 育 施 設 を 整 え る た め 、 必 要  

   な ら ば 、 ど ん な 犠 牲 を は ら つ て も 、 実 行 の ね う ち は あ る も の  

   で あ り ま す 。 一 言 、 申 し 添 え ま す が 、 わ れ わ れ は 学 校 教 育 の  

   広 大 な 計 画 を 達 成 す る た め 、 テ レ ビ 分 野 の 利 用 を し て お り ま  

   す 。  

   こ の 方 法 は 非 常 に 有 益 で あ り ま す 。 特 に 貧 困 な 諸 州 に 対 し て  

   は 、 こ う し た 特 殊 の 場 合 に は 広 い 範 囲 に 低 の 費 用 を も つ て  

   す ば ら し い 教 育 計 画 を 備 え る こ と が で き る の で あ り ま す 。  

   こ の こ と は 貴 国 に お い て も 、 実 施 可 能 の も の と 信 じ ま す 。 ま  

   た 私 の 意 見 と し て は 、 こ の こ と は 広 汎 な 宣 伝 と し て 大 き な 希  

   望 が も て る も の と 信 ず る の で あ り ま す 。  
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3． 閉  会  

  東 議 長 、 本 会 議 の 予 定 時 間 が 経 過 し た た め 、 日 米 知 事 合 同  

 会 議 第 一 日 目 の 閉 会 を 定 す 。  

〔 以  上 〕  
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   第 1 次 日 米 知 事 合 同 会 議 概 要 （ 第 2 日目）  

 

一、当日の準備及び勧迎状況  

  東 京 に お け る 第 1 日 目 の 会 議 を 終 え た 米 国 側 知 事 は 、 神 奈 川  

 県 の 心 あ た た ま る 勧 迎 を 受 け 、 県 内 の 諸 施 設 を 見 学 （ 視 察 報 告  

 と し て 別 途 報 告 す る ） さ れ 、 4 月 1 0 日 箱 根 観 光 ホ テ ル に お け  

 る 第 2 回 日 米 知 事 合 同 会 議 に 出 席 さ れ た 。  

 当 日 は 折 悪 し く 朝 か ら 降 り し き る 雨 の た め 、 会 議 終 了 後 の 芦 ノ  

 湖 周 遊 の 予 定 は と り や め 、 そ れ ぞ れ 宿 舎 に お い て ゆ つ く り 休 養  

 を と り 翌 1 1 日 か ら の 各 県 視 察 に 備 え ら れ た 。  

 

 

二、日程 （ 第 1 日 目 の 会 議 日 程 に あ る 通 り ）  
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三、出席者  

 （ 1）  米  国  側  

     ペ ン シ ル ヴ エ ニ ア 州     ロ ー レ ン ス 知 事  

     コ ロ ラ ド 州         マ ク ニ コ ル ズ 知 事  

     デ ラ ウ エ ア 州        カ ー ヴ エ ル 知 事  

     フ ロ リ ダ 洲         ブ ラ イ ア ン ト 知 事  

     カ ン サ ス 州         ア ン ダ ー ス ン 知 事  

     ウ エ ス ト 、 ヴ ア ー ジ ニ ア 州  バ ロ ン 知 事  

     ネ ヴ ア ダ 州         ソ ー ヤ ー 知 事  

     サ ウ ス 、 ダ ゴ タ 州      ガ ブ ラ ツ ト 知 事  

      ク ラ イ フ イ ー ル ド 米 国 全 国 知 事 会 事 務 局 長  

      ミ ス ロ イ ス ・ マ ー フ イ 随 員  

      ド ブ レ ン チ ヤ ク 米 国 国 務 省 教 育 文 化 局 員  

      シ ル ヴ エ ス タ ー 駐 日 合 衆 国 大 使 館 二 等 書 記 官  

 （ 2）  日 本 側 知 事  

     東 、 東 京 都 知 事       内 山 神 奈 川 県 知 事  

     安 孫 子 山 形 県 知 事      小 畑 秋 田 県 知 事  

     三 浦 宮 城 県 知 事       高 橋 群 馬 県 出 納 長  

     柴 田 千 葉 県 知 事       天 野 山 梨 県 知 事  

     西 沢 長 野 県 知 事       吉 田 富 山 県 知 事  

     桑 原 愛 知 県 知 事       三 木 岡 山 県 知 事  

     久 松 愛 媛 県 知 事       藤 井 福 岡 県 副 知 事  

     池 田 佐 賀 県 知 事       木 下 大 分 県 知 事  

 （ 3）  参  加  者  

     自 治 省  吉 瀬 調 査 官 。    外 務 省 北 米 課  平 川 事 務 官 。  
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四、会  議  

  1． 再 会 宣 言 及 び 会 議 手 続  

  （ 1）  午 前 1 0 時 0 分 、 東 会 長 日 米 知 事 合 同 会 議 第 二 日 目 の  

     開 会 を 宣 す 。  

  （ 2）  地 元 内 山 神 奈 川 県 知 事 の 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  
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  （ 3）  議 長 推 せ ん  

      東 会 長 よ り 「 本 日 の 会 議 の 議 長 は 、 地 元 知 事 で あ る 内 山  

     神 奈 川 県 知 事 に お 願 い し た い 」 旨 発 言 が あ つ た 。 （ 内 山 神  

     奈 川 県 知 事 議 長 席 に つ く ）  

      な お 、 米 国 全 国 知 事 会 を 代 表 し て 、 ペ ン シ ル ヴ エ ニ ア 州  

     ロ ー レ ン ス 知 事 よ り 次 の よ う な 挨 拶 が あ つ た 。  

 

 

  （ 1）  ロ ー レ ン ス 知 事 （ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ）  

     議 長 閣 下 、私 は ア メ リ カ 知 事 団 を 代 表 し て こ の 歴 史 的 な 会 議  

     の議長として内山神奈川県知事を指名することに賛成すること  

    を 大 き な 喜 び と す る も の で あ り ま す 。我 々 は 内 山 知 事 を 議 長 に  

    推 す こ と を 非 常 に 幸 い に 存 ず る も の で あ り ま す 。そ れ は 我 々 が  

    内 山 知 事 に お 目 に か か つ て 以 来 、我 々 す べ て の も の が 同 氏 に 好  

    感 を 持 ち 、ま た 同 氏 が 日 本 の こ の 地（ 神 奈 川 県 ）で な し た 業 績  

    と 同 氏 に 対 し 大 き な 敬 意 を 払 つ て い る か ら で あ り ま す 。  

      （ 拍  手 ）  

 

 

  （ 4）  内 山 議 長 の 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  
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歓  迎  あ  い  さ  つ  

 

神 奈 川 県 知 事   内 山 岩 太 郎  

於 箱 根 観 光 ホ テ ル 37． 4． 10  

 

 こ の た び の 日 米 知 事 会 議 の 舞 台 が 昨 日 か ら 箱 根 に 移 り ま し て 、  

は る ば る 来 日 せ ら れ た 米 国 側 知 事 各 位 な ら び に 全 国 か ら お 集 ま り  

の 日 本 側 知 事 各 位 の 御 来 県 を 心 か ら 歓 迎 い た す し だ い で あ り ま す 。  

 さ る 五 日 米 国 知 事 各 位 を お 迎 え い た し ま し て 以 来 、 皆 様 に は 多  

忙 な 日 程 を 過 し て お ら れ ま す が 、 連 日 熱 心 な る 御 努 力 に よ つ て 大  

き な 成 果 を 収 め て お り ま す こ と は 、 日 米 両 国 の 親 善 と 地 方 自 治 の  

発 展 の 上 か ら ま こ と に 御 同 慶 に た え な い し だ い で あ り ま す 。  

 神 奈 川 県 は こ の 箱 根 地 方 を は じ め 全 県 至 る と こ ろ 風 光 の 美 に 恵  

ま れ 、 昨 日 御 案 内 い た し ま し た 古 都 鎌 倉 、 江 の 島 は じ め 各 地 に す  

ぐ れ た 文 化 遺 産 を も ち 、 一 方 横 浜 港 の 貿 易 、 あ る い は 京 浜 臨 海 工  

業 地 帯 を 中 心 に 各 種 の 産 業 が 栄 え て お り ま し て 、 世 界 的 な 観 光 地 、  

わ が 国 を 代 表 す る 工 業 地 帯 等 多 く の 分 野 で 知 ら れ て お り ま す 。  

 幸 に し て 春 ら ん ま ん の 好 季 節 で も あ り ま す の で 心 ゆ く ま で こ の  

風 光 の 美 を 味 わ い 県 下 の 実 情 も 御 視 察 願 い た い と 存 じ ま す が 、 残  

念 な が ら 日 程 の 都 合 も あ つ て 割 愛 い た さ ね ば な り ま せ ん 。 せ め て  

 



 

こ の 箱 根 の 大 自 然 に ひ た つ て 遠 来 の 労 を 慰 め て い た だ き た い と 存  

じ ま す 。  

 県 下 の 御 案 内 に つ き ま し て は 、 許 さ れ る 限 り の 便 宜 を 計 り た く  

存 じ て お り ま す の で 、 ど う か 遠 慮 な く お 申 出 く だ さ れ ば 幸 と 存 じ  

ま す 。  

 な お 、 本 日 の 会 議 に つ き ま し て は 、 会 場 準 備 等 行 き 届 か な い 点  

も あ る か と 存 じ ま す が 、 本 県 で 討 議 せ ら れ た 成 果 が 両 国 の 将 来 の  

た め 役 立 ち ま す な ら ば 大 変 光 栄 に 存 じ ま す 。  

 以 上 ま こ と に 簡 単 な が ら 一 言 申 し 上 げ て 歓 迎 の こ と ば と い た し  

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議  長  就  任  あ  い  さ  つ  

 

神 奈 川 県 知 事   内 山 岩 太 郎  

於 箱 根 観 光 ホ テ ル 37． 4． 10  

 

 御 指 名 に よ り ま し て 本 日 の 会 議 の 議 長 を つ と め さ せ て い た だ き  

ま す 。  

 さ る 6 日 の 東 京 会 議 で は ア メ リ カ 合 衆 国 側 か ら 提 出 さ れ ま し た  

府 県 行 政 の 機 構 と 運 営 に つ き ま し て 熱 心 な る 討 議 が 行 な わ れ 、 ま  

こ と に 意 義 あ る 会 議 と な り ま し た が 、 本 日 は 前 回 に 引 続 き 日 本 側  

提 出 の 「 地 域 経 済 格 差 に つ い て 」 を 議 題 と い た し ま し て 、 多 く の  

困 難 を 含 む こ の 問 題 を あ ら ゆ る 角 度 か ら 討 議 し て い た だ き た い と  

存 じ ま す 。  

 こ の 問 題 は わ が 国 の 地 方 自 治 行 政 の 展 開 上 ま こ と に 重 大 か つ 根  

本 的 な 性 格 を も つ て お る の で あ り ま し て 早 急 な る 打 開 方 策 の 確 立  

を 迫 ら れ て お る の で あ り ま す 。  

 こ の 間 の 事 情 は 多 か れ 少 な か れ ア メ リ カ 合 衆 国 に お い て も 存 在  

す る 共 通 の 問 題 と 存 ぜ ら れ ま す の で お 互 に 遠 慮 の な い 意 見 と 討 議  

を 重 ね ま し て 、 今 後 の 施 策 を 強 力 に 推 進 い た し た い と 存 じ ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く 御 尽 力 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た し ま す 。  

 

 



 

  2． 討   議  

   内 山 議 長 よ り 、 会 議 日 程 に 従 い 、 本 日 の 議 題 と し て 、 地 域  

  経 済 格 差 の 現 状 と そ の 均 衡 化 に つ い て を 議 題 に 供 す る 」 旨 発  

  言 あ り 。 次 い で 、 下 記 の 通 り 日 米 両 国 代 表 知 事 か ら 報 告 が 行  

  な わ れ 、 ま た こ れ に 対 し 、 日 米 両 国 知 事 よ り そ れ ぞ れ 意 見 の  

  開 陳 が あ つ た 。  

  A、 報   告  

   （ 1）  小 畑 秋 田 県 知 事  （ 別 紙 の 通 り ）  
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（ 日 米 知 事 合 同 会 議  昭 和 37 年 4 月 10 日  於 箱 根 ）  

 

 

 

 

 

 

 

地  域  経  済  の  格  差  に  つ  い  て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  報 告 者  秋 田 県 知 事  

       小  畑   勇 二 郎  
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 本日、ここに日米知事合同会議が開催されるにあたり、この席におきまし  

て、日本の 近における地域経済問題につき報告する機会を与えられました  

ことは、私の も喜びとするところであります。  

1．  新 し い 課 題 の 登 場  

  ― 経 済 の 高 度 成 長 と 地 域 経 済 問 題 ―  

  第二次大戦後、わが国の都道府県は、戦災によつて荒廃した諸施設の復  

 旧、食糧増産、社会保障の充実、 6、 3 制による義務教育の実施等多くの  

  問題の解決に当つてきたのでありますが、戦後におけるこのような都道府  

 県行政事務の拡充は、財政規模の急速な膨脹とともに地方財政の悪化をも  

 たらし、昭和 29 年度（ 1954 年）には、多くの府県は財政の破たん状  

 態を呈するに至りました。この財政の建て直しを行うことが、ここ数年間  

 の も大きな課題とされて来ましたが、昭和 30 年度以降地方財政制度に  

 対し、政府は一連の改善措置を加えられ、さらに、経済のめざましい成長  

 とも相俟つて都道府県財政は次第に好転し、健全化へ立ち直りを見せたの  

 であります。しかし、 近の経済の高い成長は、同時に産業、経済の地域  

 構造の面にも急速な変化をもたらし、これが府県行政に新たな重要課題を  

 提起するに至つてきております。  

  戦後における日本経済の発展は、諸外国と比較致しましても、西ドイツ  

 と並ぶめざましい成長率でありますが、（附表 1）これに伴い、他方では  

 産業経済の各面にわたつて各種の構造変化が進展しており、とくに、  

  ① 産業及び人口の四大工業地帯への過剰集中  

  ② 後進地域の所得格差の拡大  

 という二つの問題が地域経済の差し迫つた課題となつて現われてきており  

 ます。  
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2． 地 域 経 済 構 造 変 ぼ う の 現 況  
（ 1）  産 業 及 び 人 口 の 過 度 集 中 と そ の 要 因  
ま ず 、 わ が 国 を 工 業 化 の 度 合 に 応 じ て 高 位 の 工 業 開 発 地 域 A、 中 位 の  
開 発 地 域 B、低 位 の 開 発 地 域 C と 、3 つ の 地 域 に わ け て み ま す と（ 附 図  
1）四 大 工 業 地 帯 を 含 む A 地 域 に 生 産 額 及 び 民 間 設 備 投 資 額 で は 、全 国  
の 約 7 0％ が 、 工 場 労 働 力 で は 約 6 0％ が 集 中 し て お り 、 ま た 人 口 で は 、 
全 国 の 半 分 近 い 4 7％ が こ の A 地 域 に 集 つ て お り ま す 。  

既 成 工 業 地 帯 に 集 中 を 強 め る 工 業 生 産 額  

（ ％ ）  

区  分 
工 業 生 産 額 

（33 年） 

28 年から 33 年まで 

の増加率 

A 地 域 71 77 

B 地 域 18 65 

C 地 域 11 58 

全   国 100 72 

 

集 中 を 強 め る ン 間 設 備 投 資  

（ ％ ）  

区 分 34 年 35 年 36 年 

A 地 域 61.7 65.7 67.2 

B 地 域 20.3 20.3 22.0 

C 地 域 18.0 14.0 10.8 

全   国 100.0 100.0 100.0 

 

労 働 力 の 集 中 状 況  

（ ％ ）  

区  分 
労 働 力 

（33 年） 

28 年から 33 年まで 

の増加率 

A 地 域 60 30 

B 地 域 23 13 

C 地 域 17 13 

全   国 100 23 
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人 口 の 集 中 状 況  

（ ％ ）    

製造工業従業者数 
区  分 人口の割合 

（35 年） 
33 年から 35 

年までの増加率 
人口密度 

（人／Km2） 人    口 
A 地 域 47 4.4 617 8.4 

B 地 域 24 △0.4 241 5.1 

C 地 域 29 △1.2 133 2.1 

全   国 100 1.5 252 5.8 

 しかも、こゝ数年間、この A 地域への集中度合は一そう激しくなつてお  

り、人口では、この 5 年間に、B、C 地域はい 

ずれも減少したのに対し、A 地域は 4.4％増加 

しております。これを府県についてみますと、 

近 3 年間に 28 もの県が人口減少をみせてお 

り、農村部から都市部への人口流動が、とくに 

若い労働力を中心に顕著になつてきております。 

（附表 2）たとえば、私の秋田県におきましては、 

昭和 25 年には中学校卒業者のうち約 70％までは農業に残つたのであり  

ますが、昭和 36 年には僅かに 18％という状態になつてきております。  

 また、2 次 3 次産業に就職する者も、数年前 

までは県内就職ば圧倒的に多かつたのですが、 

36 年には県外約 70％、県内約 30％という 

状況で、学校を出たばかりの若い労働力は、殆 

んど東京を始めとする工業地帯に流れて行つて 

おります。  

 このようにわが国における工業の発展が四大工業地域に集中的に発展し  
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中学卒業者のうち農業に残 

る者の割合（秋田県）（％） 

年 次 割 合 

昭和 25 年 78.3 

30 74.2 

33 33.0 

35 26.1 

36 18.6 

年々増大する卒業者の県 

外就職（秋田県）（％） 

割   合 
年 次 

県 内 県 外 

昭和30年 63.9 36.1 

33 47.2 52.8 

35 40.3 59.7 

36 30.7 69.3 



てきたのは、これらの地域が工業適地としてすぐれた立地条件を具備して  

いたという理由のほか、この地区に対する明治以来の中央集権的な保護政  

策が資本の集中、市場の形成を進ませ、また、我が国の工業生産が、その  

原料資源を多く外国に依存し或は輸出に頼らざるを得ないことのため太平  

洋岸の臨海部に多くの工業地帯の集中をみたのであります。  

 四大工業地帯へのこのような著しい集中の結果は、工業用地の取得難、  

工業用水の不足、都市交通の麻痺、横浜神戸等の港湾における滞船、滞貨  

現象の激化等、生産面での隘路を拡大して参りましたのみならず、人口密  

集の弊害は、住宅難、生活環境の悪化等都市生活者の生活面にまで及び、  

深刻な過大都市問題を引き起すに到つております。  

 このため、ごく 近に到り、このような行き詰まりを打解するため、工  

業発展がこれら四大工業地帯から周辺地域に伸び始め、生産額、民間設備  

投資額の伸びは、極く 近においては、A 地域より B 地域が高くなつてき  

ましたのが注目されます。  

   四大工業地帯から周辺地域へ向う工業生産と民間投資  

（％）  

工業生産額の上昇率 民間設備投資の増加率 
区 分 

33 年 35 年 34 年 35 年 

A  地 域 100 163 100 137 

B  地 域 100 169 100 148 

C  地 域 100 143 100 116 

 

   四大工業地帯への民間設備投資の状況  

（％）

区  分 34 年 35 年 36 年 

四大工業地帯 46.4 51.6 51.1 

そ の 他 53.6 48.4 48.9 

全    国 100.0 100.0 100.0 
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（ 2） 所得の地域間格差の拡大とその要因  

    このような生産の地域的集中は当然のことながら、所得の地域間格差  

   を拡大させ、高度発展地域と未発展地域との間の所得水準の差は、漸次  

   拡大の方向を辿つております。  

    住民 1 人当り分配所得は、昭和 26 年において 高の東京を 100％  

   とした場合、 低の鹿児島は 36.4％でありましたが、その後次第に低  

   下し、34 年には、31.2％に低下し、その開差は 3 倍以上に拡大して  

   おります。  

 

所得水準の 高県と 低県の比較（県民 1 人当り分配所得）   （％）  

区     分 26 年 30 年 33 年 34 年 

 高 

 低 

（東 京） 

（鹿児島） 

100.0 

36.4 

100.0 

35.9 

100.0 

33.8 

100.0 

31.2 

    また、高所得県のグループ（東京、大阪、神奈川、兵庫、愛知、京都、  

   福岡）と低所得県のグループ（青森、岩手、山梨、島根、徳島、宮崎、鹿  

   児島）とを比較してみましても、1 人当り個人所得では約 2 倍の開きが  

   あり、しかも、 30 年から 33 年まで 4 年間の増加率では低所得県の  

   22.6％に対し、高所得県では 31.2％と開差の傾向が明瞭に出ており  

   ます。（附図 2）  

   ところで、このように府県間に所得格差が大きく出て参りました要因の  

   第 1 は、低所得県ほど農業を中心とする生産性の低い第 1 次産業従業者  

   の比重が大きいことであります。  

    わが国における農業の 1 人当り所得は、非農業に対比してその 26.5 

   ％（昭和 35 年調査）、つまり 4 分の 1 程度という低さであります。し  

   かも、この生産性の低い農林漁業就業者の比重が、高所得県では 14％程  

 

－5－  



   度であるのに対して、低所得県では 58％と極めて大きいのであります。  

    所得格差の第 2 の要因は、低所得県ほど中小企業の多いことでありま  

   す。  

   わが国の賃金は、企業の規模によつて著しく差がありますが、低所得  

   県程賃金水準の低い中小企業労働者の比率が高く、また、不完全就業者  

   も多いという状態になつております。  

企業の従業員規模別比較            （％）  

区  分 計 1～9 人 10～29 人 30～99 人 100～499 人 500 人以上 官公労務者

高所得県 

低所得県 

100 

100 

16.7 

21.3 

14.4 

16.3 

14.3 

10.8 

13.3 

8.0 

24.6 

12.3 

16.7 

31.3 

（備考）総理府統計局「就業構造基本調査」による。 

    しかも、 近の経済成長が第 2 次産業、なかでも重化学工業を中心とす  

   る発展でありますため、既成大工業地帯を含む高所得県と農業のウエイト  

   の高い低所得県との所得格差は、一そう拡大してきているのであります。  

 

   農業と工業との間の格差              （％）  

生 産 指 数 
区     分 年間成長率 35 年 

25～27 年 35 年 

農       業 4.1 100 147.5 

非農業（製造工業） 21.0 100 272.8 

（備考）農林省「昭和 36 年度農業の動向に関する年次報告」による。 

 

3．所得の地域格差是正の方策と問題点  

  ところで、このような地域間所得格差是正の方策としましては、現在、  

 低開発地域に対する①産業基盤の整備②工業化の促進③農業の生産性向上  

 ④教育生活環境の改善等のほか、⑤地方財政を通ずる所得格差の縮少策  
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 等が進められております。  

 （1） 産業基盤の整備  

     まず第 1 は、産業基盤の整備についてでありますが、後進地域の発展  

    が今日まで遅れたのは、色々な原因がありますが．その地域における過  

    去の公共投資量が、先進地域のそれに比して極めて低かつたことによる  

    ところが極めて大きいものと考えられます。とくに鉄道、道路、港湾等  

    の交通輸送施設の面における格差、その立ち遅れは、後進的地位から脱  

    却できない大きな隘路となつております。  

     このため、各府県においても産業基盤の整備には特段の力が傾注され、  

    道路、鉄道、港湾等の交通輸送施設の整備を始め、工業用地造成、工業  

    用水道の建設、或は電源開発等の先行投資によつて工業の立地因子を造  

    成する努力が続けられており、また、土地改良、耕地整理等近代的農業  

    の基盤整備や、草地造成等の酪農基盤の整備が熱心に進められておりま  

    す。  

     しかし、わが国の府県の財政力は極めて弱体であり、しかも、道路、  

    港湾、河川等の重要事業についてはその殆んどが、国の直轄事業または  

    国が計画し、事業費も過半を国が負担する補助事業によつて行われてお  

    りますため、府県独力で開発を進め得る力が極めて弱く、このため我国  

    の後進地域開発の沿革は、特別の開発立法により、府県の地域開発の推  

    進を国が公共投資の面から助成するという形で進められてきております。  

     第二次大戦後、まず設けられました開発立法は、開発の基本法である昭  

    和 25 年の国土綜合開発法でありますが、その後、とくに遅れている北  

    海道と東北地方を対象とした北海道開発法、東北開発促進法が設けられ、  

    この地方に対する産業基盤の整備がはかられております。このうち、北  
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    海道開発法は、とくにこれを主管する機構と担当大臣が設けられ、特段  

    の力が入れられました結果、相当の実績をあげつつありますが、東北開  

    発促進法は、それによつて公共投資の量はその後かなりの伸びを見せて  

    おりますが、何分過去の遅れが甚しいため未だ十分な成果をあげるに到  

    つておりません。  

     その後、昭和 34 年より、北海道、東北以外の地方からも強い要請が  

    あり、各地方ブロツクの開発促進法が相次いで制定され、目下、基礎調  

    査並びに開発計画の作成が進められておりますが、（附表 3）これ等を統  

    〓した全国的規模での綜合開発計画の早期確立が強く要望されてきてい  

    るのであります。  

     昨年政府で策定されました「国民所得倍増計画」では、経済全体の視  

    野から、始めて全国的な産業立地の構想が試みられ．公共投資の経済効  

    率という観点から、昭和 45 年までの公共投資は、四大工業地帯を結ぶ  

    太平洋岸のベルト地帯優先という形がとられましたため、後進地域の側  

    から強い批判を受け、このため、目下策定されつつあります全国総合開  

    発計画では、全国を数個の経済圏にわけ各経済圏ごとにその発展の中核  

    拠点を育成するという、「拠点開発方式」の構想がとり入れられており  

    ます。  

    そしてこれの一つの具体的な施策として打ち出されましたのが、目下国  

    会で審議されております「新産業都市建設促進法案」であります。  

 

 

 

 

 

－8－  



写真あり  
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     しかし、この新産業都市建設の構想も、公共投資の経済効率はなお重  

    視され、その総花的分散をさけて、開発効果の高い経済発展の中核拠点  

    に重点的に投下しようというものであり、あとの地区へはその派及効果  

    を期待しようというものであります。したがつて、現在の後進地域の殆  

    んど大部分は、公共投資の配分の面において、今後、なお依然としてと  

    り残されるわけであり、後進府県の地域開発の推進は、公共投資の面か  

    ら思うようには進まない状態にあります。  

     このため私どもといたしましては、後進地域に公共投資の傾斜的配分  

    重点的配分を行なうよう機会あるごとに政府に要望を続けて参つており  

    ますが、しかし政府の経済効率という点から必ずしも後進地域の期待す  

    るような実質となつておらないのが現状であります。  

四大工業地帯に集中を強める公共投資 

（％）    

区       分 四大地域の比率 

29 年 

30〃 

31〃 

32〃 

33〃 

26.3 

23.8 

30.5 

30.5 

33.6 

（註）昭和 35 年度「経済白書による。 

 （2） 工業化の促進  

     所得格差是正の第二の方策は、以上のような産業基盤の整備と併行し  

    て工業化を促進することであります。このため、現在各府県では、工業  

    地帯の造成計画が作成され、工業用地、用水、道路、港湾等の立地条件  

    の整備を急ぐとともに、新規工業の誘致と既存工業の育成には、特段の  

    力が傾注され、また、新規に立地する企業等に対しては、企業の関連施  
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    設の整備助成を始め、奨励金の交付税の減免等、特別措置が講ぜられて  

    おります。  

     しかし、近年、貿易の自由化促進を控え、各企業の消費地、臨海立地  

    の傾向が非常に強まつて参りましたため、大企業の地力分散は非常に困  

    難の度を加えてきております。このため、各自治体においては、大企業  

    の誘致に過大の期待をかけることなく、むしろ地場産業の育成につとめ  

    て徐々に地方工業の集積の度を高め、或は、後進地域のもつている有利  

    性、たとえば、労働力が豊富で賃金が安いとか、生活環境が行き詰つて  

    いない等の面に着目し、かゝる方向にそつた工業誘致への努力が地道に  

    重ねられつつあります。  

     しかし、この場合にあつても、財政力の乏しい後進県が企業誘致に独  

    力で特別助成を行うことは、財政面から著しく制約され、また、それは民  

    生福祉等他の行政経費を圧縮することともなり兼ねない現状であります  

    ので、やはり国による助成があわせて必要であります。このため、低開  

    発地域に立地する企業に対する国の税制面等からの特別助成措置として、  

    昨年「低開発地域工業開発促進法」が制定され、また、金融面から後進  

    地域の企業の振興を助成するため、北海道東北開発公庫及び開発銀行等、  

    特殊の政府金融機関によつて長期かつ低利の地方開発融資が行われてお  

    り、現在のところは、財政投融資の中に占める比重は未だそれ程大きく  

    はありませんが、整備に今直ちに大きな期待がもてないとすれば、この  

    ような金融、税制面等による企業の誘致、工業化の促進助成が、今後な  

    を一そう重大な役割をもつてくるものと考えられます。  

北海道東東北開発公庫の融出資の伸長状況（東北分）     （億円）  

年  次 32 年 33 年 34 年 35 年 

融出資額  36  63  65  80 
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     なお、国営企業の設立によつて、直接後進地域の生産活動にのり出す  

    方法として、東北開発株式会社が設けちれておりますが、現在までのと  

    ころは、未だ思うような成果をあげるには到つておりません。  

 （3） 農業の生産性向上  

     所得格差是正の第 3 の方途は、農業の生産性向上をはかることであり  

    ます。  

     わが国の農業はモンスーンがもたらす湿度と調和して、水稲作を中心  

    とする農業が発展してきたのでありますが、第二次大戦後は、食糧の増産  

    という観点から、狭い国土を 高に利用し 大の生産をあげることに力  

    が入れられてまいりました。  

     この結果、現在では、農地の単位当りの生産量では、世界 高の高さに  

    到達しております。（附表 4）  

     しかし、水稲中心のわが国の農業は、主穀農業の特性としまして、労  

    働力需要の季節性が強く、労働集約度が極めて高い経営となつており、  

    反面資本装備は極めて低いものにとどまつております。このため、その  

    経営規模は、一農家あたりの耕地面積でみれば、ヨーロツパ諸国の約 4 

    分の 1 程度、アメリカと比較致しますれば、その約 40 分の 1 という極めて  

    零細な規模であり、しかも、この小さい単位の農地に極めて多くの農業  

    就業者が従事しておりますため、就業者 1 人当りの生産額では、世界  

    低という状態であります。  

     したがつて、この低い生産性を引き上げ、資本装備の高い近代的農業  

    にすることがわが国農業の大きな課題でありますが、近年経済の高度成  

    長に伴つて、農業人口が急速に減少をし始めましたため、「過剰就業」  

    「零細農耕」という今までその近代化を阻んでいた大きな障害が、漸く  
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    崩されるキツカケがでてきたのであります。  

     このようにわが国の農業は、西欧諸国と比べれば数十年も遅れて、今  

    漸く農業近代化への急速な変ぼう過程に第一歩を踏み出しつゝある現状  

    でありますが、このため、昨年「農業基本法」が始めて制定され、現在  

    これを根幹として、農作業の機械化、農業経営の共同化を始め、農地保  

    有の合理化、集団化等経営規模の拡大をはかるという農業の構造改善事  

    業が、強力に進められております。また、従来の米麦中心の主穀農業か  

    ら、 近の食糧需要構造の変化に対応して、畜産、果樹、酪農、そ菜等  

    の成長農産物への拡大が進められており、これら新しい分野の農業は、  

    主産地形成を中心に推進されてきております。  

     しかし、農業近代化への過程におい 

    てさまざまな問題が同時にでてきてお 

    りまして、たとえば 近における農村 

    からの人口流出が、若年労働力がその 

    大部分を占めておりますため、農村に 

    残る人口構成が次第に老令化、女性化 

    しつゝあり、また、農業就業人口全体 

    としてはなお過剰でありながら、時期 

    的には、春秋2回の農繁期に農村の労 

    力不足、雇用労賃の高騰という現象が 

    表面化し、また、農業への機械導入等 

    固定投資が進んで参りました反面、小 

    さな経営規模の枠に阻まれて却つて投 

    資効率の低下を招く等、構造変化への 
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農家人口の老令化の傾向 

       （秋田県）  （％） 

年   令 
30 年から 35 年 

 までの増減率 

15 才以下 △  6.8 

16～19 才 △  19.7 

20～29 才 △  10.9 

30～39 才    18.1 

40～49 才    2.8 

50～59 才    4.6 

60 才以上    19.8 

計 △  2.2 

農業就業者の女性化の傾向 
         （秋田県）（％） 

年  次 男 女 
昭和 25 年 51.2 48.8 

30 48.4 51.6 
35 45.8 54.2 



    過程における種々の摩擦現象が大きく出てきております。  

     このため、今後においては、農業の構造改善施策と同時に、その過程  

    において生ずるさまざまの問題を同時に解決するよう総合的な施策が強  

    く必要とされ、また、経営規模を拡大し、選択的拡大をはかるためには、  

    現在のわが国の農家の資本力は極めて弱体でありますので、とくに資金  

    面について国の強力な助成が必要とされております。  

     また、今後の農業は、いままでの自給生産農業から商品生産農業に移  

    行することが必要であり、特に畜産、酪農等については貿易自由化によ  

    る国際競争の影響をうけることとなりますので、生産コストの低下を〓  

    かると共に、価格、流通機構の整備が急がれ、この〓についての施策が  

    極めて重要となつてきております。  

 （4） 教育、生活環境の改善  

     所得格差の是正を図るには、以上のような生産面の立遅れを是正する  

    と共に、あわせて生活面の遅れをも解消することが必要であります。  

     わが国においては、第二次大戦後の民主主義を背景として、単に所得  

    の格差のみならず、文化的、社会的施設の均衡を求める意識が非常に強  

    くなつており、この面における格差が企業誘致の障害になり、また、後  

    進県の若年労働力が都市に流れて行く一つの要因ともなつております。こ  

    のため、各府県においては、住宅、上下水道等の生活環境施設の整備を  

    はじめ、厚生面の整備にも力が入れられ、また文化的施設の建設、充実  

    によつて、遅れた民度の解消が積極的に図られております。  

     また、これからの新しい機械化農業や、商品生産農業には、高度の技  

    術と経営能力とが要求され、また工業においても、新らしい科学技術を  

    身につけた労働力が要求されてきましたため、人的資質の向上の観点か  
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    ら農村青少年の教育、科学技術教育の拡充、職業技能訓練等が、各府県に  

    において特に大きくとり上げられてきており、郷土発展の担い手である  

    「人」づくり、そのための教育が極めて重要視されてきております。  

 （5） 地方財政を通ずる所得格差縮少策  

     なお、所得格差是正の方策としてとられておりますものに、地方財政  

    を通ずる格差縮少策があります。 

     近における経済成長は、府県税 

    収入についても一層高所得への偏在 

    を強めており、1 人当り府県税収入 

    額では、高所得県と低所得県とでは約 

    4 倍の開きがあります。しかし、他 

    方、国から地方へは地方交付税

等の形で国税収入の約半分の額が還元さ  

    れており、その結果、これら国から交付される地方交付税等を含めた一  

    般財源を、住民 1 人当りで比較すれば、高所得県も低所得県も略同額に  

    なつており、1 人当り歳出総額で対比した場合には、むしろ低所得県の  

    方が若干高い状態になつております。  

住民 1 人当一般財源並びに歳出総額等の比較 昭和 35 年度（円） 

区  分 1 人当り府県税収入 1 人当り一般財源 1 人当り歳出総額 

A グループ 
5,764 

（154.3）％ 

6,573 

（103.2）％ 

12,810 

（99.0）％ 

B グループ 
1,495 

（40.0） 

6,555 

（102.9） 

13,563 

（104.8） 

全   国 
3,736 

（100.0） 

6,371 

（100.0） 

12,943 

（100.0） 

（註）  A グループ……（平均財政力指数 50％以上の県） 

東京都、大阪府、神奈川県、愛知県、静岡県、兵庫県、福岡県、京都府、広島県、

山口県、埼玉県 B グループ……（30％以下の県） 

佐賀県、宮埼県、大分県、青森県、岩手県、山形県、秋田県、鹿児島県、鳥取県、

徳島県、高知県、島根県、山梨県 
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  大都市に偏在する府県税収入 

              （％） 

区   分 昭和 30 年 昭和 34 年

既成工業地帯  50.7  56.7 

ベ ルト地帯  26.8  24.1 

開 発 地 帯  11.9  10.3 

そ の他地帯  10.6  8.9 

計 100.0 100.0 



     わが国の府県における税財政の実態は、財源構成の面において国庫へ  

    の依存度が極めて高く、府県歳入総額中に占める税収入の割合は 31％  

    にとどまり、国庫依存財源が約半分の 50％に及んでおります。  

府県財源の自主性  （昭和 35 年）   （％） 

自 主 財 源 依 存 財 源 

区  分 
地 方 税 雑 収 入 交 付 税 譲 与 税 

国 庫 

支出金 

その他 

  高 

（東京） 
63 17 ― 1 14 5 

  低 

（鹿児島） 
9 10 36 5 36 4 

全  国 31 13 17 3 29 7 

 

     いま、これを府県別にみてみますと、全国  

    46 都道府県のうち、府県税収入が歳入総額  

    の 10％に満たない府県が 5 県、10％台と  

    いう府県が 26 県もの多きにのぼつており、  

    50％をこえる府県は東京、大阪、神奈川の  

    僅か 3 都府県に過ぎない状況であります。  

     これは、わが国における経済発展の地域的  

    不均衡のために生じたもので、この団体間の財政力を均衡化するために  

    は、勢い地方交付税等の国庫財源の調整的配分に頼らざるを得ず、財政  

    面における府県の自立性が極めて弱く、中央集権的な仕組となつている  

    のであります。  

     このため、私共全国知事会といたしましては、永年に亘り府県財政の  

    自主性の確立、自主財源の増強を強く政府に要望し、制度の改正を望ん  

    で参つておりますが、国、地方を通ずる税源の根本的配分は今後の大き  
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税収の割合 

   （昭和 35 年） 

段  階 県  数 

10％未満 
10％ 台 
20％ 台 
30％ 台 
40％ 台 
50％ 台 
60％ 台 

 5 
26 
 7 
 3 
 2 
 1 
 2 



    な問題として残されております。  

     このように、地方財政を通じて、財政力の強い県より財政力の弱い県へ  

    の国税分の移転が行われることにより、所得格差の是正がある程度行わ  

    れているわけであります。  

     なお、財政力の弱い後進地域の府県において、国の公共投資の受け入  

    れを容易にさせるため、国の負担割合をかさ上げするという立法措置が  

    昨年から実施され、昭和 36 年度において、総額 174 億円の財政措置  

    がなされましたが、これも財政面から地域格差を是正するための新しい  

    方向となつております。  

 

4．  結  び  

    後に御報告申し上げたいことは、わが国においては、 近の地域開発  

   問題の解決に、府県がまことに積極的な役割を果していることであり、ま  

   た、府県行政の重点も、これまでの単なる行政施設水準の向上ということ  

   から、さらに積極的に“地域の経済開発”、それを通じての地域住民の所  

   得水準の向上という方向にむかつてきたことであります。  

    これに関連して 近の傾向として注目されますことは、実は、現在、殆  

   んどの府県が国の所得倍増計画等に対応して、各府県における長期の、か  

   つ総合的な経済開発計画を策定しており、これによつて、格差の縮少等、  

   短期間には解決困難な多くの地域問題を、一定の計画のもとに力強く進め  

   ていることであります。  

    このため、道路、橋梁等の施設整備の事業も、これまでのように、国の  

   計画乃至は地域住民の要望によつて個々に進めるというのではなく、その  

   地域の綜合的な地域開発計画の一環としてこれと有機的連けい性を保たせ  

 

－17－  



   ながら実施されるようになつてきたことであります。  

    このように、府県は、今や地域開発の主導的担い手として動き始めてお  

   り、このため、地域開発計画に関する国の施策の方が、むしろこの府県の熱意 

   と積極性に動かされて、あとからこれを追うという状態にあります。  

    その 2 は、 近の地域開発問題が、一つの府県という行政区域の中だけ  

   では解決できないものが多くなり、このため行政区域を超える経済圏を基  

   盤とし、それらの地域の一体的有機的連けい性の上に総合的に計画し、実  

   施して行こうという機運が強く出され、隣接する府県相互間の協調、連絡  

   或は協議会等の方式により、地域開発の総合計画、広域的開発が進められ  

   始めましたが注目されます。  

    北海道、東北、北陸、中国、四国、九州の各地方ブロツクを単位とした  

   特別立法に基く地域計画が進められておりますのも、このような傾向を背  

   景としたものであります。  

    しかし、このような地域開発、地域格差の是正を進めて行くに当つては、  

   財源の面において、府県は、基盤整備等を行い得る力に乏しく、大巾に国  

   の財源に頼らざるを得ない現状にあり、また、基盤整備等の重要な開発事  

   業は、国の直轄乃至は国庫負担事業として行なわれるため、府県の自主性  

   が少く、府県独力で行い得る分野は著るしく制約されている現状にありま  

   す。  

    このため、私ども全国知事会と致しましては、府県の 重要課題である  

   この地域開発の問題をもつと自主的に推進できるよう、国からの事務の委  

   譲、権限の委譲を要望するとともに、財源についても、国、地方を通ずる  

   税源の再配分について強く要望を続けて参つております。  

   以上をもつて、私の報告を終らせて戴きます。  
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附表 1． 

戦 後 年 間 経 済 成 長 率 
   1－1 国際比較           （1948～1958 間一年平均） （％） 

区  分 成 長 率 国  名 成 長 率 

西 ド イ ツ 8.4 ス イ ス 3.9 

日 本 8.2 ス エーデン 3.5 

オーストリア 7.9 ベ ル ギ ー 3.4 

フ ラ ン ス 5.8 ノ ルウエー 3.0 

イ タ リ ア 5.5 ア メ リ カ 3.0 

オ ラ ン ダ 4.6 デ ンマーク 2.9 

カ ナ ダ 4.2 イ ギ リ ス 2.4 

    

（註） 国際決済銀行 1959 年報 
 
 
    1－2 近の日本の状況                     （％） 

区    分 成  長  率 

1959 年 17.2 

     1960 13.2 

     1961 10.3 

 
（註） 経済企画庁調による 
 
 
 
 
 
 



 
附 表 2．  人 口 の 増 減 状 況（35 年／33 年）      （％） 
A，地域 
    1） 関 東 臨 海 
    2） 近 畿 
    3） 東 海 
    4） 九 州 北 部 

 
    7.0 
    4.1 
    2.8 
    0.0 

B，地域 
    5） 関 東 内 陸 
    6） 北 陸 
    7） 山 陽 
    8） 四 国 北 部 

 
    0.0 
   △0.1 
   △0.9 
   △2.3 

C，地域 
    9） 北 海 道 
   10） 東 北 
   11） 山 陰 
   12） 四 国東南部 
   13） 九 州南西部 

 
    1.1 
   △0.9 
   △2.5 
   △2.2 
   △2.1 

 
 

 
労働力需要県 

 
 
 
 
 
 

 
労働力供給県 
 

附表 3．  各地方ブロツクの開発促進法一覧 
区    分 制 定 年 月 日 目    的 

北海道開発法 昭和 25 年 5 月 1 日 北海道における資源の総合 
的な開発に関する基本事項 
を規定することを目的とする。 

東北開発促進法 〃32 年 5 月 27 日 同    上 
九州地方開発促進法 〃34 年 3 月 30 日 〃 
四国地方開発促進法 〃35 年 4 月 28 日 〃 
北陸地方開発促進法 〃35 年 12 月 27 日 〃 
中国地方開発促進法 〃35 年 12 月 27 日 〃 
首都圏整備法 〃31 年 4 月 26 日 首都圏の整備に関する総合 

的な計画を策定し、その実 
施を推進することにより、 
わが国の政治、経済、文化 
等の中心としてふさわしい 
首都圏の建設とその秩序あ 
る発展を図ることを目的とする。 

 



 
附 表 4．   農 業 生 産 性 の 国 際 比 較 
 
 第 二 次 大 戦 後 

区   分 
農業就業人口 1 人 

 
当り農業純生産額 

耕地面積 1 ヘクタ 
ール当り農業純生 
産額 

1 農家（農場）当 
 

り耕地面積 

合 衆 国 
（ドル）

2,766 
（ドル）

105 
（ヘクタール） 

40.4 

カ ナ ダ 2,614 67 62.9 

英 国 2,045 316 14.8 

デンマーク 1,616 296 13.4 

オ ラ ン ダ 692 438 4.3 

西 ド イ ツ 550 323 4.4 

イ タ リ ア 412 222 3.6 

イ ン ド 176 84 ………… 

日 本 164 582 1.0 

タ イ 152 245 ………… 

 
  註  U n i t e d  n a t i o n s ,  S t a t i s t i c a l  Y e a r  B o o k  
     1954 による。 
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 （参 考 表）    日 本 に お け る 地 域 間 所 得 格 差 の 状 況    （％） 

 
所 得 格 差 所 得 格 差 

区  分 
31 年 32 年 33 年 

都道府県名 
31 年 32 年 33 年 

 1．東 京 
 2．大 阪 
 3．兵 庫 
 4．神奈川 
 5．愛 知 
 6．福 岡 
 7．京 都 
 8．北海道 
 9．静 岡 
10．富 山 
11．奈 良 
12．石 川 
13．香 川 
14．広 島 
15．滋 賀 
16．福 井 
17．山 口 
18．大 分 
19．岐 阜 
20．埼 玉 
21．和歌山 
22．長 野 
23．岡 山 
24．千 葉 
25．新 潟 
26．三 重 

175.9 
160.2 
130.5 
132.9 
124.8 
108.7 
113.4 
94.6 
96.8 
97.2 
89.1 
91.4 

100.9 
91.4 
91.2 
90.6 
96.1 
79.3 
86.3 

 
95.4 
87.1 
89.1 
83.7 
82.9 
84.1 

178.9 
160.4 
133.1 
137.8 
133.3 
112.0 
114.3 
101.6 
98.7 
99.4 
89.8 
90.9 
97.4 
91.0 
90.3 
89.6 
92.0 
83.1 
88.7 
92.1 
89.5 
83.7 
86.8 
82.9 
83.3 
85.3 

185.0
157.9
150.1
142.2
124.1
118.1
114.2
104.1
103.3
100.3
98.8
97.6
97.1
96.6
92.9
91.8
91.5
90.9
90.9
90.4
89.8
89.4
88.4
86.5
86.2
85.9

27．愛 媛 
28．高 知 
29．栃 木 
30．長 崎 
31．群 馬 
32．山 形 
33．鳥 取 
34．茨 城 
35．佐 賀 
36．宮 城 
37．福 島 
38．島 根 
39．山 梨 
40．秋 田 
41．徳 島 
42．青 森 
43．熊 本 
44．岩 手 
45．宮 崎 
46．鹿児島 

86.7
80.8
86.7
81.0
77.9
79.4
80.5
76.8
77.7
76.1
76.6
77.5
77.2
82.1
76.7
74.9
78.4
71.9
71.2
60.6

84.9 
81.3 
86.2 
78.6 
77.5 
80.1 
76.7 
79.4 
77.4 
77.4 
74.5 
76.1 
76.6 
80.3 
74.9 
73.2 
75.6 
71.8 
64.3 
59.5 

84.5
84.3
83.9
83.5
83.1
82.5
82.0
81.3
81.0
80.2
79.9
79.0
77.6
77.3
77.2
77.2
75.1
72.0
69.0
62.3

 



（ 2 ）  ア ン ダ ー ソ ン 知 事 （ カ ン サ ス 州 ）  

    東 知 事 閣 下 、 仁 愛 な る 主 催 者 で あ り 、 議 長 で あ る 内 山 知 事  

   閣 下 、 そ し て 同 僚 で あ ら れ る 日 本 の 知 事 各 位 、 ま ず 、 初 に  

   ア メ リ カ 知 事 代 表 団 を 代 表 し て 、 す ば ら し い 主 催 者 役 の 内 山  

   知 事 な ら び に 日 本 知 事 各 位 の 温 か い も て な し と 友 情 に 対 し て  

   感 謝 の 意 を 表 明 す る 機 会 を 与 え ら れ た い 。  

    我 々 す べ て の も の は 、 我 々 が こ れ ま で の 旅 行 中 に 出 会 つ た  

   政 府 関 係 者 並 び に 一 般 の 人 々 ば か り で な く 、 道 す が ら 町 や 村  

   で 会 つ た た く さ ん の 子 供 た ち や 学 童 た ち の 友 情 あ ふ れ る 微 笑  

   と 拍 手 か つ さ い に 大 変 感 動 を 受 け ま し た 。 我 々 す べ て の も の  

   は 、 多 く の 善 意 が こ の 旅 行 か ら 必 ず 生 ま れ 、 両 国 国 民 の 間 の  

   理 解 を 深 め 、 相 互 の 問 題 解 決 の 道 が ひ ら け る も の と 感 じ て お  

   り ま す 。  

    さ て 、 議 題 に 供 さ れ た 問 題 に つ い て 述 べ る こ と に 致 し ま す 。  

   合 衆 国 に お い て は 、 地 域 経 済 格 差 と い う も の は あ り ま す が 、  

   そ れ ら は 現 在 に お い て は 、 そ れ が 過 去 に お け る よ り も そ れ 程  

   顕 著 で は あ り ま せ ん 。 国 民 に 影 響 す る ほ ど の 経 済 の 著 し い 格  

   差 は あ る 程 度 な く な り つ つ あ り ま す 。 し か し な が ら 、 我 々 は 、  

   こ れ ら の 格 差 の た め に 政 府 と し て 多 く の 問 題 を 持 つ て お り ま  

   す 。 そ し て 私 は 、 日 本 に も 我 々 と 同 じ よ う な 問 題 が お あ り の  

   こ と と 解 信 し て お り ま す 。  

    ご 承 知 の と お り 、 合 衆 国 は 、 気 候 、 天 然 資 源 人 口 密 度 の 異  

   な る 広 大 な 地 域 を も つ て お り ま す 。 日 本 と 同 様 に 、 合 衆 国 に  

   は 地 理 的 に 他 よ り 広 大 な い く つ か の 地 域 や 州 が あ り 、 ま た 他  
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   よ り 非 常 に 富 裕 な い く つ か の 州 が あ り ま す 。あ る 州 は 資 源 に 富  

   み 、ま た 他 の 州 は 地 方 政 府 お よ び 州 政 府 に 与 え る 税 収 が 他 よ り  

   富 ん で お り ま す 。  

    貴 国 と 同 様 に 、農 業 人 口 は 年 々 減 少 し つ つ あ り 、食 糧 や 繊 維  

   原 料 を 、機 械 化 や 肥 料 や 改 良 種 の 使 用 に よ つ て 、増 産 す る た め  

   の 新 し い 方 法 が 見 出 さ れ て い る の で あ り ま す 。こ の こ と は 合 衆  

   国 に お い て 多 く の 経 済 問 題 を 提 起 し て い る の で あ り ま す 。農 産  

   物 を 多 量 に 生 産 す る と 、そ の 価 格 は 下 が り 、い ま だ に 全 生 計 を  

   農 業 に 頼 ら な け れ ば な ら な い 小 規 模 農 家 は 、深 刻 な 影 響 を こ う  

   む る ほ ど で あ り ま す 。  

    で あ り ま す か ら 、合 衆 国 の 中 央 政 府 は 補 助 制 度 を つ く り 、実  

   行 し て お り ま す 。す な わ ち 、農 産 物 に 支 持 価 格 制 度 を と り 、食  

   糧 と 繊 維 原 料 を 買 い 上 げ 、生 産 物 の 消 費 と 価 格 に 関 す る 制 度 に  

   よ り 、貯 蔵 と 支 持 価 格 を 通 し て 調 整 し な が ら 、あ る も の は 学 校  

   そ の 他 で 使 用 す る た め 農 産 物 の 分 配 を 行 な つ て い る の で あ り ま  

   す 。  

    こ の ほ か 、経 済 格 差 と し て は 、天 然 資 源 を 有 す る 地 域 と そ の  

   経 済 情 勢 の 変 化 に よ る 影 響 に 関 す る 問 題 が あ り ま す 。大 炭 鉱 地  

   帯 で は 広 範 な 経 済 問 題 に 直 面 し て お り ま す 。と い う の は 天 然 ガ  

   ス や 石 油 製 品 の よ う な 他 の 鉱 物 資 源 が 家 庭 に 限 ら ず 、工 業 用 に  

   使 用 さ れ 出 し た か ら で あ り ま す 。こ れ ら の 炭 鉱 都 市 の 窮 乏 し た  

   地 区 は 、中 央 政 府 の 援 助 を 要 請 し て お り ま す し 、我 々 は 都 市 の  

   再 開 発 と 炭 鉱 労 務 者 の 転 職 を 援 助 す る た め の 職 業 訓 練 計 画 を 実  

   施 し て お り ま す 。  
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    我 々 は 昨 日 、 木 工 技 術 の 訓 練 を 求 め る 多 く の 人 々 に そ の 訓  

   練 を 与 え て い る 訓 練 所 を 訪 問 し て 、 参 考 に な り ま し た 。  

    ア メ リ カ で 多 く の 人 が 認 め て い る 他 の 問 題 は 、 大 会 社 あ る  

   い は 他 の 諸 国 で し ば し ば 呼 ば れ る と こ ろ の カ ル テ ル （ 企 業 連  

   合 ） の 増 加 傾 向 で あ り ま す 。 そ し て こ れ ら の 大 会 社 は 小 企 業  

   者 を 競 争 に よ つ て 倒 産 さ せ て お り ま す 。 そ し て 、 こ れ が 地 域  

   経 済 格 差 を 生 ぜ し め る の で あ り ま す 。 と い う の は 、 大 企 業 が  

   あ る 理 由 で 通 例 は 利 潤 の た め に 地 理 的 に 場 所 の 変 更 を 決  

   め る と 、 一 共 同 社 会 、 す な わ ち 市 や 州 の 経 済 に 重 大 な 調 整 が  

   な さ れ な け れ ば な ら な い の で あ り ま す 。  

    こ の よ う な 問 題 が 繊 維 産 業 に あ り ま し て 、 そ れ は こ の 産 業  

   の 重 要 部 分 が 合 衆 国 の 北 東 部 か ら 南 部 へ 移 動 し た の で あ り ま  

   す 。  

    こ れ ら の 問 題 を あ る 程 度 解 決 す る た め に 、 州 政 府 は も ち ろ  

   ん の こ と 中 央 政 府 も ト ラ ス ト （ 企 業 合 同 ） 禁 止 法 な い し 独 占  

   禁 止 法 に よ る 規 制 計 画 を 推 進 し て お り ま す 。 政 府 が こ の よ う  

   な 計 画 を す る 真 の 理 由 は 、 独 占 を 禁 止 す る た め で あ り ま す 。  

   し か し 我 々 す べ て が 知 つ て い る よ う に ま た 日 本 で も 同 じ 問  

   題 を お 持 ち の こ と と 存 じ ま す が そ の 解 決 は あ ら ゆ る 段 階 の  

   政 府 の 行 な う 仕 事 の 重 要 な 部 分 を 占 め て お り ま す 。  

    一 地 域 の 経 済 格 差 と そ ゐ 事 情 の 変 化 に つ れ て 、 教 育 上 調 整  

   し な け れ ば な ら な い 問 題 が 起 こ つ て き ま す 。 と い う の は 、 人  

   口 が 農 村 か ら 都 市 へ 移 動 す る と こ の 点 で 私 の 州 に は 特 別 な  

   問 題 が あ り ま す が 、 都 市 は 拡 大 し 、 農 村 社 会 は 縮 少 し 、 こ の  
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   た め 我 々 は 都 市 に お い て 新 し く 学 校 校 舎 を 建 設 し 、 そ の 地 域  

   の 学 校 区 を 変 更 し な け れ ば な り ま せ ん 。 我 々 は 都 市 に お け る  

   人 口 の 変 化 を 調 整 す る た め 、 道 路 建 設 の 問 題 を か か え て お り  

   ま す 。 そ し て 現 在 合 衆 国 で は 、 州 間 の 道 路 を 建 設 す る 計 画 を  

   進 め つ つ あ り ま す 。 そ し て そ の 道 路 建 設 に は 連 邦 政 府 が 建 設  

   費 の 9 0％ を 負 担 し 、 州 政 府 が 1 0％ を 受 け 持 つ て い る の で  

   あ り ま す 。 こ の よ う に し て こ れ ら の 道 路 は 州 に 建 設 さ れ 、 我  

   々 は 東 西 を 走 る 連 絡 道 路 と す べ て の 州 の 境 界 線 を 結 ぶ 多 く の  

   南 北 に 走 る 連 絡 道 路 を 持 つ に 至 る の で あ り ま す 。  

    我 々 の 地 方 政 府 は 、 政 府 の 仕 事 に 要 す る 経 費 を 十 分 に ま か  

   な う に 足 る 税 源 の 捻 出 問 題 を つ ね に か か え て お り ま す 。 す な  

   わ ち 、 適 正 な 収 支 を 保 つ こ と で あ り ま す 。 こ れ は し ば し ば 地  

   方 、 州 、 お よ び 連 邦 政 府 間 の 課 税 計 画 に お い て 非 常 に 微 妙 な  

   問 題 と な り 、 ま た こ れ は つ ね に 関 心 事 で あ り 、 真 に 検 討 を 必  

   要 と す る 問 題 で あ り ま す 。 こ れ は 地 域 社 会 、 あ る い は 州 や 国  

   に 奉 仕 す る 特 別 職 公 務 員 を 選 ぶ 選 挙 の 期 間 中 、 合 衆 国 で よ く  

   論 議 さ れ る 問 題 の 一 つ で あ る と い え ま し よ う 。  

    他 の 要 素 や 政 府 の 施 策 が 、 地 域 的 な い し 全 国 的 に わ た つ て  

   経 済 問 題 に 絶 え 間 な い 変 化 を 与 え て お り ま す 。端 的 に い え ば 、 

   そ れ ら の も の の い く つ か は 連 邦 政 府 の 賃 金 と 労 働 時 間 に 関 す  

   る 法 律 で あ り ま す 。 州 内 の 商 業 や 州 の 境 界 を 越 え て 行 な わ れ  

   る 商 品 の 交 換 に 関 し て 全 国 的 に 施 行 さ れ る 法 律 で あ り ま す 。  

   そ し て も ち ろ ん 交 換 の 方 法 や 政 府 の こ れ ら 施 策 の 実 施 は 、 あ  

   る 地 域 で は 異 な り ま す が 、 政 府 全 体 を 通 し て は 公 務 員 の 仕 事  
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   と さ れ て お り ま す 。 輸 送 や 商 品 の 交 換 、 商 品 の 輸 出 入 は 、 一  

   国 内 の 各 地 域 は も と よ り 、 他 の 諸 国 に も 関 係 し て い る も の で  

   あ り ま す 。 我 々 は 、 輸 送 や 通 信 の 手 段 が 変 わ り 、 進 歩 す る に  

   つ れ 、 ま た 国 民 や 政 府 間 の 相 互 理 解 が 改 善 さ れ る に つ れ て 、  

   我 々 の 州 内 の 我 々 の 国 内 の 、 そ し て ま た 世 界 の 諸 国 内 に お け  

   る 地 域 経 済 格 差 の 解 消 は よ り 促 進 さ れ る も の と 思 い ま す 。  

    後 に 、我 々 は 日 本 の 知 事 各 位 が 米 国 へ 来 訪 さ れ る の を 楽 し  

   み に し て お り ま す が 、 日 本 の 知 事 各 位 が 米 国 滞 在 中 、 我 々 は  

   よ り 多 く の も の を 詳 細 に わ た つ て 御 自 身 の 目 で 、 あ る い は 我  

   々 が 日 本 の 旅 行 中 い た だ い た よ う な 参 考 用 の 小 冊 子 や パ ン フ  

   レ ツ ト で も つ て 、 ア メ リ カ 合 衆 国 の 地 域 経 済 格 差 と そ の 均 衡  

   化 の 問 題 に つ い て 、 よ り 十 分 な ご 説 明 と ご 理 解 を 得 ら れ る よ  

   う お 手 伝 い で き る も の と 存 じ ま す 。 御 静 聴 を 感 謝 し ま す 。  

   （ 拍  手 ）  
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B， 意 見 発 表  

 （ 1）  ブ ラ イ ア ン ト 知 事 （ フ ロ リ ダ 州 ）  

    紳 士 諸 君 、 地 域 格 差 の 是 正 す る た め の 努 力 に 関 係 す る 問  

   題 の 一 つ に 、 採 算 の と れ な い 企 業 を 不 本 意 な が ら 維 持 す る  

   問 題 が あ り ま す 。 私 自 身 の フ ロ リ ダ 州 は 南 北 一 千 マ イ ル に  

   わ た つ て お り ま す が 、 フ ロ リ ダ 州 で は 地 域 に お い て 、 経 済  

   に お い て 、住 民 の 所 得 に お い て 、大 き な 格 差 が あ り ま す が 、  

   我 々 に は 十 分 な 教 育 の 機 会 に 加 え て 人 口 の 適 正 な 移 動 が 達  

   成 で き れ ば 、 人 口 そ れ 自 身 が 経 済 格 差 を 解 消 す る も の だ と  

   い う こ と を 発 見 致 し ま し た 。  

    一 例 を 申 し ま す と 、 私 の 州 の 北 部 で は 、 経 済 は お も に 主  

   要 殼 物 を 産 す る 小 作 農 に 依 存 し て お り ま し て 、 こ れ は 個 人  

   に と つ て 非 常 に 低 い 所 得 に し か な り ま せ ん 。 フ ロ リ ダ 州 の  

   他 の 地 域 は 、 よ り 工 業 化 さ れ 、 都 市 化 さ れ て お り ま し て 、  

   所 得 水 準 は 高 い の で あ り ま す が 、 我 々 は 低 所 得 地 域 に お い  

   て は 、 十 分 な 教 育 の 機 会 が 与 え ら れ れ ば 、 青 年 は 教 育 を 受  

   る に つ れ そ の 地 を 去 る 傾 向 が あ る 一 方 、 両 親 の 農 地 と 土 地  

   を よ り よ い 目 的 の た め に 転 向 さ せ る 傾 向 も あ り ま す 。私 は 、 

   一 例 を あ げ て 申 し ま す と 、 質 の よ く な い ト ウ モ ロ コ シ や 綿  

   や タ バ コ を 産 す る 農 場 を 、 よ り 少 な い 人 手 で 足 り る パ イ ナ  

   ツ プ ル の 裁 培 に 切 り 替 え れ ば 、 よ り 少 な い 資 本 投 資 で 、 多  

   く の 反 当 収 量 を あ げ る こ と が で き る と 思 う の で あ り ま す 。  

   ほ か の 例 で い い ま す と 、 一 頭 か 二 頭 の ら ば と 家 族 労 働 だ け  

   で 農 業 を 営 む 農 家 で は 、 自 分 一 人 が 食 べ て い け る だ け の 所  
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   得 さ え 得 ら れ な い た め 、 子 供 た ち は 農 村 か ら 去 つ て し ま う の  

   で あ り ま す 。 大 規 模 農 業 経 営 者 が こ の 土 地 を 買 収 し 、 こ れ を  

   牧 草 地 に 転 換 す る で あ り ま   よ う 。 牛 や そ の 他 の 家 畜 が こ  

   こ で 飼 育 さ れ 、 反 当 収 量 と 一 人 当 た り の 所 得 は か な り 向 上 す  

   る で あ り ま し よ う 。  

    で す か ら 、 私 が 御 忠 告 申 し 上 げ た い の は 、 我 々 が 政 府 の 援  

   助 で 経 済 格 差 を 是 正 す る た め に あ た つ て は 、 我 々 は 採 算 の と  

   れ な い 事 業 に 補 助 を し な い よ う 注 意 し た い 、 と い う こ と で あ  

   り ま す 。 ア ン ダ ー ソ ン 知 事 （ カ ン サ ス 州 ） が 簡 単 に ふ れ た よ  

   う に ― そ し て 私 は 大 変 重 要 な こ と と 存 ず る の で あ り ま す が ―  

   我 々 の 努 力 は い わ ゆ る テ ネ シ ー 流 域 治 水 開 発 管 理 局 （ T VA）  

   に よ つ て し ば し ば 代 表 さ れ る の で あ り ま し て 、 こ れ は 低 所 得  

   地 域 に 動 力 施 設 や 水 利 施 設 を 開 発 す る た め 、 多 額 の 投 資 を す  

   る こ と で あ つ て 、 こ れ に よ つ て 、 地 方 の 個 々 の 住 民 は 単 に 低  

   所 得 施 設 に 補 助 す る 代 わ り に 、 よ り よ い 種 類 の 産 業 と 、 よ り  

   よ い 所 得 を 生 む 経 済 に 転 換 す る こ と が で き る の で あ り ま す 。  

    私 は 、 日 本 で は 利 用 す る 土 地 が 少 な い こ と か ら 起 こ る 大 き  

   な 問 題 が お あ り の こ と を 、 ま た し た が つ て 職 業 の 流 動 性 が 達  

   成 で き な い こ と を 理 解 し ま し た が 、 も し 我 々 が 個 人 の 自 由 を  

   保 持 し よ う と す る な ら ば 、 ― こ れ が 我 々 す べ て の め ざ す 目 的  

   で あ り ま す が ― 我 々 は 個 人 を 経 済 的 に 援 助 し 、 ま た 個 人 が 自  

   分 と そ の 財 産 に も 適 し た も の を 経 済 的 に 活 用 す る こ と を 許  

   す よ う 取 り 図 ら は な け れ ば な ら な い と 思 う の で あ り ま す 。  

   （ 拍  手 ）  
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 （ 2）  マ ク ニ コ ル ズ 知 事 （ コ ロ ラ ド 州 ）  

    議 長 閣 下 、 私 は 貴 国 の 産 業 開 発 計 画 に 対 す る 計 画 性 と 先  

   見 性 に 深 く 感 銘 を う け た こ と を 申 し 上 げ た い 。 我 々 西 部 の  

   も の は 過 去 何 年 間 に も わ た つ て い く つ か の 重 大 な 問 題 に 直  

   面 し て き ま し た 。 我 々 は 、 一 つ の 型 の 事 業 だ け し か 行 な え  

   な い 地 域 で は 非 常 に 貧 弱 な 計 画 し か で き な い こ と を 発 見 し 、 

   数 年 前 か ら 多 角 的 な 経 済 計 画 に 着 手 し ま し た 。 合 衆 国 も 他  

   の 地 域 で も 同 じ 事 態 を 経 験 し て お り ま す 。 た と え ば 、 高 度  

   に 工 業 化 さ れ た ニ ユ ー イ ン グ ラ ン ド 地 方 （ 北 部 大 西 洋 岸 十  

   三 州 ） は 、 技 術 の 進 歩 と オ ー ト メ ー シ ヨ ン が 同 地 方 に は い  

   つ て く る と 、 繊 維 工 業 に 問 題 が 起 こ り 、 繊 維 工 業 は 大 部 分  

   が 輸 送 問 題 の た め に 資 源 に 近 い 地 方 に 移 動 し つ つ あ り ま す 。 

   我 々 は 西 部 地 方 で 多 目 的 経 済 を 開 発 す る た め の 計 画 に 大 き  

   な 努 力 を 払 つ て き ま し た 。  

    西 部 に お け る 我 々 の 経 済 は 大 部 分 が 初 期 の 時 代 に 始 め ら  

   れ 、 人 々 は 鉱 物 を 探 し 求 め 、 ゴ ー ル ド ラ ツ シ ユ が 到 来 し ま  

   し た 。 人 々 に は 合 衆 国 の 西 の 部 分 に や つ て 来 だ し 、 そ の た  

   め 我 々 の 当 時 の 経 済 は 鉱 物 経 済 で し た 。 そ し て す べ て の 人  

   は 、 鉱 物 産 業 に は 繁 栄 の ピ ー ク 時 と 下 落 時 が あ り 、 そ の 下  

   落 状 態 に 立 ち 至 る と 、不 景 気 に な る こ と を 知 つ て お り ま す 。 

   で す か ら 、 地 方 住 民 の 経 済 を 支 え る た め に は 何 か 他 の 型 の  

   産 業 や 他 の 型 の 事 業 を 持 た な け れ ば な り ま せ ん 。 そ こ で 我  

   々 は 次 第 に 羊 や 牛 を 飼 育 す る 家 畜 経 済 に 移 行 し て ま い り ま  

   し て 、 そ の 家 畜 経 済 は 標 高 の 高 い し か も 本 質 的 に 乾 燥 し た  
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   土 地 に 順 応 し て ま い り ま し た 。 こ の 西 部 の 全 地 域 は こ の 乾  

   燥 と い う 病 気 に の ろ わ れ て お り ま し て 、 こ の よ う に 水 は 西  

   部 に お け る 生 命 の 血 で ま す 。 そ う し て こ れ ら の 大 山 脈 、 た  

   と え ば ロ ツ キ ー 山 脈 地 帯 の 大 高 原 は 多 量 の 水 を は き 出 し て  

   お り ま す 。  

    我 々 の コ ロ ラ ド 州 は 、 我 々 の 河 川 か ら 流 れ 出 る 水 で ネ バ  

   ダ 、 ア リ ゾ ナ お よ び カ リ フ オ ル ニ ア 三 州 の 水 の 7 2 ％ を 供  

   給 し て お り ま す 。 ま た 我 々 は ワ イ オ ミ ン グ 、 ユ タ お よ び  

   ニ ユ ー メ キ シ コ 三 州 の 水 の 9 0％ を 供 給 し て お り ま す 。 で  

   す か ら 、 そ れ ら の 水 資 源 の 開 発 は 我 々 に と つ て 非 常 に 重 要  

   で あ り ま す 。 山 を 越 え て 家 庭 用 お よ び 工 業 用 に 水 を 移 動 さ  

   せ る こ と は 非 常 に 費 用 が か か る の で あ り ま す が 、 も し 西 部  

   と こ れ ら の 諸 州 が 物 事 の 性 質 上 、 経 済 的 地 位 を 確 保 し た い  

   な ら ば 、 こ れ は 非 常 に 必 要 な こ と で あ り ま す 。 そ こ で 我 々  

   は 多 く の 時 間 を 資 源 開 発 計 画 に 注 ぎ 込 み 、 鉱 物 と 名 の つ く  

   も の 、そ の 他 我 々 の 経 済 圏 に 影 響 を 与 え る さ ま ざ ま な も の 、 

   す べ て の 資 源 の 財 産 目 路 を つ く つ て お り ま す 。 我 々 は 家 畜  

   経 済 と 鉱 物 経 済 だ け で は 十 分 で な い こ と を 知 り ま し た 。 そ  

   の わ け は 、 家 畜 の 値 段 が 下 が つ た り 、 ま た 干 害 そ の 他 い ろ  

   い ろ な こ と が あ つ た 場 合 、 経 済 全 体 が く ず れ て し ま う か ら  

   で す 。 そ う い う わ け で 我 々 は 、 我 々 の 経 済 を 今 後 多 角 化 す  

   る こ と に 着 手 し た の で あ り ま す 。 そ し て 私 は こ の 日 本 に 来  

   て 非 常 に 生 ま れ 故 郷 に い る よ う な 気 が す る の で あ り ま す 。  

   と い う の は コ ロ ラ ド 州 の 大 部 分 の 土 地 が 我 々 が 今 日 こ こ に  
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   い る 地 方 と 非 常 に 似 か よ つ て い る か ら で あ り ま す 。  

    我 々 は 自 分 の 州 を 工 業 化 し よ う と し て お り 、 そ の た め の  

   計 画 を た て ま し た 。 そ の 意 味 で 、 観 光 事 業 も 非 常 に 重 要 と  

   な り 、 我 々 は 湖 を 開 発 し 、 レ ク リ エ ー シ ヨ ン 地 区 と い た し  

   ま し た 。 そ し て そ こ で は 、 こ れ ら の す ぐ れ た 自 然 の 景 観 を  

   も た な い 地 方 の 人 々 が こ こ に 来 て 、 我 々 の 湖 で 憩 う こ と が  

   で き る の で あ り ま す 。 大 ス キ ー 場 や ボ ー ト 業 は す べ て 非 常  

   に 重 要 な 産 業 と な り 、 こ れ に は 幾 百 万 ド ル も の 資 本 が 投 下  

   さ れ て お り ま す 。  

    我 々 は ま た 産 業 面 で 堪 能 に な り た い と 望 ん で ま い り ま し  

   た 。 そ こ で 我 々 は 何 年 間 に も わ た つ て ど う し た ら こ れ が で  

   き る か に つ い て 計 画 を 練 つ て ま い り ま し た 。 も ち ろ ん 根 本  

   的 な こ と は 動 力 源 を 持 た な け れ ば な ら な い と い う こ と で あ  

   り ま し た 。 産 業 は 動 力 を 必 要 と す る の で 、 我 々 は 水 力 発 電  

   を し な け れ ば な り ま せ ん で し た 。 こ う い う わ け で 、 こ れ ら  

   の 根 本 的 な 河 川 流 域 開 発 計 画 の 進 展 に 伴 つ て 、 我 々 に は 工  

   業 化 し つ つ あ り ま す 。 我 々 は あ ま り 重 工 業 は も つ て い ま せ  

   ん が 、 総 合 大 学 や 単 科 大 学 に 資 本 を 投 下 す る こ と に し ま し  

   た 。 こ こ で は さ ま ざ ま な 種 類 の 職 業 的 、 技 術 的 研 究 施 設 が  

   利 用 で き 、 ま た 高 い 研 究 費 を 支 払 う こ と が で き な い と こ ろ  

   に す れ ば 、 こ の こ と は 工 業 が 寄 つ て 来 る の を 刺 激 し 、 自 然  

   に 工 業 が 定 着 す る の で あ り ま す 。 我 々 は 自 分 の 州 に 職 業 教  

   育 を 整 備 す る こ と を む し ろ 怠 つ て き ま し た 。私 は 職 業 教 育 、 

   す な わ ち 種 々 の 職 業 学 校 が き わ め て 重 要 で あ り 、 職 業 教 育  
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   に も つ と 重 点 が 置 か れ な け れ ば な ら な い と 感 じ ま す 。 農 業  

   地 帯 の 人 口 が 少 な く な る に つ れ 、 こ れ ら の 人 口 は こ れ ら の  

   技 術 、 商 業 学 校 に 集 ま り 、 新 し い 進 歩 し た 技 術 の 使 い 方 に  

   堪 能 に な れ る の で あ り ま す 。  

    ブ ラ イ ア ン ト 知 事 が い い ま し た よ う に 、 我 々 は ま た 、 採  

   算 の と れ な い 産 業 や 事 業 を 維 持 し よ う と す る こ と が む し ろ  

   無 駄 な ゼ ス チ ヤ ー で あ る こ と に 気 が つ き ま し た 。 産 業 を 起  

   こ す に は 十 分 な 計 画 と 調 査 が 必 要 で あ り ま す 。 ま た 地 方 政  

   府 ば か り で な く 連 邦 政 府 と の 協 力 が 大 い に 必 要 で あ り ま す 。 

   我 々 は 、 州 政 府 と 連 邦 政 府 が こ れ ら の 計 画 策 定 に あ た つ て  

   我 々 を 助 け 、 私 企 業 に 役 に 立 つ 情 報 の 収 集 、 蓄 積 、 或 は 私  

   企 業 の 再 調 整 を 試 み 、 あ る い は 成 功 の 見 込 み が あ り 、 採 算  

   に 合 う だ ろ う と こ ろ の 産 業 を 確 立 す る こ と が で き る 分 野 が  

   あ る と い う こ と を 発 見 し ま し た 。  

    我 々 は 日 本 の み な さ ん も 同 じ だ と 私 は 確 信 致 し ま す が 、  

   私 企 業 の 制 度 を 保 持 す る こ と を 望 ん で お り ま す 。 我 々 は 国  

   民 に 教 育 を 授 け る た め に は 、 税 金 と 収 入 が な け れ ば な ら な  

   い こ と を 知 つ て お り ま す 。 我 々 は 、 個 人 が こ の 重 荷 を 負 う  

   だ け で な く し て 大 会 社 も 、 ア ン ダ ー ソ ン 知 事 が い つ た よ う  

   に 、 教 育 の 分 野 に 有 意 義 な 貢 献 を し な け れ ば な ら な い と 感  

   ず る の で あ り ま す 。 な ぜ な ら ば 、 工 業 は 大 き な 公 立 、 私 立  

   の 学 校 か ら す べ て の 技 術 者 、 職 業 人 を 得 て お り 、 ま た も し  

   こ の 自 由 企 業 の 組 織 を 動 か す 高 い 教 育 を 受 け た 、 資 格 の あ  

   る 人 々 を た く わ え て お く と こ ろ が な け れ ば 、 そ の 企 業 は 弱  
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   体 化 化 し 、 つ ぶ れ て し ま う か ら で あ り ま す 。 も し 我 々 が 自  

   由 企 業 体 制 を 是 と す る な ら ば 、 こ れ ら の 教 育 を う け た 技 術  

   と 教 育 の あ る 人 々 の 恩 恵 を 受 け る 大 企 業 は 、 そ れ ら が 受 け  

   た 恩 恵 に 比 例 し て 重 荷 の 分 け 前 を 支 払 う べ き で あ り ま す 。  

    こ の 意 味 で 、 あ な た が た の な さ つ て お ら れ る こ の 計 画 は  

   私 に と つ て 大 き な 興 味 が あ り ま す 。 私 が コ ロ ラ ド 州 の 知 事  

   に な り ま し て か ら の 六 年 間 に お い て 、 私 は 基 本 的 な 計 画 、  

   あ な た が た の い わ れ る “ 産 業 基 盤 の 確 立 ”、 に 莫 大 な 時 間  

   間 と 費 用 を つ ぎ 込 ん で き ま し た 。 こ の 基 本 計 画 が な く 、 ま  

   た 他 の 地 域 が 何 を し て い る か を 知 ら な い と き は 、 私 は い く  

   つ か の 州 に 職 員 を 派 遣 し て 、そ れ ら の 州 が 何 を し て い る か 、 

   ま た そ れ を ど の よ う に や つ て い る か を 発 見 し て 、 我 々 は 連  

   邦 政 府 や ほ か の だ れ か ら も 、 い か な る 種 類 の 類 型 化 や 指 導  

   を も 受 け ず に 全 体 計 画 を つ く る の で あ り ま す 。 我 々 は 自 分  

   自 身 の 開 発 と 繁 栄 の 水 準 を 探 求 し な け れ ば な り ま せ ん 。 し  

   か し こ れ を す る に は 、 こ の よ う な 利 口 な や り 方 が 要 求 さ れ  

   ま す し 、 ま た 私 は た し か に 今 日 こ こ で 多 く を 学 び ま し た 。  

   あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 （ 3）  安 孫 子 山 形 県 知 事  

    只 今 、 小 畑 秋 田 県 知 事 か ら 報 告 が あ り ま し た が 、 こ れ に  

   関 し ま し て 、 若 干 の 質 問 を し て 見 た い と 存 じ ま す 。  

    日 本 に お け る A， B， C 地 区 の う ち 、 大 体 北 海 道 、 東 北  
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   地 区 、 日 本 海 に 面 し た 地 方 、 九 州 の 南 部 、 四 国 の 南 部 と い  

   う と こ ろ が 、 先 程 報 告 の あ り ま し た C 地 区 で あ り ま す 。  

    そ こ で 、 大 都 市 に 人 口 が 集 中 い た し ま す の は 、 そ う い う  

   方 面 の 地 区 か ら 、 ど し ど し 人 が 出 て 行 く 訳 で あ り ま す が 、  

   人 口 の 移 動 状 況 を 見 ま す と 、 約 六 年 前 の 調 査 で は 、 人 口 の  

   減 少 い た し た 県 は 7 県 程 で あ り ま し た 。 そ れ が 昨 年 の 調 査  

   で は 、 人 口 の 減 少 い た し た 県 は 2 7 県 ぐ ら い に な つ て お り  

   ま す 。 こ の よ う に 人 口 の 都 市 集 中 化 が 、 こ こ 五 、 六 年 の 間  

   に 非 常 に 顕 著 に な つ て い ま す 。  

    そ の た め 、 先 程 お 話 し が 出 ま し た よ う に 過 大 都 市 の 問 題  

   や 、 そ れ か ら 地 方 の 農 業 面 か ら 申 し ま す と 、 人 口 が 流 出 い  

   た し ま す れ ば 、 経 営 規 模 が 広 が る こ と に な る 訳 で あ り ま す  

   が 、 若 い 連 中 が 皆 出 る こ と に な り ま す の で 、 農 業 従 事 者 が  

   女 子 や 老 年 者 で あ る と い う 傾 向 に な つ て 来 て お り ま す 。  

   こ の こ と は 勢 い 農 業 生 産 面 に も 悪 影 響 が 有 る と い う 悩 み を  

   持 つ て い る 訳 で あ り ま す 。 我 々 と い た し ま し て は 、 こ れ は  

   ど う し て も 解 決 を い た さ な け れ ば な ら な い 大 き な 問 題 で あ  

   る と 存 ず る も の で あ り ま す 。  

    勿 論 、 米 国 の 場 合 に は 、 非 常 に 地 域 が 大 き い の で あ り ま  

   す か ら 、日 本 の 場 合 と 殆 ん ど 趣 が 違 う と い わ れ て い ま す が 、 

   資 料 に よ り ま す と 、 米 国 で も 州 間 の 住 民 の 所 得 の 開 き と い  

   う も の が 大 体 1 0 0 に 対 し て 5 0 位 と な つ て お り ま す 。 日  

   本 の 場 合 は 1 0 0 に 対 し て 3 0 で あ り ま す 。 そ こ で 日 本 の  

   場 合 は 、 地 域 間 の 所 得 の 差 と い う も の が 問 題 に な つ て お り  
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   ま す 。  

    米 国 知 事 の お 話 し を 承 わ る と 、 米 国 で は そ れ 程 問 題 に な  

   つ て い な い よ う に 理 解 出 来 る 訳 で あ り ま す が 、 米 国 で は 、  

   そ の こ と が 相 当 問 題 に な つ て い る も の で あ る か ど う か 、 ま  

   た 日 本 程 に 痛 切 な も の で あ る か ど う か に つ い て お 質 ね し た  

   い と 存 じ ま す 。  

    そ れ か ら 人 口 の 州 間 の 移 動 、 い わ ゆ る 都 市 に 対 す る 人 口  

   の 過 度 集 中 と い つ た も の が 、 全 体 の 経 済 の 発 展 と い う も の  

   か ら 見 ま す と 、 決 し て 適 当 な こ と で は な い と 思 う の で あ り  

   ま す が 、 そ う い つ た も の の 議 論 が 出 て い る か ど う か に つ い  

   て 、 ま た そ れ を 調 整 す る よ う な 種 々 の 政 策 が 、 統 一 的 に 行  

   な わ れ て い る か ど う か の つ い て も 、 お 伺 い い た し た い と 存  

   じ ま す 。  

 

 

 （ 4）  ア ン ダ ー ソ ン 知 事 （ カ ン サ ス 州 ）  

    我 々 は 合 衆 国 に お い て 、 農 村 地 帯 か ら 都 市 へ の 人 口 の 変  

   化 に 関 す る 限 り 、 真 に か な り の 問 題 を 持 つ て お り 、 こ れ は  

   恐 ら く 一 都 市 か ら 他 の 都 市 へ の 人 々 の 動 き の 問 題 以 上 の も  

   の で あ り ま し よ う 。 農 村 地 帯 か ら 都 市 へ の 人 口 の 動 き の 程  

   度 に つ い て 少 々 申 し 上 げ ま し よ う 。 一 世 代 昔 に は 、 ア メ リ  

   カ で は 一 人 の 農 業 労 務 者 は 食 糧 を 自 分 自 身 の た め と 他 に 約  

   十 人 分 の も の を 生 産 し て お り ま し た 。 そ し て 今 日 の ア メ リ  

   カ に お い て は 、 機 械 化 と 農 業 技 術 の 発 達 に よ つ て 一 農 業 労  
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   務 者 は 自 分 自 身 の 分 と 他 に 四 十 人 か ら 五 十 人 分 の 食 糧 を 生  

   産 し て お り ま す 。 そ う い う わ け で 人 口 は 必 然 的 に 都 市 に 移  

   動 せ ざ る を 得 な く な り ま す 。 そ し て ア メ リ カ に お け る 諸 都  

   市 は 過 去 一 世 代 で 急 激 に 膨 張 し 、 ま た 都 市 間 お よ び 州 間 の  

   人 口 の 動 き は 顕 著 で あ り ま し た 。 こ れ は 人 口 に 比 例 し て 選  

   ば れ る 国 の 議 会 に お け る 議 席 数 に よ つ て も 多 分 現 わ れ て お  

   り ま し よ う 。 と い う の は 我 々 は 国 会 に お い て は 十 年 毎 に 、  

   国 勢 調 査 に 基 づ い て 、 下 院 議 員 の 数 を そ の 州 の 人 口 に よ つ  

   て 変 え な け れ ば な ら な い か ら で あ り ま す 。 私 の 州 で は 今 年  

   は 下 院 議 員 の 議 席 を 一 つ 失 い 、 ま た 他 の 多 く の 州 も 議 席 を  

   失 い ま し た が 、 そ の 他 の 州 で は 一 人 な い し 十 五 人 の 下 院 議  

   員 の 議 席 が 追 加 さ れ ま し た 。  

    定 年 に 達 し た 人 に よ る 州 に お け る 人 口 の 動 き は か な り あ  

   り ま し た 。 と い う の は 、 彼 ら は 一 生 の 仕 事 を 終 え る と 、 生  

   活 を 楽 し む と こ ろ へ 移 り た い と 望 み 、 そ の 結 果 、 ブ ラ イ ア  

   ン ト 知 事 の フ ロ リ ダ 州 は 、 気 候 が 一 年 中 多 く の 人 々 の 意 に  

   適 う の で 、 人 口 が 激 増 し て い ま す 。 他 の 州 で 人 口 が ふ え て  

   い る の は 、 た だ 私 企 業 か ら の 年 金 や 、 生 涯 た め た 自 分 の 貯  

   金 や 、 政 府 の 社 会 保 障 制 度 に よ る 社 会 保 障 年 金 な ど で 生 計  

   を た て て い る 退 職 者 が 一 共 同 社 会 内 に ふ え る と い う 事 実 の  

   た め で あ り ま す 。  

    大 都 市 が こ の よ う に ふ く れ る と 、 そ れ は 政 府 の 問 題 と な  

   り ま す 。 交 通 の 激 増 に 対 処 す る た め 道 路 が つ く ら れ な け れ  

   ば な り ま せ ん し 、 ま た も ち ろ ん 、 一 地 域 で の 大 勢 の 人 々 を  
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   収 容 す る た め の 学 校 を 新 し く つ く り 、 そ の あ と ま た 人 口 が  

   減 れ ば 、 そ の 学 校 は 不 必 要 と な り 、 さ ら に 彼 ら が 移 動 す れ  

   ば 、 ま た 他 の 地 区 に 学 校 を つ く ら な け れ ば な ら な い わ け で  

   あ り ま す 。  

    我 々 は 、 過 去 数 日 間 に い く つ か 拝 見 し ま し た よ う に 、 日  

   本 で お 持 ち に な つ て い る の と 同 じ 問 題 を ア メ リ カ で も 持 つ  

   て お り ま す 。  

 

 

 （ 5）  ブ ラ イ ア ン ト 知 事 （ フ ロ リ ダ 州 ）  

    こ れ ま で に 誰 か ら も お 話 が あ り ま せ ん で し た が 、 重 要 な  

   人 口 の 動 き の 一 例 を お 話 し た い 。  

    そ れ は 貧 し い 教 育 の な い 人 々 の 都 市 中 央 部 へ の 移 動 と 、  

   よ く 教 育 を 受 け た 人 々 の 郊 外 へ の 移 動 で あ り ま す 。 こ れ は  

   都 市 に お け る 開 発 と 社 会 的 な 援 助 計 画 を 必 要 と し て い ま す 。 

   と い う の は 、 都 市 は は じ め か ら 都 市 計 画 を も つ て お ら ず 、  

   ま た 税 源 が な い か ら で あ り ま す 。  

    貧 し い 人 々 が 市 の 中 央 部 へ 移 つ て く る と 、 財 産 の 価 値 が  

   下 落 し ま す 。 そ こ の 人 々 と 企 業 は 相 応 の 税 金 が 払 え な い う  

   え に 、 更 生 、 医 療 老 人 へ の 補 助 、 扶 養 家 族 へ の 援 助 に 対 す  

   る 要 請 が だ ん だ ん 大 き く な り ま す 。 ま た も ち ろ ん 、 こ ん ど  

   は 郊 外 へ 出 る 人 々 が 市 内 へ 昼 間 は 働 き に や つ て 来 、 夜 は ま  

   た 戻 る と い う わ け で 、 交 通 問 題 が 起 こ つ て き ま す 。 我 々 は  

   日 本 の よ う な よ く で き た 鉄 道 綱 を 持 つ て お り ま せ ん 。 ほ と  
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   ん ど の 人 々 は 自 動 車 で 動 き 、 こ の た め 道 路 と 駐 車 場 の 建 設  

   と い う 大 へ ん な 問 題 が 起 こ つ て き ま す 。 我 々 が 見 出 す こ と  

   の で き た た ゞ 一 つ の 本 当 の 解 決 策 は ― そ し て そ れ は い ま だ  

   完 全 な も の で は あ り ま せ ん が  ― 教 育 で あ り ま す 。 す な わ  

   ち 、 市 の 中 央 部 に は い つ て く る こ れ ら の 貧 し い 人 々 に 教 育  

   の 機 会 を 与 え 、 新 し い 職 業 を 訓 し 、 よ り よ い 賃 金 の 機 会 を  

   与 え る 産 業 の 開 拓 を 促 進 す る こ と が 、 私 が 我 が 国 で 見 出 し  

   た ほ ぼ 唯 一 の 長 期 的 解 決 策 な の で あ り ま す 。 と い う の は 、  

   我 々 は 彼 ら を 他 に 追 い 出 す こ と を 強 い る こ と が で き な い か  

   ら で あ り ま す 。 そ し て 我 々 は 彼 ら が 低 所 得 階 級 で あ る こ と  

   を 続 け て も ら い た く な い し 、 し た が つ て 我 々 は た だ 単 に 彼  

   ら が 自 分 自 身 で よ り よ い 仕 事 に つ け る よ う に 彼 ら の 教 育 を  

   改 善 し な け れ ば な ら な い の で あ り ま す 。  

 

 

 （ 6）  マ ク ニ コ ル ズ 知 事 （ コ ロ ラ ド 州 ）  

    こ こ で 一 言 申 し 上 げ た い 。 我 々 は 非 常 に 特 殊 な 事 情 に あ り  

   ま す 。 た と え ば 、 我 々 の 州 の 一 地 域 に は こ こ と 全 く 同 じ よ う  

   な 山 岳 地 域 に あ り な が ら 、 莫 大 な 資 源 を も つ 地 域 が あ り  

   ま す 。 同 地 方 は 泥 板 岩 の 中 に し み 込 ん だ 石 油 が 異 様 な ほ ど  

   産 出 し ま す 。 い ま で は こ の 州 の 一 地 方 に あ る 泥 板 岩 の 鉱 床  

   に 含 ま れ る 石 油 は 、も し 採 算 が と れ て 開 発 さ れ う る な ら ば 、 

   現 在 の 石 油 消 費 率 で い け ば 合 衆 国 を 百 年 間 保 た せ る に 十 分  

   な 量 が あ る の で あ り ま す 。 問 題 は も ち ろ ん 、 液 体 の 石 油 に  

－ 2 4 －  



   な る 液 体 の 量 と 、 非 常 に 割 の 合 わ な い 鉱 山 へ の 投 機 の 問 題  

   で あ り ま す が 、 こ の 地 方 は 非 常 に 人 口 が 稀 薄 で あ り ま す 。  

   我 々 は そ の 時 期 が い つ か わ か り ま せ ん が 、 い つ か 、 し か し  

   す ぐ で あ る こ と を 望 み ま す が 、 我 々 は 泥 板 岩 か ら 石 油 を と  

   り 出 す こ と に つ い て 多 く の 調 査 を い た し ま し た 。 そ し て 遠  

   い 将 来 、 そ こ に 一 つ の 共 同 社 会 を つ く る こ と を 計 画 し て お  

   り ま す 。 我 々 は い つ か そ の 地 方 が 二 十 五 万 か ら 五 十 万 の 人  

   口 を か か え る よ う に な る こ と を 予 想 し て お り ま す 。 そ こ で  

   我 々 は す で に 或 る 区 画 を つ く り 、 遠 い 将 来 の た め の 区 域 の  

   位 置 づ け 、 工 業 地 帯 、 交 通 施 設 な ど を 予 定 し て い ま す 。 と  

   い う の は 、 も し あ ま り 長 い 間 待 ち す ぎ る と 、 道 路 用 地 の 取  

   得 、 公 園 や レ ク リ エ ー シ ヨ ン 用 の 土 地 の 取 得 が 高 価 に な り  

   す ぎ 、 つ い に は そ れ が 達 成 で き な く な る こ と が わ か つ た か  

   ら で あ り ま す 。 し か し 私 は 、 我 々 が 行 な つ て い る こ の 計 画  

   が 我 々 に と つ て も の す ご く 重 要 な こ と で あ る と 思 つ て い る  

   の で あ り ま す 。  

    我 々 は 工 業 を 誘 致 し よ う と し て お り ま す 。 我 々 は ア メ リ  

   カ に お い て こ れ に つ い て 競 争 し て お り ま す 。 我 々 は 国 民 が  

   よ い 気 候 を 好 む こ と を 知 つ て い ま す 。 人 々 は そ の 家 族 や 子  

   供 を 連 れ て 行 く た め の よ い レ ク リ エ ー シ ヨ ン 施 設 が あ る 、  

   き れ い な 楽 し い 場 所 に 住 み た い と 望 ん で い ま す 。 彼 ら は よ  

   い 学 校 を 慾 し ま す 。 彼 ら は た し か に 税 金 面 で 優 遇 措 置 を 慾  

   し て い ま す 。 し か し な が ら 彼 ら は い つ も 税 金 面 で の 措 置 に  

   は あ ま り 関 心 を も つ て お り ま せ ん 。 こ れ だ け が も 重 要 な  
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   も の と は い え ま せ ん 。 彼 ら が 真 に 興 味 を も つ て い る も の に  

   つ い て の リ ス ト の お よ そ 第 十 八 番 目 に 工 業 の 再 配 置 が あ つ  

   た こ と を 私 は 知 つ て お り ま す 。 彼 ら は 市 場 に 近 い と こ ろ に  

   い る こ と を 望 み ま す 。 勿 論 こ れ が 大 へ ん 大 切 で あ り ま す 。  

   交 通 ― こ れ は そ こ で ど う や つ て 得 ら れ る だ ろ う か 。 そ れ は  

   経 済 的 で あ る か 。 生 産 品 を 積 み 出 す に は 、 市 場 が 近 く に あ  

   る か 。 彼 ら は 清 い 労 働 関 係 を 望 ん で お り ま す 。 彼 ら は 労 働  

   関 係 が 友 好 的 、 か つ 生 産 的 に 選 ば れ る よ う 長 期 保 障 を 慾 し  

   て お り ま す 。  

    と こ ろ で 、 こ れ ら の す べ て の こ と は 考 え ら れ な け れ ば な  

   り ま せ ん が 、 私 は 慎 重 な 計 画 に よ つ て 住 民 の 集 団 移 住 は 行  

   な え る と 思 つ て お り ま す 。 こ れ は も し 政 府 が そ の 問 題 を 今  

   日 、 明 日 の 問 題 と し て で な く 、 我 々 の あ と に 来 る 将 来 の 世  

   代 の た め の 問 題 と し て 解 決 し よ う と い う ほ ど 先 見 性 が あ れ  

   ば 、 の 話 で す が … … 。 例 え ば 、 も し 連 邦 政 府 が 州 政 府 と 協  

   力 し て 、 合 衆 国 の す べ て の 州 を つ な ぐ 州 間 道 路 の 道 路 用 地  

   を 獲 得 し て い た ら 、 ま た 政 府 が 二 十 年 前 に 百 フ イ ー ト 、 二  

   百 フ イ ー ト 、 三 百 フ イ ー ト の 道 路 用 地 を 獲 得 す る ほ ど 先 見  

   的 で あ つ た な ら 、 我 々 は 五 百 十 億 ド ル に の ぼ る 州 間 道 路 十  

   カ 年 計 画 の 予 算 を 異 様 な ほ ど 削 減 で き た で あ り ま し よ う 。  

   そ の わ け は 、こ れ ら の 道 路 用 地 の 獲 得 が 主 要 な 費 用 で あ り 、 

   む し ろ 道 路 建 設 費 の 方 が 安 い か ら で あ り ま す 。  

    こ う い う わ け で 、 必 ず し も あ ま り 一 般 的 に は 知 ら れ て は  

   い ま せ ん が 、 米 国 知 事 会 や 政 府 当 局 者 が 養 わ な け れ ば な ら  
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   な い 先 見 性 は 、 こ の 種 の も の で あ り ま す 。 私 は そ れ に 気 が  

   つ い た の で あ り ま す 。  

 

 

 （ 7）  柴 田 千 葉 県 知 事  

    我 か ら 質 問 を 申 上 げ た い の は 、 公 共 的 事 業 の 整 備 、 建 設  

   と い う こ と に つ い て で あ り ま す 。  

    日 本 の 経 済 は 相 当 の ス ピ ー ド で 発 展 し て お り 、 ま た 工 業  

   方 面 へ の 躍 進 が 行 な わ れ て お り ま す 。 従 い ま し て 、 住 民 の  

   幸 福 を 増 進 す る と い う 事 か ら い た し ま し て 、 公 共 的 な 施 設  

   を 整 備 強 化 す る こ と は 、 非 常 に 大 事 な こ と で あ り ま す 。  

    す な わ ち 、 道 路 、 港 湾 、 住 宅 或 い は 農 業 改 善 の た め の 土  

   地 改 良 ま た は 社 会 福 祉 的 な い ろ い ろ な 公 共 的 施 設 を 増 や し  

   て い く と い う こ と が 、 日 本 で は 大 き な 問 題 に な つ て お り ま  

   す 。  

    こ れ ら の 施 設 に つ い て 、 日 本 で は 、 米 国 に く ら べ る と 、  

   ま だ ま だ 遅 れ て い る の で は な い か と い わ れ 、 重 要 な 問 題 に  

   な つ て お り ま す 。 例 え ば 、 道 路 に つ い て 申 述 べ ま す と 、 日  

   本 全 国 に 1 5 万 K m の 国 道 、 県 道 が あ り ま す 。 東 京 、 神 奈 川  

   は 割 合 道 路 が 良 い 方 で あ り ま す が 、 全 国 の 状 況 か ら 見 ま す  

   と 、 道 路 1 5 万 K m の う ち で 舗 装 さ れ て い る と こ ろ は 1 4％  

   ぐ ら い し か あ り ま せ ん 。 残 り は ジ ヤ リ 道 で あ り ま す 。 そ の  

   他 、 住 宅 、 港 湾 に し て も 、 相 当 お く れ て お り ま す の で 、 大  

   い に や ら な け れ ば な り ま せ ん が 、 こ の 公 共 的 施 設 の 整 備 に  
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   つ い て 、 現 在 の 日 本 の や り 方 は 次 の 通 り で あ り ま す 。  

    公 共 的 施 設 に つ い て は 、 中 央 政 府 が 大 き な プ ラ ン を 樹 立  

   し 、 そ の 一 部 は 国 で 直 接 行 な い ま す が 、 大 部 分 は 府 県 で 行  

   な う こ と に な つ て お り 、 国 の 方 か ら 6 割 ～ 7 割 の 補 助 金 を  

   出 す こ と に な つ て お り ま す 。 そ し て 府 県 の 方 で は 大 体 3 割  

   ～ 4 割 を 負 担 し 、 国 と 府 県 が 共 同 し て 、 公 共 事 業 を 進 め て  

   い る 訳 で あ り ま す 。 と こ ろ が 、 こ の 予 算 も 充 分 で あ り ま せ  

   ん の で 、 各 府 県 が 奪 い あ う と い う 、 と い つ て は 語 弊 が あ り  

   ま す が 、 そ う い う 状 況 で あ り ま す 。  

    そ こ で 府 県 の 方 で は 、 政 府 だ け の プ ラ ン で は 足 ら な い の  

   で 、 府 県 自 身 の 資 金 で 公 共 施 設 を 相 当 や ら な け れ ば な ら な  

   い と い う 事 に な り ま す 。先 程 申 述 べ ま し た よ う に 、我 々 は 、  

   こ の 遅 れ を 取 戻 す た め に 、 府 県 だ け の 力 で や り た い と 非 常  

   に 努 力 を い た し て お り ま す が 、 実 際 の 状 況 を 見 ま す と 、 こ  

   れ は 大 変 困 難 な こ と で あ り ま す 。  

    1 9 6 0 年 に お き ま し て は 、 こ れ ら の 公 共 的 施 設 を 、 府  

   県 に お い て 4 , 0 0 0 億 円 （ 1 5 億 ＄ ） や つ て お り ま す が 、  

   そ の う ち 8 割 と い う も の は 、 国 の 補 助 事 業 で あ つ て 、 国 の  

   許 可 、 認 可 を 得 て や つ て お る の で あ り ま す 。 府 県 が 独 自 の  

   立 場 で や つ て い る 事 業 は 、 そ の う ち で 2 割 位 し か な い と い  

   う 事 は 、 府 県 の 財 政 力 が 弱 い と い う 事 で あ り ま す 。  

    わ れ わ れ は 、 府 県 単 独 の 産 業 開 発 な り 、 或 い は 県 民 の 幸  

   福 の た め に 、 や り た い 公 共 的 施 設 が 沢 山 あ り ま す が 、 財 政  

   力 が 弱 い の で 、 総 事 業 量 の 8 割 は 国 に 依 存 す る と い う 事 に  

－ 2 8 －  



   な り 、 結 果 的 に は 、 国 に 対 す る 依 存 度 が 非 常 に 大 き い 訳 で  

   あ り ま す 。  

    私 が 調 査 し た 資 料 に よ り ま す と 、 米 国 で は 1 9 5 9 年 に  

   連 邦 政 府 か ら 州 政 府 に 対 し 、 大 体 6 0 億 ＄ （ 2 兆 億 円 ） が  

   出 さ れ て い る よ う で あ り ま す 。 こ れ ら の 金 は 、 お そ ら く 公  

   共 的 施 設 に 投 入 さ れ る の で あ り ま せ う が 、 そ の 外 に 州 プ ロ  

   パ ー で や つ て お ら れ る 仕 事 は 、 ど の 程 度 あ る か に つ い て 知  

   り た い 訳 で あ り ま す 。  

    つ ま る と こ ろ 、 我 々 と し て は 、 国 に 依 存 す る 度 合 を 少 な  

   く し て 、 府 県 の 仕 事 を 増 や し た い と 思 つ て お り ま す が 、 金  

   が 無 い た め 充 分 に 出 来 な い と い う 実 情 に あ り ま す 。 米 国 に  

   お い て は 、 こ れ ら の 点 が ど う な つ て い る か に つ い て 、 そ の  

   実 情 を お 伺 い い た し た い と 存 じ ま す 。  

 

 

 （ 8）  ロ ー レ ン ス 知 事 （ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ）  

    連 邦 政 府 の 金 を 州 に 分 配 す る 問 題 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ  

   の 問 題 に よ つ て 異 な つ て お り ま す 。 勿 論 い ろ い ろ な 州 の 行  

   政 機 構 に よ る と こ ろ が 大 き い の で す が 、 概 し て 各 州 は 連 邦  

   政 府 の 金 を と る こ と に 積 極 的 で あ り ま す 。 非 常 に 積 極 的 な  

   州 政 府 は 、 自 分 の 特 定 の 州 を 助 け よ う と 、 非 常 に し ば し ば  

   ワ シ ン ト ン に や つ て く る で あ り ま し よ う 。 し か し こ こ で さ  

   き に ア ン ダ ー ソ ン 知 事 が 述 べ ま し た よ う に 、 例 え ば 、 州 間  

   道 路 計 画 に つ い て は 、 そ し て 州 間 道 路 と は 連 邦 政 府 が 建 設  
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   す る 一 つ の 州 か ら 他 の 州 へ 通 ず る 道 路 で あ り ま す が 、 連 邦  

   政 府 が 9 0 ％ 、 州 政 府 が 1 0 ％ を 負 担 し て お り ま す 。 ま た  

   州 内 道 路 の 場 合 は 連 邦 政 府 が 5 0 ％ の 率 で 負 担 し ま す が 、  

   勿 論 こ の 金 の 大 部 分 は 税 金 が 還 元 さ れ た も の で あ り ま す 。  

   私 は 同 じ 問 題 が 太 平 洋 の 両 岸 、 即 ち 日 本 と 米 国 双 方 に あ る  

   と 思 い ま す 。 我 々 は 連 邦 政 府 、 州 政 府 を 持 ち 、 州 の 中 に は  

   さ ら に 郡 政 府 や 地 方 の 下 部 機 構 及 び 市 を 持 つ て い ま す が 、  

   こ れ ら は そ れ ぞ れ 納 税 者 に 税 金 を 課 し て お り ま す 。  

    そ し て 我 々 は 合 衆 国 で 委 員 会 を 設 け て 、 こ の 税 金 の 問 題  

   を 研 究 し 、 税 金 の 徴 収 区 分 を 明 確 に し よ う と い ろ い ろ 努 力  

   を し て お り ま す が 、 ま だ 完 全 な 解 決 策 が 見 出 さ れ て お り ま  

   せ ん 。 我 々 は い つ の 日 か ソ ロ モ ン の よ う な 大 賢 人 が 現 わ れ  

   て 、 も つ と 平 等 な 税 の 徴 収 区 分 を 決 め る あ る 種 の 公 式 を 示  

   し て く れ る こ と を 期 待 し て い ま す 。 し か し 、 我 々 の 国 は 東  

   岸 か ら 西 岸 へ か け て 、 ま た メ キ シ コ か ら カ ナ ダ ま で 三 千 マ  

   イ ル に わ た る 広 大 な 国 で あ り ま す の で 、 そ れ ぞ れ の 地 方 で  

   違 つ た 問 題 が あ る わ け で あ り ま し て 、 私 は 日 本 で も 確 か に  

   同 じ 問 題 が お あ り の こ と と 思 い ま す 。 し か し 、 積 極 的 で 手  

   腕 の あ る 州 政 府 が 通 例 、 積 極 的 で な い 同 僚 の 州 よ り 、 か な  

   り 連 邦 政 府 か ら 金 を と る こ と に 私 は 気 づ い て い ま す 。 古 い  

   諺 に あ る よ う に 「 ほ え る 犬 が 骨 を 得 る 」 と い う わ け で あ り  

   ま す 。 従 つ て 私 は 日 本 に お け る 多 く の 問 題 に お い て も 、 各  

   県 知 事 の 積 極 的 な 指 導 力 が 後 に 獲 得 す る 結 果 に 大 き な 関  

   係 を 持 つ も の と 感 じ て お り ま す 。  
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 （ 9）  カ ー ベ ル 知 事 （ デ ラ ウ エ ア 州 ）  

    議 長 閣 下 お よ び 同 僚 の 知 事 諸 君 、 発 言 の 機 会 を 与 え ら れ  

   有 難 度 う ご ざ い ま す 。  

    私 に は こ の 問 題 と こ の 議 論 が 、 道 路 の 重 要 性 を め ぐ つ て  

   展 開 し て い る よ う に 思 わ れ ま す 。 合 衆 国 で は 道 路 の 開 発 が  

   経 済 を 成 功 さ せ る 大 き な 要 因 の 一 つ で あ つ た こ と は 議 論 の  

   余 地 が あ り ま せ ん 。 我 々 の 道 路 開 発 は 多 岐 に わ た つ て お り  

   ま し て 、 州 は 州 道 を 建 設 す る ば か り で な く 、 小 さ な 農 道 、  

   町 か ら 町 を 結 ぶ 地 方 道 、 そ れ に 大 都 市 間 に は 大 き な 通 行 料  

   金 徴 収 所 を も 建 設 い た し ま す 。 た と え ば ロ ー レ ン ス 知 事 の  

   ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 で は 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア 通 行 料 金 徴 収 所 を  

   持 つ て お り 、 こ れ は ニ ユ ー ヨ ー ク か ら シ カ ゴ へ 通 ず る 道 路  

   系 統 の 一 部 分 を な し て お り ま す 。 そ し て そ の 道 路 系 統 の  

   一 部 分 は 恐 ら く メ イ ン 州 の ど こ か を 起 点 と し 、 ニ ユ ー イ ン  

   グ ラ ン ド 地 方 を は じ め 、 ニ ユ ー ヨ ー ク 州 、 ペ ン シ ル ベ ニ ア  

   州 、 オ ハ イ オ 州 、 イ ン デ ア ナ 州 を 経 て シ カ ゴ へ 達 し て お り  

   ま す 。 こ の 通 行 料 金 徴 収 所 に お い て 、 人 々 は 道 路 の 使 用 に  

   応 じ て 料 金 を 支 払 い ま す が 、 彼 ら が 一 マ イ ル 幾 ら と い う 料  

   金 を 喜 ん で 払 う 理 由 は 、 彼 ら が よ り 速 く 旅 が で き 、 か つ よ  

   り 安 全 に 旅 行 が で き る た め で あ り ま す 。  

    こ れ ら の 通 行 料 金 徴 収 所 は 、 公 債 を 発 行 す る こ と に よ つ  

   て 発 達 し た も の で あ り ま す 。 州 は こ の 公 債 を 保 証 し ま せ ん  

   が 、 こ れ ら の 道 路 を 使 用 す る 人 々 が 、 道 路 の 建 設 費 を 二 十  

   年 か ら 三 十 年 の 期 間 に わ た つ て 払 い 戻 す の で あ り ま す 。  
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   私 の 意 見 と し ま し て は 、 国 を 通 ず る よ い 道 路 の 建 設 は 、 我  

   々 の 繁 栄 の 大 き な 要 因 の 一 つ で あ り 、 そ れ は 我 々 を 互 い に  

   よ り 緊 密 に す る の を 助 長 し 、 ま た 旅 行 を 奨 励 し 、 自 動 車 の  

   使 用 を 促 進 す る と 思 う の で あ り ま す 。 そ し て こ れ は そ れ 自  

   身 、 自 動 車 工 業 と い う 人 類 の 歴 史 の う ち で 真 に 偉 大 な 産 業  

   の 一 つ を 、 も た ら し た の で あ り ま す 。 で あ り ま す か ら 、 日  

   本 の 国 民 に と り ま し て 、 国 全 体 の 経 済 を 助 長 す る た め に 、  

   こ の 種 の 建 設 の 将 来 計 画 を た て る こ と は 、 素 晴 ら し い 方 向  

   づ け と な る だ ろ う と 私 に は 思 わ れ ま す 。  

 

 

 （ 1 0）  ア ン ダ ー ソ ン 知 事 （ カ ン サ ス 州 ）  

    そ の う え 、 私 が 指 摘 い た し た い こ と は 、 州 間 道 路 の 一 時  

   的 な い し 短 期 的 計 画 に 対 し て は 、 州 政 府 が そ の 費 用 を 負 担  

   し 、 ま た 米 国 で は 国 道 に 指 定 さ れ た 道 路 の 建 設 の 長 期 計 画  

   に 対 し て は 、 連 邦 政 府 は 年 々 5 0％ の 補 助 を す る と い う 相  

   違 で あ り ま す 。 そ し て こ の 費 用 は 、 石 油 製 品 の 取 り 引 き に  

   課 せ ら れ る ガ ソ リ ン 税 か ら ま か な わ れ 、 こ の ガ ソ リ ン 税 は  

   中 央 政 府 が 徴 収 し 、 こ れ を 州 に 還 元 し た も の で あ り ま す 。  

    そ し て ひ と た び 、 こ の よ う な 計 画 が 統 一 的 、 長 期 的 基 準  

   で た て ら れ 、 実 施 さ れ る と 、 そ れ は 州 に と つ て 、 ま た 恐 ら  

   く 日 本 の 県 に と つ て も 、コ ロ ラ ド 州 知 事（ マ ク ニ コ ル ズ 氏 ） 

   が い わ れ た よ う に 、 技 術 者 に よ つ て 扱 わ れ る 長 期 計 画 を 開  

   発 す る 上 で 、 大 き な 助 け と な る の で あ り ま す 。  
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（ 1 1）  マ ク ニ コ ル ズ 知 事 （ コ ロ ラ ド 州 ）  

    も う 一 言 い わ せ て い た だ き た い 。 私 は 連 邦 政 府 が 合 衆 国  

   に お い て 非 常 に 多 く の 計 画 に 関 与 し て い る と い う 誤 ま つ た  

   印 象 を 、 お 持 ち に な つ た の で は な い か 、 と い う こ と を 恐 れ  

   る の で あ り ま す 。 私 は 恒 久 的 な 資 本 を 要 す る 事 業 に 関 す る  

   限 り 、 そ れ の 大 部 分 は 地 方 政 府 、 即 ち 市 政 府 、 郡 政 府 な い  

   し 州 政 府 が 行 な つ て い る と 思 う の で あ り ま す 。 合 衆 国 全 土  

   に わ た つ て 一 般 的 に 使 わ れ て い る 一 つ の 方 法 は 、 公 債 発 行  

   と 呼 ば れ る も の で あ り ま す 。 地 方 団 体 、 即 ち 市 や 特 定 の 下  

   部 団 体 は 、 み ず か ら 公 債 を 発 行 し 、 私 企 業 か ら 資 金 を 借 り  

   受 け る の で あ り ま す 。 そ し て そ の 公 債 は 、 そ の 特 定 の 地 区  

   の 不 動 産 に か か る 税 金 に よ つ て 償 還 さ れ る の で あ り ま す 。  

   公 債 に よ る 資 金 は 例 え ば 、 病 院 の 建 設 や 下 水 道 施 設 そ の 他  

   地 方 の 施 設 を 建 設 す る 費 用 に 充 当 さ れ る の で あ り ま す 。  

   そ し て そ れ ら の 公 債 が 償 還 さ れ た と き に 、 勿 論 そ の 施 設 は  

   そ の 地 方 団 体 の 所 有 と な る の で あ り ま す 。 こ れ が 合 衆 国 全  

   土 に わ た つ て 広 く 一 般 に 使 わ れ て い る 方 法 で あ り ま す が 、  

   私 は 大 部 分 の 地 方 政 府 が 地 方 税 と 地 方 税 と 地 方 の や り 繰 り  

   に よ つ て 自 分 自 身 の 事 業 費 の 大 部 分 を ま か な つ て い る と 思  

   う の で あ り ま す 。  

 

 

（ 1 2 ）  内 山 議 長 発 言  

    私 か ら 一 言 申 上 げ ま す 。  

   今皆様がおられますこの土地は、仙石原と申します。この土地は、 
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   1 0 年 前 に は 人 跡 未 踏 の 高 原 地 帯 で あ り ま し た 。 そ の 理 由  

   は 、 飲 む 水 が 無 か つ た か ら で あ り ま す 。 そ こ で 私 ど も は 、  

   戦 争 後 に こ の 地 帯 を ど う 開 発 す る か に つ い て 、 懸 賞 論 文 を  

   つ の つ た 事 が あ り ま す 。 そ の 時 以 来 、 こ の 地 帯 を 開 発 す る  

   こ と に つ い て 、 水 の 問 題 を 解 決 し た の で あ り ま す 。  

    皆 様 御 存 知 の よ う に 芦 の 湖 と い う 大 き な 湖 が あ り ま す が 、 

   こ の 湖 の 水 は 、 静 岡 県 と い う 隣 の 県 の 農 業 の た め に 使 う 、  

   昔 か ら の 水 で あ り ま す 。 こ の 湖 は 、 神 奈 川 県 に あ る の で あ  

   り ま す が 、 神 奈 川 県 で は 使 う こ と が 出 来 ま せ ん 。 大 変 不 思  

   議 な こ と で あ り ま す 。  

    そ こ で 我 々 は 止 む を 得 ず 、 あ の 湖 か ら 直 接 水 を 取 ら な い  

   で 、 こ の 近 く の 地 下 を 堀 り ま し て 、 こ こ か ら 水 を 取 り ま し  

   た 。 そ れ が 成 功 い た し ま し た の で 、 水 道 管 を 山 に あ げ 、 山  

   の 上 か ら 水 を く ば る と 、 こ の 地 帯 へ は 全 部 に 水 が 流 れ る の  

   で あ り ま す 。  

    こ の 地 下 は 火 山 の 中 に あ り ま す か ら 、 地 下 は 非 常 に 熱 が  

   あ り ま し て 、こ の 出 て く る 水 を 火 山 の 熱 で あ た た め ま す と 、 

   皆 様 の お は 入 り に な り ま し た 、 あ の 温 泉 が 出 来 る の で あ り  

   ま す 。  

    そ の 結 果 は 、 近 五 年 ば か り ゐ 間 に こ の 地 帯 が 発 展 す る  

   よ う に な り 、 東 京 か ら も 大 変 な 人 が 入 つ て 参 り 、 思 は ず し  

   て 道 路 が 出 来 、 住 宅 が 出 来 、 或 い は ゴ ル フ 倶 楽 部 が 出 来 て  

   非 常 に 発 展 し て お り ま す 。 ま つ た く 7 ， 8 年 の 間 に 、 こ の  

   草 原 地 帯 が こ の よ う に 発 展 し た の で あ り ま す 。  
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    箱 根 の 町 は 広 い と こ ろ で あ り ま す が 、 ほ ん と う に 発 展 す  

   る の は 、 仙 石 原 で あ り ま す 。 ま だ 家 は い く ら で も 出 来 る 訳  

   で あ り ま す か ら 、 こ こ な ら ア メ リ カ の 皆 様 が お い 出 に な り  

   ま し て も 、 い つ で も 場 所 が あ り ま す 。  

    我 々 は 、 こ の 向 う の 方 に 国 際 会 議 場 と い う も の を 建 設 し  

   よ う と い う 運 動 を し て お り ま す 。 そ れ は 箱 根 に 集 ま つ て 来  

   る 人 が 、 何 時 で も 会 議 を 開 い て い い よ う な 大 き な 会 議 場 を  

   建 設 し た い と 思 つ て い る の で あ り ま す 。  

    こ の よ う に 水 、 道 路 、 電 気 が あ れ ば 、 ど ん な 地 帯 で も 発  

   展 す る の で あ り ま す か ら 、 こ の こ と を 一 つ の 良 い 事 例 と し  

   て 御 報 告 申 上 げ ま す 。  

 

 

（ 1 3 ）  ロ ー レ ン ス 知 事 （ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ）  

    紳 士 淑 女 諸 君 、 い ま あ な た が た が お 聞 き に な つ た も の は  

   ア メ リ カ の ラ ジ オ ・ テ レ ビ 界 で 一 般 的 に す ぐ れ た コ マ ー シ  

   ヤ ル と 呼 ば れ る も の で あ り ま す 。  
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（ 1 4 ）  安 孫 子 山 形 県 知 事  

    米 国 に お け る 農 業 従 事 者 に つ い て 質 問 申 上 げ ま す 。 現 在  

   工 業 が 非 常 に 伸 び て お り 、 そ の た め 工 業 従 事 者 と 農 業 従 事  

   者 と の 間 に 、 非 常 に 所 得 の 差 が あ り ま す が 、 貴 国 に お い て  

   は 、 農 業 の 生 産 性 が 高 い か ら 、 農 業 者 の 不 満 の 空 気 は な い  

   と 思 い ま す が 、 そ の よ う な こ と が あ る か 、 ど う か に つ い て  

   お 伺 い し ま す 。 日 本 の 農 業 者 に は 、 非 常 に 不 満 の 声 が あ り  

   ま す 。  

 

 

（ 1 5 ）  ギ ユ ブ ラ ツ ド 知 事 （ サ ウ ス ダ コ タ 州 ）  

    ま あ 恐 ら く 、 い く ら か は あ る と い え ま し よ う 。 し か し 私  

   は 知 事 に な る ま で 農 業 に 従 事 し て い ま し た の で 、 い ま だ に  

   農 業 に は か な り の 関 心 を 持 つ て お り ま す 。 こ れ は 議 論 の 余  

   地 が あ る 発 言 だ と 思 い ま す が 、 農 業 に 従 事 す る こ と は 、 金  

   銭 の 問 題 を 別 に し て 、 他 に い く つ か の 代 償 が あ る と い え ま  

   し よ う 。 私 は 農 業 に 従 事 す る こ と は 楽 し い 生 活 を 送 る 素 晴  

   ら し い 方 法 だ と 思 い ま す 。  

    私 は 二 人 の 子 供 を 持 つ て お り ま す 。 我 々 は す べ て 自 分  

   の 子 供 た ち が よ い 生 活 を 送 つ て く れ る こ と を 望 ん で い ま す  

   し 、 私 は 間 も な く 子 供 た ち が 他 の 職 業 で な く 農 業 に 従 事 す  

   る の を 見 た い と 思 つ て い ま す 。 し か し 農 業 は わ が 国 に お い  

   て は 変 革 し つ つ あ り 、 恐 ら く 更 に 変 わ る だ ろ う と 思 い ま す  

   が 、 我 々 が 記 憶 し て お か な け れ ば な ら な い 基 本 的 事 実 の 一  
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   つ は 、 我 々 の す べ て の 計 画 の 中 に お い て 採 算 の 合 わ な い 事 業  

   を 続 け て は な ら な い と い う こ と で あ る と 思 い ま す 。 我 が 国 に  

   お い て 農 業 の 大 問 題 の 一 つ は 、 恐 ら く 耕 や す 農 地 が 非 常 に 多  

   く あ り 、年 々 農 耕 の た め に は 少 数 の 人 々 し か 必 要 で な く な り 、 

   ま た 利 益 を 得 て 農 業 に 従 事 で き る 人 々 が 段 々 減 つ て き て い る  

   と い う こ と で あ り ま す 。 ア メ リ カ で も 日 本 で も 同 じ だ と 思 い  

   ま す が 、 問 題 は 農 業 の 分 野 か ら 離 職 し た 人 々 を 他 の 経 済 の 分  

   野 で 吸 収 し な け れ ば な ら な い と い う こ と で す が 、 現 在 の ア メ  

   リ カ に お け る 限 り 、 貴 殿 の い わ れ た 農 業 従 事 者 と 他 の 職 業 人  

   と の 間 の 憎 悪 と い う も の は 、 私 は 断 固 と し て 『 な い 』 と い え  

   ま す 。 そ の 理 由 は 我 が 国 で は 、 ま た そ れ は 貴 国 で も 同 様 だ と  

   だ と 信 じ ま す が 、 私 が 農 夫 と な つ た の は 、 そ う な ら な け れ ば  

   な ら な か つ た た め で し た が 、 私 は 農 夫 と な る こ と を 選 び ま し  

   た 。 そ し て そ れ は 我 々 が 計 画 な ど を た て る と き 、 い つ も 考 え  

   な け れ ば な ら な い 基 本 的 な こ と の 一 つ で あ り 、 ま た 人 が 自 分  

   の 望 む 地 位 に つ く の は そ の 人 が そ こ に い る こ と が も 似 つ か  

   わ し く 、 ま た だ れ が み て も 彼 が 善 を 尽 す だ ろ う と 思 う か ら  

   で あ つ て 、 我 々 は “ 適 者 生 存 ” と い う こ の 基 本 法 則 か ら 逃 れ  

   ら れ な い の で あ り ま す 。 そ し て も し あ な た が 人 を そ の 人 に ふ  

   さ わ し い 地 位 に つ け れ ば 、結 局 彼 は 生 き の び る の で あ り ま す 。 

   も つ と も 、 彼 は 困 難 に ぶ つ か り ま し よ う し 、 我 々 も す べ て そ  

   う で あ り ま す が 、 し か し 真 に 根 本 的 な こ と は 我 々 が い か な る  

   計 画 を た て る に せ よ 、 依 然 と し て 自 由 人 で あ る と い う こ と で  

   あ り ま す 。 そ こ に は 貴 国 と 我 が 国 双 方 お よ び 両 国 国 民 の 強 さ  

   が あ る か ら で あ り ま す 。  
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（ 1 6 ）  吉 田 富 山 県 知 事  

    本 日 の 議 題 は 、 地 域 格 差 拡 大 の 方 向 の 一 つ と し て の 工 業  

   化 と い う こ と で あ り ま す が 、 工 業 が 進 む に し た が い 、 日 本  

   で は 不 良 青 少 年 の 問 題 が 重 大 に な つ て お り ま す 。  

    私 の 県 は 富 山 県 と 申 し ま し て 、 日 本 海 沿 岸 の 真 中 程 に あ  

   り ま す が 、 近 非 常 に 工 業 化 が 進 ん で お り ま す 。 こ の 工 業  

   化 と と も に 、 青 少 年 の 不 良 化 の 問 題 が 増 え て お り ま す 。  

    大 体 日 本 に お け る 工 業 都 市 で は 、 米 国 で 見 ら れ ま す ビ ー  

   ト 族 や 或 い は ニ ユ ー ヨ ー ク で 見 ま し た と こ ろ の 徒 党 を く む  

   非 行 青 少 年 が 非 常 に 増 え て い ま す 。 し か し 、 貴 国 に ご ざ い  

   ま す よ う な モ ノ ニ ユ ー ク リ オ ン ス（ m o n o n u w c w r i o s i s の ど  

   が い た む 奇 病 ） と い う よ う な 青 少 年 の 病 気 は あ り ま せ ん 。  

    こ れ が 青 少 年 対 策 に つ き ま し て は 、 府 県 も 市 町 村 も 悩 で  

   お り ま す 。 米 国 で は 、 例 え ば 昨 年 フ イ ラ デ ル フ イ ア で 見 ま  

   し た 青 少 年 研 修 セ ン タ ー と い う よ う な も の で 、 青 少 年 の 心  

   理 学 的 研 究 を 中 心 に 、 い ろ い ろ こ の 問 題 と 取 り く ん で お ら  

   れ ま す が 、 御 出 席 の 知 事 さ ん で 、 こ う し た 対 策 を 行 な つ た  

   と こ ろ 、 こ の よ う な 効 果 が あ つ た と い う 、 具 体 的 な 事 例 の  

   青 少 年 問 題 に つ い て 、お 教 え 願 い ま す れ ば 、幸 と 存 じ ま す 。  

 

 

（ 1 7 ）  バ ロ ン 知 事 （ ウ エ ス ト ・ バ ー ジ ニ ア 州 ）  

    私 は ウ エ ス ト ・ バ ー ジ ニ ア か ら ま い り ま し た が 、 ウ エ ス  

   ト ・ バ ー ジ ニ ア 州 は ア メ リ カ の 中 で も 小 さ な 州 の 一 つ で 、  
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   〓 二 百 万 の 人 口 を も つ て お り ま す 。 我 が 州 は 非 常 に 山 が 多 く 、 

   〓 の 山 は 平 均 四 千 な い し 五 千 フ イ ー ト の 高 さ で あ り ま す 。 我  

   〓 の 州 は 、 一 つ の 州 か ら 分 離 し た 一 つ の 、 い や 恐 ら く 唯 一 の  

   〓 で あ り ま す 。 我 々 は バ ー ジ ニ ア 州 の 中 に お り ま し た が 、 南  

   〓 戦 争 の と き バ ー ジ ニ ア 州 を 分 離 し 、 1 8 6 3 年 に 一 つ の 独  

   〓 し た 州 に な り ま し た 。  

   〓 我 々 の 一 人 あ た り の 所 得 は 低 く 、 我 々 は 収 入 を 上 げ る た め  

   〓 苦 労 し て お り ま す 。 我 々 の 姉 妹 州 の い く つ か は 、 も ち ろ ん  

   〓 々 よ り 富 裕 で あ り ま す 。 そ う い う わ け で 、 我 々 は 教 育 に 問  

   〓 を 持 つ て い ま す 。 そ う し て 私 は こ の 問 題 を と り あ げ 、 こ れ  

   〓 大 都 市 に も あ て は め て 、 ア メ リ カ で 何 が 起 こ り つ つ あ る か  

   〓 知 る こ と が で き る と 思 い ま す 。  

   〓 1 9 4 7 年 （ 昭 和 2 2 年 ） に 、 小 学 校 一 年 に 入 学 し た 男 女  

   〓 童 は 我 々 の 州 で は 五 万 な い し 五 万 六 千 人 で あ つ た こ と に 気  

   〓 つ き ま し た 。 そ し て 彼 ら が 高 等 学 校 を 卒 業 し た と き は 、 た  

   〓 た 二 万 一 千 人 に な つ て い ま し た 。 こ の こ と は ウ エ ス ト ・ バ  

   〓 ジ ニ ア 州 で は 三 万 三 千 人 以 上 が 高 校 教 育 を 受 け て い な い こ  

   〓 を 意 味 し ま す 。 し か も 良 い 教 育 を 受 け て い な い こ と は 、 彼  

   〓 が 何 も 技 術 を 身 に つ け て い な い こ と に な り ま す 。 そ う い う  

   〓けで、ウエスト・バージニアには雇傭されないものがおりまし  

   〓 こ れ ら の 若 い 男 女 の 多 く が 何 も し て い な い で 、 青 少 年  

   〓 犯 罪 問 題 を 起 し て い る こ と を 吾 々 は 発 見 し ま し た 。  

   〓 我 々 は 現 在 、 資 本 を 教 育 の 分 野 に つ ぎ 込 み つ つ あ り 、 ま た  

   〓 少 年 に 学 校 で 教 育 を 受 け る 機 会 を 与 え る と と も に 技 術 を 身  
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   に つ け 、 雇 用 さ れ る よ う に 援 助 す る 対 策 を 見 出 す た め に 努  

   力 し て い る の で あ り ま す 。 我 々 は 青 少 年 犯 罪 が あ る と こ ろ  

   に は 、 少 年 、 少 女 が 職 に つ か ず 、 何 も せ ず に 州 や 共 同 社 会  

   内 に と ど ま つ て い る と い う 事 実 が 一 般 的 に あ る こ と を 発 見  

   し ま し た 。 そ れ に 加 え て 我 々 は 、 都 市 や 村 と い つ た 共 同 社  

   会 に 出 向 い て 、 若 い 指 導 者 を し て 青 少 年 に 話 し か け る よ う  

   要 請 す る ば か り で な く 、 ま た ラ イ オ ン ズ ・ ク ラ ブ の よ う な  

   奉 仕 団 体 に い る 教 育 者 に 対 し て も 、 青 少 年 が 学 校 に と ど ま  

   る 〓 を 助 け る た め 、 い わ ゆ る 兄 の よ う な 態 度 を と る よ う  

   要 請 し て い る の で あ り ま す 。  

    我 々 は 目 下 の と こ ろ 、連 邦 政 府 と 州 政 府 の 援 助 に よ つ て 、 

   青 少 年 に 技 術 を 教 え る た め 、 資 本 を 職 業 教 育 の 分 野 に 注 ぎ  

   込 ん で い ま す 。 我 々 は 現 在 、 実 験 的 に で は あ り ま す が 、 十  

   六 才 な い し 十 七 、 十 八 才 未 満 の 未 成 年 の う ち 普 通 教 育 を 望  

   ま な い も の に 、 職 業 学 校 に 入 学 さ せ 、 技 術 を 習 得 す る こ と  

   を 義 務 制 に す る こ と を 真 剣 に 考 慮 中 で あ り ま す 。 私 は 我 々  

   の 大 都 市 に お い て 、 生 活 水 準 が よ く な く 、 学 校 に 行 か な い  

   少 年 、 少 女 が 、 え て し て 所 謂 ギ ヤ ン グ の 仲 間 入 り を し や す  

   く な る の は 真 実 だ と 思 う の で あ り ま す 。 多 く の 大 都 市 は 兄  

   の よ う な 態 度 を と り 、 直 接 家 庭 を 訪 問 し 、 家 族 を 助 け 、 青  

   少 年 に よ り よ い 市 民 と な る よ う 指 導 し て お り ま す 。 私 は す  

   べ て の 大 都 市 で は 、 こ れ ら の 問 題 に 大 き な 関 心 が も た れ て  

   い る 反 面 、 ア メ リ カ 国 民 全 体 と し て は 、 こ の 問 題 を 認 識 す  

   る こ と は 勿 論 、 解 決 し よ う と い う 意 欲 も 持 つ て い な い よ う  
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   に 思 わ れ る の で あ り ま す が 、 私 は 将 来 、 ア メ リ カ 国 民 の 世  

   論 を 喚 起 さ せ 、市 や 村 や 一 共 同 社 会 の 単 位 で 教 育 者 を 助 け 、 

   ま た 青 少 年 を 助 け よ う と い う 企 業 者 に 協 力 す る こ と に よ つ  

   て 我 々 は 、 こ の 問 題 を 解 決 し た い と 思 つ て お り ま す 。  

 

 

（ 1 8 ）  内 山 議 長 発 言  

    本 日 の 議 題 に つ い て 、 ま だ 御 発 言 を 希 望 さ れ る 方 も あ る  

   と 思 い ま す が 、 予 定 の 時 刻 が 参 り ま し た の で 、 討 議 は こ れ  

   を も つ て 終 了 い た し た い と 存 じ ま す 。  

    し か し 、 こ の 問 題 は 、 現 下 の 重 要 議 題 で あ り ま す の で 、  

   皆 様 に お か れ て 、 今 後 更 に 検 討 を 進 め ら れ 、 必 要 に 応 じ 今  

   後 の 日 米 知 事 会 議 の 議 題 と い た し た い が 、 ご 異 議 ご ざ い ま  

   せ ん か 。（ 異 議 な く 了 承 さ る ）  
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3．  共 同 声 明  

  内 山 議 長 よ り 、「 米 国 知 事 か ら 共 同 声 明 の 提 案 が あ り ま し  

 た の で 、 こ れ を 議 題 に 供 し た い 」 旨 の 発 言 が あ つ た 。  

 

 

A  提 案 理 由 の 説 明  

 （ 1）  ロ ー レ ン ス 知 事 （ ペ ン シ ル バ ニ ア 州 ）  

    議 長 閣 下 、 こ こ に 用 意 さ れ た 共 同 声 明 を 提 案 す る こ と は  

   私 の 名 誉 と す る と こ ろ で あ り ま す 。 私 は 共 同 声 明 が 参 会 し  

   た 米 国 お よ び 日 本 両 国 の 知 事 各 位 に よ つ て 満 場 一 致 で 採 択  

   さ れ ん こ と を 望 む も の で あ り ま す 。 私 は こ の 共 同 声 明 を 知  

   事 各 位 に 提 案 す る に あ た り ま し て 、 こ こ に 大 き な 成 果 が あ  

   が り 、 ま た 年 が た つ に つ れ て ま す ま す こ れ が 成 果 を 拡 大 す  

   る た め の 先 駆 と な ら ん こ と を 切 に 祈 る も の で あ り ま す 。 と  

   く に 両 日 に わ た る 会 議 で 討 議 さ れ た 問 題 に つ い て は 、 お の  

   お の の 知 事 会 で 時 に 応 じ て 検 討 を 続 け 、 ま た 我 々 が こ こ で  

   始 め た こ と を 日 米 両 国 知 事 会 の 緊 密 な 連 絡 に よ つ て 生 き た  

   も の に し 続 け る な ら ば 、 そ の 成 果 は ま す ま す あ が る こ と で  

   あ り ま し よ う 。 私 は こ の 共 同 声 明 を 提 案 い た し ま す 。  

   米 国 知 事 会 事 務 局 長 ク ラ イ フ イ ー ル ド 君 に 朗 読 し て い た だ  

   き ま す 。 ク ラ イ フ イ ー ル ド 君 。  

 

 

 （ 2）  内 山 議 長 発 言  

    只 今 の 提 案 理 由 の 説 明 に 対 し 、 ご 異 議 あ り ま せ ん か 。（  

－ 4 3 －  



   異 議 な し ）  

    で は 米 国 全 国 知 事 会 事 務 局 長 を し て 、 共 同 声 明 文 を 朗 読  

   さ せ ま す 。  

 （ 3）  米 国 知 事 会 事 務 局 長 、 共 同 声 明 文 を 朗 読 す 。  

 

 

   ▽  ク ラ イ フ イ ー ル ド 氏 （ 米 国 知 事 会 事 務 局 長 ）  

     内 山 議 長 閣 下 、 東 会 長 閣 下 、 日 本 の 知 事 代 表 諸 氏 殿 。  

    こ れ が 提 案 さ れ た 両 国 知 事 共 同 声 明 の 草 案 で あ り ま す 。  

     以 下 共 同 声 明 （ 別 紙 の 通 り ）  
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    日 本 全 国 知 事 会 を 代 表 す る 日 本 府 県 知 事  

    及 び 米 国 全 国 知 事 会 を 代 表 す る 米 国 州 知  

    事 の 共 同 声 明  

 

 

箱 根  箱 根 観 光 ホ テ ル  

1 9 6 2 年 4 月 1 0 日  

 日 本 全 国 知 事 会 及 び 米 国 全 国 知 事 会 は 、 1 9 6 2 年 4 月 米 国  

知 事 に よ る 日 本 訪 問 及 び 同 5 月 日 本 知 事 に よ る 米 国 訪 問 を 公 式  

に 実 施 す る こ と と な つ た 。  

 よ つ て 、 日 本 全 国 知 事 会 及 び 米 国 全 国 知 事 会 の 代 表 者 は 、 1  

9 6 2 年 4 月 6 日 東 京 、 同 1 0 日 箱 根 に お い て 合 同 会 議 を 開 き 、  

共 通 の 諸 問 題 を 十 分 に 且 つ 率 直 に 討 議 し 、 行 政 手 続 を 比 較 し 、  

行 政 運 営 上 の 諸 経 験 を 交 換 し た 。  

 こ こ に 集 合 し た 知 事 は 、 日 本 及 び 米 国 の 知 事 の 相 互 訪 問 に よ  

り 今 日 ま で に 実 施 さ れ た 合 同 会 議 及 び 視 察 旅 行 を 通 じ て 、 両 国  

の そ れ ぞ れ の 目 標 及 び 抱 負 の 認 識 、 相 互 の 理 解 及 び 友 好 、 並 び  

 



に 米 国 及 び 日 本 に お け る 行 政 の 発 達 に 貢 献 し た こ と を 確 信 し 、こ  

れ を 表 明 す る こ と を 決 議 す る 。  

 こ こ に 集 合 し た 知 事 は 更 に 、相 互 訪 問 計 画 の 完 成 は 、両 国 に と  

つ て の み な ら ず 日 本 の 都 道 府 県 及 び 米 国 の 州 に と つ て も 、非 常 に  

有 益 で あ る と の 信 念 を 確 認 す る 。従 つ て わ れ わ れ は 、こ の 計 画 を  

継 続 す る こ と と し 、絶 え ざ る 意 見 の 交 換 及 び 視 察 調 査 を 行 な う 努  

力 を 誓 う も の で あ る 。こ の こ と は 、わ れ わ れ の 共 通 の 諸 問 題 の 解  

決 を 促 進 し 、米 国 の 各 州 と 日 本 の 都 道 府 県 と の 間 の 貿 易 及 び 文 化  

の 交 流 を 助 長 し 、 平 和 と 民 主 主 義 の 発 展 に 寄 与 す る で あ ろ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



B  意 見 発 表  

（ 1 ）  三 浦 宮 城 県 知 事 （ 別 紙 の 通 り ）  
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日 米 知 事 に よ る 箱 根 共 同 声 明 の 案 文 に  

つ き 米 国 の 知 事 よ り 行 な わ れ た 提 案 説  

明 に 対 す る 日 本 の 知 事 に よ る 賛 成 演 説  

3 7． 4． 1 0  宮 城 県 知 事  三 浦 義 男  

 た だ 今 米 国 知 事 会 を 代 表 し て 、     知 事 よ り 共 同 声 明 に  

つ い て の 提 案 理 由 の 説 明 を 承 わ り ま し た が 、私 は こ の 提 案 は 真 に  

有 意 義 な も の と 存 じ 、 こ こ に 賛 成 の 意 を 表 す る も の で あ り ま す 。 

 わ れ わ れ 日 米 の 知 事 は 、去 る 六 日 東 京 に お い て 又 本 日 箱 根 に お  

い て 、二 回 に 亘 つ て 親 し く 膝 を 交 え て 会 議 を す る 機 会 を 得 た の で  

あ り ま す が 、こ の よ う に 直 接 話 す こ と こ そ 、相 互 に 意 思 を 通 ず る  

も よ い 方 法 で あ る こ と を 痛 感 す る も の で あ り ま す 。こ の 度 の 二  

回 に 亘 る 会 合 に よ つ て 、わ れ わ れ は 親 し く 米 国 の 州 知 事 の 風 格 に  

接 す る こ と を 得 ま し た し 、又 米 国 州 知 事 各 位 は 日 本 の 県 知 事 に つ  

い て 、そ の 認 識 を 得 ら れ た こ と と 存 ず る の で あ り ま す 。更 に 又 相  

互 に 地 方 行 政 に 関 し 、如 何 な る 問 題 を 持 ち 如 何 に 考 え て い る か と  

い う こ と に つ い て 、そ の 一 端 を 知 る こ と を 得 た の で あ り ま す 。こ  

の こ と は 、両 国 に お け る 自 治 行 政 の 発 展 に 資 し 又 友 好 を 深 め る こ  

と に な る と 確 信 致 す 次 第 で あ り ま す 。  

 



 よ つ て こ の 度 の 会 合 を 、輝 か し い 歴 史 的 第 一 歩 と し て 、今 後 永  

く 継 続 さ れ る こ と に よ つ て 、そ の 成 果 を 完 う す る こ と を 期 待 致 し  

た い と 存 じ ま す 。  

 以 上 述 べ ま し た 理 由 に よ つ て 、提 案 通 り 、こ の 共 同 声 明 が 可 決  

さ れ る こ と を 希 望 す る も の で あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 2 ）  ソ ー ヤ ー 知 事 （ ネ バ タ 州 ）  

   内 山 議 長 閣 下 、 日 本 の 知 事 閣 下 お よ び ア メ リ カ の 知 事 同 僚  

  諸 君 。 提 案 さ れ ま し た 日 米 知 事 共 同 声 明 に つ い て 、 私 は 単 に  

  人 類 が ど こ に お い て も 同 胞 で あ り 、 あ な た が た の 問 題 や 望 み  

  や 念 願 が 、 我 々 の そ れ と き つ と 同 じ で あ る と い う こ と を 述 べ  

  た い と 思 い ま す 。 も し 我 々 が 平 和 的 共 存 を 維 持 し 、 全 世 界 の  

  人 々 に 楽 し い 生 産 的 生 活 を 与 え る と い う 共 通 の 目 的 を 達 成 し  

  た い な ら ば 、 我 々 の 関 心 は あ な た が た の そ れ と 同 じ で あ り ま  

  す 。 我 々 は あ な た が た が た の 活 動 力 、 相 像 力 、 戦 後 の 短 年 月  

  に お け る 劇 的 進 歩 、 な か ん ず く 日 本 国 民 お よ び 自 由 世 界 の 全  

  人 民 の 高 の 利 益 に 奉 仕 す る 深 甚 ・ 真 実 の 意 欲 に 、 非 常 に 感  

  銘 を 受 け ま し た 。 こ の 日 米 知 事 合 同 会 議 の 開 始 は ま こ と に 立  

  派 で あ り 、 ま た 我 々 両 国 に と つ て 丈 き な 深 い 意 義 を も つ も の  

  で あ り ま す 。 こ こ に 参 会 し た ア メ リ カ の 知 事 ば か り で な く 五  

  十 州 の 全 知 事 お よ び ア メ リ カ 国 民 は あ げ て こ の 一 連 の 会 議 を  

  開 催 す る に あ た つ て と ら れ た あ な た が た の 深 い 関 心 に 対 し て  

  非 常 に 感 謝 し て お り ま す 。  

   私 は 数 分 前 、 私 の 州 ネ バ タ 州 と 電 話 で 話 を し ま し た 。 そ の  

  中 で 私 は ネ バ タ 州 の 新 聞 が こ の 旅 行 を 非 常 に う ま く 、 す ば ら  

  し く 取 材 し て く れ た こ と を 知 り ま し た が 、 こ れ は ネ バ タ 州 ば  

  か り で な く 、 合 衆 国 全 体 に つ い て も い え る こ と だ と 確 信 し て  

  お り ま す 。 し か も そ の 取 材 は 批 判 的 な も の で は な く 、 ア メ リ  

  カ 国 民 が あ な た が た の し て い る こ と 、 ま た 恐 ら く そ れ よ り 少  

  な い 程 度 で 、 我 々 の し て い る こ と に 非 常 に 興 味 を も つ て い る  

  こ と を 示 す よ う な 性 格 の も の で あ り ま し た 。 そ う い う 意 味 で  

  私 が あ な た が た 日 本 の 知 事 各 位 に 申 し 上 げ た い こ と は 、 こ の  
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  旅 行 が 我 々 に と り ま し て 広 範 囲 に 収 獲 の 多 い も の で あ つ た と  

  い う こ と で あ り ま す 。 私 は 我 々 が あ な た が た の 学 ば れ た 以 上  

  に 学 ん だ と 信 じ て お り ま す が 、 し か し 我 々 が 意 思 を 通 ず る 道  

  を 開 い た 限 り 、 ま た 我 々 が よ き 友 人 、 よ き 隣 人 と し て 語 る 限  

  り 、 我 々 は 我 々 の 国 民 に 奉 仕 す る そ れ ぞ れ の 地 位 に お い て 、  

  我 々 の で き う る 善 を 尽 く し て い る と 私 は 思 え る の で あ り ま  

  す 。 し た が つ て 私 は 原 案 ど お り 決 議 に 賛 意 を 表 し た い と 思 う  

  の で あ り ま す 。  

 

 

C  採 決  

  内 山 議 長 発 言  

  本 声 明 文 に 異 議 あ り ま せ ん か 。（ 異 議 な し ）  

  異 議 が あ り ま せ ん の で 、 本 声 明 文 を 原 案 通 り 决 定 し ま す 。  

 

 

4． 会 議 終 了  

  内 山 議 長 よ り 「 以 上 を 持 ち ま し て 、 本 日 の 議 題 は 終 了 い た し  

 ま し た 。 こ れ よ り 閉 会 式 を 行 な い ま す 。」  
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5． 閉 会 式  

（ 1 ）  ロ ー レ ン ス 知 事 （ ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ） の 挨 拶  

   私 は 我 々 す べ て の も の が 閉 会 の 辞 を か な り 述 べ て し ま つ た  

   と 思 い ま す が 、 後 の こ と ば と し て 、 私 は こ こ で の 会 議 で 我  

   々 が い か に 熱 心 で あ る か を い い た い の で あ り ま す 。我 々 は 一  

   週 間 ば か り 前 に 東 京 に 到 着 い た し ま し た と き 、私 が 空 港 で 申  

   し 述 べ た こ と を 思 い 出 し て い た だ き た い の で す が 、我 々 は 長  

   い 飛 行 機 旅 行 の あ と で 興 奮 し 、 疲 れ て お り ま し た 。 し か し い  

   ま は そ の 疲 れ も な お り ま し た が 、こ の 会 議 自 体 な ら び に こ の  

   特 別 な 会 議 で 達 成 さ れ た 成 果 に つ い て い ま だ に 興 奮 し 、大 へ  

   ん 熱 心 で お り ま す 。 私 は 、 み ん な が と も に 話 し 合 い を 続 け 、 

   と も に 会 合 し 、 意 見 を 交 換 し 、 彼 ら の 直 面 す る い ろ い ろ な 問  

   題 に つ い て お 互 い に 助 け 合 う な ら ば 、善 の み が こ の よ う な 交  

   際 か ら 生 ま れ う る の で あ る と 確 信 し ま す 。ま た 私 は 我 々 が 歴  

   史 を ふ り 返 り 、ま た 将 来 大 い な る 満 足 を も つ て こ こ で の 会 議  

   を ふ り 返 つ て 、こ れ が 一 年 ば か り 前 ハ ワ イ で 考 え 出 さ れ た よ  

   い 計 画 で あ り 、 そ し て 我 々 が こ こ に 来 て 、 真 の 成 果 を 得 て 、 

   そ れ が 将 来 何 年 間 に も わ た つ て 我 々 国 民 の 平 和 と 平 安 に 役 立  

   つ だ ろ う こ と を 知 つ て お り ま す 。  

 

 

（ 2 ）  東 ・ 全 国 知 事 会 会 長 の 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  

（ 3 ）  神 奈 川 県 知 事  内 山 議 長 の 閉 会 挨 拶 （ 別 紙 の 通 り ）  
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日 米 知 事 合 同 会 議 閉 会 の 挨 拶  

                 東 知 事 会 会 長  

（ 於 箱 根 観 光 ホ テ ル 3 7． 4． 1 0）  

 去る 6 日と今 10 日の 2 日間に亘つて開催せられました日米知事会議  

は 、両 国 の 知 事 各 位 の 誠 意 あ る 報 告 が 行 な わ れ 、か つ 終 始 熱 心 な  

討 議 が 重 ね ら れ ま し て 、本 日 予 定 ど お り 会 議 の 幕 を 閉 じ る こ と と  

相 成 り ま し た 。こ の 間 両 日 の 会 議 を 通 じ 、特 に 米 国 州 知 事 各 位 よ  

り 貴 重 な 報 告 と 有 益 な る 御 意 見 を 承 つ た こ と は 、わ れ わ れ 日 本 側  

知 事 に と つ て は 、都 道 府 県 に お け る 今 後 の 行 政 に 大 き な 示 唆 を 与  

え ら れ た こ と で あ り ま し て 、こ こ に 衷 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ る 次 第  

で あ り ま す 。 私 ど も は 、 御 意 見 を 十 分 参 考 と い た し 、 地 方 行 政 運  

営 の 上 に 反 映 し て ゆ き た い と 存 じ て お り ま す 。  

 ま た 米 国 州 知 事 各 位 に お か れ ま し て も 、今 回 の 会 議 及 び 今 後 の  

視 察 に よ り 、日 本 に お け る 都 道 道 県 の 実 情 を 把 握 せ ら れ 、か つ 御  

理 解 い た だ け る こ と と 思 い ま す が 、今 後 こ の よ う な 機 会 が 回 を 重  

ね る に し た が つ て 、両 国 間 の 相 互 理 解 と 親 善 が い よ い よ 深 め ら れ  

て ゆ く こ と と 存 じ ま す 。  

 

 

 



 こ こ に 、今 回 の 会 議 が 予 期 以 上 の 成 果 を お さ め た こ と を 確 信 い  

た し ま す と と も に 、米 国 州 知 事 各 位 に 対 し 、日 本 知 事 一 同 を 代 表  

し て 深 甚 な る 敬 意 と 感 謝 の 言 葉 を 申 し 上 げ 、今 後 の 御 活 躍 を 御 期  

待 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す 。  

 な お 、全 国 知 事 会 議 を 代 表 い た し ま し て 、ア メ リ カ 全 国 知 事 会  

会 長 の 病 気 が 全 快 い た し ま し た こ と に 対 し 、心 か ら お 祝 を 申 上 げ  

ま す 。  

 こ れ を も つ て 閉 会 の 御 あ い さ つ と い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （ 1）  宮 内 事 務 局 長  

    本 日 午 後 の プ ロ グ ラ ム は 次 の 通 り と な り ま し た の で 、御 了  

   承 を 願 い ま す 。  

    午 後 1 2 時 1 5 分 に バ ス で ホ テ ル を 出 発 い た し ま し て 龍 宮  

   殿 ホ テ ル に 行 き 、そ こ で 午 さ ん に 御 出 席 を お 願 い し ま す 。午 さ  

   さ ん 後 天 気 が 良 く な り ま し た 場 合 に は 、ホ テ ル の 下 か ら 船 に  

   乗 つ て 湖 上 を 巡 り ま す 。 こ れ は 約 4 0 分 間 程 で あ り ま す 。 天  

   気 が 悪 い 場 合 に は 、ホ テ ル で 神 奈 川 県 の 観 光 映 画 を 見 て い た  

   だ き ま す 。 こ れ も 約 4 0 分 間 の 予 定 で あ り ま す 。 そ れ か ら バ  

   ス で 宮 ノ 下 前 に 行 き 買 物 を し ま す 。午 後 4 時 頃 宮 ノ 下 の 富 士  

   屋 ホ テ ル で お 茶 を の ん で い た だ き 、 宿 舎 ホ テ ル に 帰 り ま す 。 

    以 上 の 次 第 で あ り ま す が 、ゴ ル フ は 天 候 が 悪 い た め 取 止 め  

   と い た し ま す 。  

 

 

 （ 2）  カ ー ベ ル 知 事 （ デ ラ ウ エ ア 州 ）  

    会 長 閣 下 、私 は き よ う 私 の 州 に 帰 る 必 要 が あ る の で 、私 は  

   非 常 に も て な し の よ い 親 切 で あ つ た こ の す ば ら し い 人 々 の 一  

   団 と お 別 れ い た し ま す が 、私 は あ な た が た の 手 か ら 、あ な た  

   が た の も て な し か ら 、ま た あ な た が た の 賢 明 さ か ら 得 た す ば  

   ら し い 経 験 を 長 く 忘 れ る こ と は な い で し よ う 。こ の 経 験 は 非  

   常 に 役 立 ち ま し た 。私 は よ り よ い 知 事 と な つ て 私 の 州 に 帰 ろ  

   う と 思 つ て い ま す 。な ぜ な ら ば 、私 は あ な た が た の 問 題 が 本  

   当 に 我 々 の 問 題 と 同 じ で あ る こ と を ま の あ た り に 見 、理 解 す  
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   る 機 会 を 持 つ た か ら で あ り ま す 。そ う い う わ け で 、私 は こ の  

   場 所 で お 別 れ を し ま す 。と い う の は 私 は 東 京 へ 自 動 車 で 戻 り 、 

   今 夜 十 時 ニ ユ ー ヨ ー ク へ 向 か う 飛 行 機 に 乗 ろ う と し て い る か  

   ら で あ り ま す が 、あ な た が た が 五 月 に 合 衆 国 を 訪 問 さ れ る の  

   を 楽 し み に し て お り ま す 。私 は あ な た が た が ニ ユ ー ヨ ー ク か  

   ら ワ シ ン ト ン に 来 ら れ る と き 、お 立 ち 寄 り 下 さ る こ と を 望 む  

   と と も に 、私 は あ な た が た が デ ラ ウ エ ア 州 の ウ イ ル ミ ン ト ン  

   の 駅 で 下 車 さ れ る こ と を 望 み ま す 。そ こ で 我 々 は い く つ か の  

   旗 を 振 り 、「 よ う こ そ 、 日 本 の 知 事 さ ん 」 と い え る こ と で あ  

   り ま し よ う 。  

（ 午 後 零 時 五 分 閉 会 ）  
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閉 会 あ い さ つ  

神 奈 川 県 知 事   内 山 岩 太 郎  

於 箱 根 観 光 ホ テ ル 3 7． 4． 1 0  

 

 2 日 間 に わ た り 開 催 せ ら れ ま し た 日 米 両 国 知 事 会 議 は 、 本 日 を  

も つ て 終 了 い た す こ と と な り ま し た 。  

 こ の 会 議 は 、日 米 両 国 に お け る 共 通 の 問 題 に つ い て 、貴 重 な 報  

告 と 隔 意 な き 意 見 の 交 換 を 行 な い 、相 互 理 解 と 、両 国 親 善 の 上 に  

極 め て 大 き な 役 割 を 果 し 今 後 の 地 方 自 治 行 政 進 展 の 上 に も 期 待 さ  

れ た 以 上 の 成 果 を 得 た も の と 確 信 い た す し だ い で あ り ま す 。  

 今 後 こ の 会 議 が 回 を 重 ね る に つ れ て 、両 国 地 方 行 政 の 伸 展 に 大  

い に 寄 与 い た し た い と 存 ず る も の で あ り ま す 。  

 ま た こ の 会 議 の 運 営 に あ た り ま し て 賜 わ り ま し た 各 位 の 絶 大 な  

る 御 協 力 に 対 し 、衷 心 か ら 感 謝 い た し ま す と と も に 、会 場 の 準 備  

そ の 他 諸 事 万 端 準 備 不 十 分 で あ つ た こ と を お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 

 今 後 な お 9 日 間 、各 地 に お け る 多 忙 な 日 程 が 組 ま れ て お り ま す  

が 、ど う か 皆 様 に は 無 事 に 全 日 程 を 終 了 せ ら れ 、実 り 多 い 成 果 を  

も つ て 今 後 の 親 善 と 発 展 に 御 尽 力 く だ さ い ま す よ う お 願 い い た す  

 

 



次 第 で あ り ま す 。  

 ま た 、 私 達 日 本 知 事 の 何 名 か は 、 答 礼 の 意 味 を も ち ま し て 、 来  

月 貴 国 を 御 訪 問 す る こ と に な つ て お り ま す の で 、そ の 節 は ど う ぞ  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 こ こ に 各 位 の 御 健 康 を 心 か ら 祈 念 い た し ま し て 閉 会 の こ と ば と  

い た し ま す 。  
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